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’‘ 人類と地球の平和的共存を園ざして
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人口と開発ノ目次扉・スケッチ山岳民族も来ている花蓮の朝市《台湾》

杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞

巻
頭
言
／
則
世
紀
ア
ジ
ア
が
直
面
す
る
問
題

ギ
ャ
リ
ー
・
ネ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
下
院
議
長
代
行
開
会

挨
拶
③
／
桜
井
新
議
長
挨
拶
、
／
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事

務
局
次
長
挨
拶
③

・
講
演
ｌ
ア
ジ
ア
の
人
口
と
食
料
安
全
保
艫

ゲ
イ
ル
．
Ｄ
・
ネ
ス
博
士
⑩
／
ロ
バ
ー
ト
。
Ｊ
・
ク
レ
メ
ン

ッ
博
士
⑪

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
劃
ン
Ｉ
食
料
安
全
保
障
に
お
け
る
市
民

の
役
割

■
講
演
ｌ
持
続
可
能
な
食
料
安
全
保
障
へ
の
道

ボ
ー
・
ト
ン
・
ヅ
ア
ン
議
員
⑬

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ｉ
水
・
食
料
・
人
口

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
役
員
剛
／
日
本
か
ら
の
参
加
者
”
／
食
料
安

全
保
障
と
人
口
・
開
発
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
⑪
／

キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
文
書
委
員
会
ノ
ー
ト
鰯
／
食
料
サ
ミ
ッ
ト

に
つ
い
て
轍

利
矧
凸
司
鬮
１
穀
物
危
機
／
失
業
率
、
最
悪

の
三
・
五
％
／
７
人
に
１
人
、
閲
歳
以
上
／

高
齢
者
ｕ
・
８
％
に
／
老
年
人
□
ｕ
・
８
％
／

開
歳
以
上
人
口
最
多
ｕ
・
８
％
／
貧
困
、
売

春
、
エ
イ
ズ
の
連
鎖
／
出
生
数
、
史
上
最
低

１
１
９
万
人
／
出
生
数
ま
た
減
、
最
低
に
／

平
均
出
産
、
一
・
四
三
人
／
少
産
化
に
再
び

拍
車
／
増
え
続
け
る
熟
年
離
婚
／
「
産
ま
な

い
言
晩
婚
」
の
訳
／
少
子
化
の
訳
「
晩
婚
豈
晩

《
セ
ミ
ナ
ー
》
深
刻
な
人
口
と
食
料

に
ゆ

す
ふ
ぉ

ら
む

国
司
刎
出
虫
数
、
最
低
の
１
１
９
万
人
／
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
柱
に
「
福
祉
」
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
伸
び
ゼ
ロ

で
調
整
／
少
子
・
高
齢
化
一
段
と
／
防
衛
費

伸
び
２
％
台
前
半
／
”
聖
域
”
Ｏ
Ｄ
Ａ
防
衛
費

で
？
／
食
糧
石
％
増
産
必
要
／
急
増
す
る
国

民
負
担
率
／
人
口
環
境
、
女
性
が
決
定
権
／

中
国
の
食
糧
生
産
過
去
最
高
／
百
歳
以
上

七
、
三
七
三
人
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
国
益
を
重
視
／

中
国
、
人
口
姐
億
に
苦
し
む 原
洋
之
介
３

荏
開
津
典
生
柵

１０1８ 1６１３4７
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”
飢
え
鰍
の
な
い
世
界
を
’
第
五
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
開
く

４



二
十
一
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
は
、
経

済
的
に
土
地
・
天
然
資
源
が
再
度
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

二
十
世
紀
型
の
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
の

下
で
は
、
資
本
と
技
術
、
そ
し
て
技
術
を

活
用
す
る
人
的
能
力
が
、
成
長
を
規
定
す

巻
頭

一

一一

一▲

一

口

要
度
が
低
下
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

二
十
世
紀
型
シ
ス
テ
ム
の
下
で
の
農
業
の

役
割
が
低
下
し
て
き
た
基
本
的
要
因
は
、

１h噸■霧

」
よ
‐
‐
‐
：
。
』

■
１
‐
？
』
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ

る
最
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
十
九
世
紀
型
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で

決
定
的
で
あ
っ
た
土
地
・
天
然
資
源
の
重

る問題

、
、
←
Ｆ
ｌ
ｊ
盃'＝

洋之介原

以
上
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

土
地
・
天
然
資
源
が
移
動
不
可
能
な
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
資
本
と
技
術
と

は
国
際
間
を
自
由
に
移
動
し
う
る
。
こ
の

た
め
、
貿
易
と
投
資
の
自
由
化
・
グ
ロ
ー

パ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
、
各
地
域
の

経
済
成
長
の
決
め
手
と
な
っ
て
き
た
。
ア

ジ
ア
経
済
の
将
来
に
関
し
て
も
、
こ
の
見

通
し
図
の
下
に
経
済
の
自
由
化
こ
そ
が
最

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
需
要

の
拡
大
や
経
済
成
長
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
、
再
び
土
地
・
天

然
資
源
の
重
要
性
が
増
大
し
て
き
て
い
る

こ
と
は
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特

に
中
国
と
イ
ン
ド
と
を
か
か
え
る
ア
ジ
ア

地
域
で
こ
の
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

土
地
・
資
源
を
も
と
め
て
の
領
土
拡
張
的

紛
争
が
ア
ジ
ア
地
域
で
生
起
し
て
く
る
可

能
性
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
十
一

世
紀
の
ア
ジ
ア
は
、
大
き
な
困
難
に
直
面

し
そ
う
で
あ
る
。
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「
第
五
回
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
会
」
（
主
催
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
Ⅱ
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ⅱ
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
、
後
援
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
国
連
人
ロ
基
金
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ⅱ

国
際
家
族
計
画
連
盟
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ⅱ
財
団
法

人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
）
は
”
食
料
安

全
保
障
と
人
口
・
開
発
“
を
メ
イ
ン
・
テ
ー

マ
に
、
九
月
一
一
十
五
、
六
、
七
の
三
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
国

会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
大
会
は
、
途
上
国
の
人
ロ
増
加
の

勢
い
が
衰
え
な
い
な
か
で
、
世
界
的
に
深
刻

な
食
料
不
足
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
立
法
府
議
員
の
立

場
か
ら
貧
困
と
飢
え
を
な
く
し
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
増
産
を
行
い
、
世
界
の
食

料
安
全
保
障
を
ど
の
よ
う
に
達
成
し
て
い
く

か
ｌ
に
つ
い
て
論
議
し
、
結
論
を
政
策

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ロ
シ
ア
、
バ
ン

#
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､《飢心のない世界
塾議鋒鐸一一一丁

iii鑿謹笘－－￣「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
盲
一
一
一
一
一
目
」
を
採
択

一
豪
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
二
九
国
、
｜
｜
｜
｜
｜
名
が
参
加

ロ
ー
マ
の
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
ア
ピ
ー
ル
決
め
る

一
九
九
六
・
九
／
’
’
五
～
一
一
一
七

て
の
ス
テ
イ
ッ
メ
ン
ト

と
し
て
川
人
ロ
増
加
と

食
料
生
産
、
②
食
料
生
産
と
環
境
、
③
農
村

開
発
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
）
を
ま
と
め
た
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
」
（
別

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ト
ン
ガ
、
シ
バ

ル
、
西
サ
モ
ア
の
二
十
九
カ
国
の
国
会
議
員

と
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ア
フ
リ
カ
。
，
中

東
・
人
ロ
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ

リ
カ
地
域
人
口
・
開
発

議
員
グ
ル
ー
プ
（
ｌ
Ａ

Ｐ
Ｇ
）
、
国
連
人
ロ
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
国

際
家
族
計
画
連
盟
（
－

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
な
ど
の
関
係

者
百
三
十
一
人
が
参

加
、
真
剣
な
論
議
を

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
食
料
安

全
保
障
と
人
ロ
に
つ
い

５



開会式（壇上は、ＡＦ

ＰＰＤ役員とホスト国

のネール・オーストラ

リア下院識長代行、安

藤ＵＮＦＰＡ事務次長

が居並ぶ

鱗
採
択
し
た
。

「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
」
は
＋
｜
月
十
一
、
二

両
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
世
界
各
国
の
関
係
議

面
に
和
・
英
両
文
を
掲
載
）
を
全
会
一
致
で…鰄亀＝豐壼議輔 ！

員
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
る
「
国
際
食
料
安
全

保
障
・
人
ロ
・
開
発
議
員
会
議
」
に
提
出
、

同
宣
言
を
も
と
に
論
議
し
、
同
月
十
三
日
か

ら
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
際
食
糧

議
長
に
■
桜
・
・
丼
・
新
氏
■
（
曰
杢
在
再
選

開会式で参加者全員が起立してオーストラリア国歌を斉唱

農
業
機
構
）
の
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
に
同

議
員
会
議
代
表
が
出
席
し
て
ス
テ
イ
ッ
メ
ン

ト
を
発
表
、
各
国
政
府
が
こ
れ
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

役
員
改
選
で
は
、
議
長
に
桜
井
新
氏
（
日

本
・
衆
議
院
議
員
・
自
民
）
が
満
場
一
致
で

再
選
さ
れ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
初
代
か

ら
三
選
さ
れ
た
故
佐
藤
隆
氏
（
元
・
農
林
水

産
大
臣
）
に
引
き
続
い
て
日
本
が
連
続
し
て

選
ば
れ
た
。
ま
た
、
憲
章
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
会
員
国
の
ア
ジ
ア
地
域
区
分
が
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
の
定
義
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
、

シ
リ
ア
が
ア
フ
リ
カ
・
中
東
地
区
に
移
っ
た
。

新
規
に
加
盟
申
請
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
は
承

認
さ
れ
た
。

開
会
式
は
二
十
五
日
午
前
九
時
半
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
会
議
事
堂
内
の
大
会
議

室
で
行
わ
れ
た
。
全
員
起
立
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
歌
斉
唱
の
の
ち
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ

ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
員
の
司
会
で
ギ
ャ

リ
ー
・
ネ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
下
院
議

長
代
行
が
開
会
宣
言
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

６



第５回ＡＦＰＰＤ大会開く

開会挨拶を行うギャリー・ネール

下院議長代行（オーストラリア）

桜
井
新
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
、
主
催
国

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
会
議
長
は
じ
め
関
係

者
、
出
席
議
員
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
あ

同
議
長
代
行
は
、
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
短
い

歴
史
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
イ
ロ
、

と
、
「
こ
の
会
議
は
、
南
半
球
で
初
め
て
開

か
れ
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
で
あ
る
。
こ
の
三

年
の
間
に
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
世
界
中
の
人

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
中
国
の
政
府
間
会
議
に

合
わ
せ
て
国
会
議
員
会
議
を
開
き
、
立
法
府

の
立
場
か
ら
重
要
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

世
界
の
”
低
所
得
食
料
不
足
国
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｄ

Ｃ
Ｓ
）
”
の
十
九
カ
国
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
存
在
し
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
問

題
は
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
慢
性
的
な
栄
養
不
良
の
問
題

と
人
口
増
加
の
問
題
は
解
決
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
今
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ラ
会
議
の
意
義
は
重

要
で
、
熱
心
で
実
り
多
い
討
議
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

７



挨拶する桜井新ＡＦＰＰＤ議長

（日本・衆議院議員）

口
・
開
発
地
域
議
連
の
ご
協
力
を
得
て
政
府

間
会
議
に
合
わ
せ
、
国
会
議
員
の
意
志
を
示

し
、
効
果
的
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
大

き
な
成
果
と
思
っ
て
い
る
。
私
達
は
カ
イ
ロ

の
「
国
際
人
ロ
開
発
議
員
会
議
」
の
決
定
を
う

け
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
地
域
議
連
の
設
立
の

お
手
伝
い
を
し
て
き
た
が
、
本
年
七
月
、
ヨ

ル
ダ
ン
国
の
ア
ン
マ
ン
で
同
議
連
が
設
立
さ

れ
、
第
一
回
大
会
の
開
催
が
正
式
に
決
定
さ

れ
た
。
地
球
規
模
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い

く
上
で
望
ま
し
い
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

本
年
十
一
月
、
ロ
ー
マ
で
「
世
界
中
の
人

に
食
料
を
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
国
連
食
糧

農
業
機
構
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
。

本
年
二
月
、
マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
運
営
委

員
会
の
決
議
を
う
け
、
今
「
国
際
食
料
安
全

保
障
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
の
開
催
を

世
界
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
本
年
五
月
に

は
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
特
別
運

営
委
員
会
で
「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ス
テ

イ
ッ
メ
ン
ト
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
ス
テ
イ

ッ
メ
ン
ト
は
、
西
サ
モ
ア
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ａ

Ｏ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
総
会
で
発
表
さ
れ

た
。
今
大
会
で
は
、
こ
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
・
ス
テ
イ
ッ
メ
ン
ト
を
基
に
討
議
し
、

「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
」
を
採
択
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
飢
え
の
な
い
社
会
を
作
る
」
こ
れ
こ
そ
私

達
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
先
ず
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
開
発
」
の
基
本
で
あ
る
。

食
料
は
有
限
で
あ
る
。
人
口
の
安
定
化
こ

安
藤
博
文
・
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
事
務
局
次
長
は
、

そ
食
料
安
全
保
障
の
第
一
条
件
と
い
え
る
。

私
達
の
地
球
は
、
か
っ
て
な
い
人
口
増
加

に
耐
え
か
ね
、
切
実
な
環
境
悪
化
で
生
物
的

多
様
性
が
失
わ
れ
、
切
実
な
淡
水
資
源
枯
渇

が
起
き
て
い
る
。
今
こ
そ
人
口
・
環
境
と
い

う
観
点
か
ら
食
料
問
題
を
真
剣
に
討
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

食
料
は
単
な
る
商
品
で
は
な
く
、
人
間
の

生
命
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
球
は
人
類
だ
け
の
も
の
で
も
な

い
。
自
然
と
の
調
和
の
中
で
し
か
生
き
て
い

け
な
い
、
と
い
う
地
球
の
徒
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
、
人
類
の
未
来
を
決
め
る
「
人
口
と

開
発
」
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」

と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
称

賛
に
値
す
る
も
の
だ
。

８



第５回ＡＦＰＰＤ大会開く

挨拶を行う安藤博文ＵＮＦＰＡ
事務局次長

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
主
導
し
て
き
た
国
会
議
員

会
議
は
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ

ト
、
北
京
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
と
い
う

国
連
主
催
の
政
府
間
会
議
に
強
い
影
響
を
与

え
て
き
た
。

世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
こ
こ
で
討
議

さ
れ
、
採
択
さ
れ
る
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
」
が

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
国
会
議
員
の
声
と

し
て
発
表
さ
れ
る
。

過
去
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
食
料
生
産
の

伸
び
は
人
口
増
加
を
上
回
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
現
在
、
こ
の
傾
向
に
か
げ
り
が
見
え
て

き
て
い
る
。
国
連
食
料
農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

で
は
八
十
八
ヵ
国
を
十
分
な
食
料
を
生
産
ま

た
は
輸
入
で
き
な
い
食
料
不
足
国
と
位
置
づ

け
て
い
る
。

食
料
安
全
保
障
を
考
え
る
上
で
、
食
料
生

産
と
と
も
に
重
要
な
の
が
食
料
の
分
配
の
問

題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
的
に
は
過
去
二

十
年
間
に
わ
た
っ
て
食
料
生
産
は
増
加
し
た

が
、
そ
の
間
に
貧
困
者
や
栄
養
不
良
者
の
数

は
む
し
ろ
増
加
し
た
。
明
ら
か
に
速
や
か
な

政
策
の
変
更
、
特
に
女
性
に
対
す
る
政
策
の

変
更
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
い
る
人
々
が
食
料
を
手
に
入
れ
ら
れ

な
け
れ
ば
、
地
球
的
規
模
で
の
食
料
安
全
保

障
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

具
体
的
方
法
と
し
て
、
女
性
に
土
地
所
有

権
を
認
め
る
、
融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
、
技
術
や
市
場
に
ア
ク
セ
ス
（
利
用
）
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
な
ど
の
方
法
が
必
要
で

あ
る
。
同
様
に
教
育
や
健
康
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
最
貧
層
に
対
す
る
食
料
供
給
の
改
善
に

大
き
く
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
の
状
況
の
改
善
は
、
人
口
増
加
の
安
定

化
と
低
減
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
カ
イ
ロ
や
北
京
で
築
き
上
げ

た
合
意
を
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
再
び
討
議

し
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
こ
こ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
合
意
を
後
退
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
会
議
や
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
国
際
議
員
会
議
は
極
め
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
。
カ
イ
ロ
や
北
京
の
合

意
か
ら
後
退
し
な
い
よ
う
国
会
議
員
の
意
志

を
示
し
、
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合
意
を

採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
挨
拶
し
た
。

一一蔓:－－蓬蕊藁蕊蕊蕊謹選

こ
の
あ
と
、
午
前
十
時
四
十
五
分

か
ら
「
ア
ジ
ア
の
人
口
と
食
料
安
全

保
障
」
ｌ
過
去
の
経
験
と
こ
れ
か

ら
の
挑
戦
ｌ
と
題
し
、
ゲ
イ
ル

。
Ｄ
・
ネ
ス
博
士
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学

社
会
学
部
教
授
・
部
長
）
と
、
ロ

バ
ー
ト
。
Ｊ
・
ク
レ
メ
ン
ッ
博
士

（
国
際
農
業
研
究
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
セ
ン
タ
ー
）
両
氏
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。

，



Ｉ
アジアの人口と

食料安全保障

ノ
ー

ーーロニ手口。｛
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一過去の経験とこれからの挑戦一
竜１
“

ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
世
界
の
人

口
問
題
の
趨
勢
を
変
え
る
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。
最
初
に
感
染
症
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
疫
学
的
移
行
を
果
た
し
、
死

亡
率
の
急
減
を
果
た
し
た
。
出
生
率
が
変
わ

ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
国
で
急
激
な

国
会
議
員
は
食
料
安
保
に
グ
□
－
ハ
ル
な

人
口
増
加
が
生
じ
た
。

ア
ジ
ア
で
は
ま
た
、
政
策
的
移
行
も
行
わ

れ
た
。
ア
ジ
ア
の
出
生
抑
制
策
が
世
界
の
そ

の
他
の
地
域
に
波
及
し
た
。
こ
の
政
策
に
は

家
族
計
画
の
促
進
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ア
ジ

ア
の
影
響
力
は
深
く
波
及
し
て
お
り
、
一
九

九
六
年
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
低
所
得
国
家
で

は
家
族
計
画
の
促
進
ま
た
は
許
容
政
策
が
と

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
人
口
政
策

は
開
発
政
策
と
し
て
も
っ
と
も
成
功
し
た
も

の
で
あ
り
、
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
り
、

も
っ
と
も
人
道
的
な
政
策
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
経
験
は
各
国
に
近
代
的
経
済
開

発
政
策
を
と
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
努
力
は
政
策
の
失
敗
や
災
害
な
ど
で

多
く
の
痛
手
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
現

在
多
く
の
国
で
自
由
貿
易
を
含
む
経
済
開
発

政
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
教
育
・
健
康
の
推

進
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
構
築
な

ＩＤ
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第５回ＡＦＰＰＤ大会開く

ど
の
過
去
の
努
力
と
あ
い
ま
っ
て
ア
ジ
ア
急

成
長
の
源
と
な
り
、
ア
ジ
ア
は
経
済
成
長
の

み
な
ら
ず
、
社
会
福
祉
も
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ア
ジ
ア
農
業
に
関
し
て
も
同
様
に
大
き
な

進
歩
が
あ
っ
た
。
食
料
生
産
の
伸
び
は
人
口

増
加
を
上
回
り
、
食
料
の
質
の
改
善
と
量
の

増
大
は
死
亡
率
の
減
少
と
平
均
寿
命
の
向
上

に
寄
与
し
た
。
人
口
と
食
料
安
全
保
障
の
問

題
に
つ
い
て
多
く
の
成
果
が
上
が
っ
た
が
、

ま
だ
な
す
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
国
会
議
員
が
取
り
組
む
べ
き
七
つ
の

課
題
が
あ
る
。

Ｈ
人
口
、
環
境
、
食
料
安
全
保
障
を
組
み

合
わ
せ
て
考
え
る
、
包
括
的
か
つ
巨
資
的
な

視
野
を
持
つ
法
的
枠
組
み
の
構
築
を
は
か
る
。

ロ
地
方
に
権
力
委
譲
を
行
い
、
ロ
ー
カ
ル

・
グ
ル
ー
プ
の
力
を
有
効
活
用
す
る
。

曰
出
生
、
都
市
化
、
人
口
移
動
、
高
齢
化

と
い
う
人
口
問
題
に
関
わ
る
四
つ
の
大
き
な

問
題
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
に
ド
ナ
ー

（
援
助
）
国
の
資
金
を
増
額
す
る
よ
う
各
国
政

府
に
要
請
す
る
。

側
小
規
模
生
産
者
、
孤
立
し
た
農
村
、
そ

の
生
産
性
を
平
均
値
以
下
か
ら
平
均
値
へ
と

農
業
科
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
食
料
安

全
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
、
世
界
の
現
状
に

つ
い
て
で
は
な
く
、
あ
り
う
べ
誉
姿
ｌ

世
界
の
す
べ
て
の
人
が
安
い
食
料
と
安
全
で

清
潔
な
水
を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
健
康
的
で
生
産
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
、
子
供
た
ち
が
十
分
な
食
料

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
食
料

が
持
続
可
能
な
方
法
で
提
供
さ
れ
、
人
々
が

住
む
環
境
を
破
壊
し
な
い
農
業
、
に
つ
い
て

引
き
上
げ
る
こ
と
で
農
業
生
産
を
増
や
す
。

⑰
研
究
や
開
発
を
通
じ
て
農
業
を
改
善
し

持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る
。
と
り
わ

け
、
水
質
、
土
壌
劣
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

そ
の
防
止
に
力
を
そ
そ
ぐ
。

㈹
不
平
等
の
是
正
、
特
に
食
料
の
不
平
等

を
是
正
す
る
。
紛
争
ｌ
特
に
民
族
問
題
ｌ
を

管
理
し
、
暴
力
を
紛
争
解
決
手
段
と
す
る
こ

と
を
減
少
さ
せ
る
。

㈹
農
業
と
食
料
生
産
の
保
護
を
、
グ
ロ
ー

講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
十
分
な
食
料
を
、
適
切
な

価
格
で
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
貧
し

い
人
た
ち
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

そ
の
過
程
で
環
境
を
破
壊
し
な
い
で
以
上
の

こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

食
料
需
要
は
、
二
○
二
○
年
ま
で
は
人
口

増
加
を
上
回
る
伸
び
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
そ

の
理
由
は
、

Ｈ
貧
困
層
の
家
計
所
得
の
伸
び
に
よ
り
食

バ
ル
な
地
球
の
問
題
と
し
て
扱
う
。
農
民
は

貿
易
財
の
生
産
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

自
然
環
境
シ
ス
テ
ム
の
管
理
者
で
も
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
み
、
効
果
的
に

解
決
す
る
こ
と
な
く
現
世
代
の
そ
し
て
将
来

の
世
代
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
に
失
敗
す
る
な
ら
ば
惨

め
な
、
そ
し
て
暴
力
に
満
ち
た
社
会
を
招
き

だ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ｒＪ



「食料安全保障と人口・開発に関する概観」につ

いて講演を行うロバート・』・クレメンツ博士
（国際農業研究オーストラリア・センター）

科
購
買
力
が
増
し
、
｜
人
当
た
り
の
消
費
量

が
増
大
す
る
。

口
所
得
の
向
上
に
伴
い
、
生
活
様
式
が
都

市
型
と
な
り
、
畜
肉
や
鳥
、
乳
製
品
の
消
費

が
増
大
す
る
。

そ
の
結
果
、
穀
物
や
そ
の
他
、
食
物
製
品

の
需
要
が
増
す
。
南
、
及
び
東
ア
ジ
ア
地
域

で
二
○
二
○
年
に
は
米
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
主
要
穀
物
に
対
す
る
需
要
は
七

○
％
増
加
し
、
畜
肉
に
対
す
る
需
要
は
ほ
ぼ

三
倍
に
増
え
る
。

供
給
面
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
異
な
っ
た
考
え

方
が
あ
る
。
農
業
学
者
や
経
済
学
者
の
見
解

に
従
え
ば
、
少
な
く
と
も
二
○
二
○
年
ま
で

は
地
球
人
口
を
持
続
可
能
な
方
法
で
扶
養
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

国
際
食
料
政
策
研
究
所
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
の
最

近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
あ
る
条
件
さ
え
満
た

さ
れ
れ
ば
そ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
可
能

だ
と
い
う
。
そ
の
条
件
と
は
、
政
府
並
び
に

国
際
社
会
が
農
業
研
究
・
普
及
・
灌
概
・
水

資
源
開
発
・
人
間
資
源
開
発
・
農
村
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
し
、
現
在
の
水

準
の
投
資
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

食
料
需
要
の
伸
び
に
伴
っ
て
、
二
○
二
○

年
の
食
物
貿
易
は
三
倍
に
な
り
、
穀
物
貿
易

は
一
・
五
倍
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大

幅
な
食
料
貿
易
の
拡
大
が
起
こ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
二
○
二
○
年
に
必
要
と
な
る
食
料

の
四
分
の
三
は
途
上
国
自
身
で
生
産
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
は
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
分
析
は
、
農
業
研
究
・
開

発
に
現
在
の
水
準
の
投
資
が
持
続
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
分

折
に
よ
れ
ば
、
も
し
農
業
研
究
・
開
発
に
対

す
る
投
資
が
削
除
さ
れ
、
国
際
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
や
途
上
国
の
研
究
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
民
間
の
支
援
が
途
絶
え
た
な
ら
ば
、
二
○

二
○
年
の
農
業
生
産
は
現
在
予
想
さ
れ
て
い

る
水
準
を
六
％
下
回
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
途
上
国
の
農
業
生
産
は
一
○
％
以
上
も

減
少
し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
穀
物
価
格
は

二
六
％
’
四
一
％
高
い
も
の
に
な
り
、
栄
養

不
良
の
児
童
も
一
○
％
以
上
増
加
す
る
。

水
に
関
し
て
い
え
ば
、
人
ロ
の
二
倍
の
速

度
で
そ
の
需
要
は
伸
び
て
い
る
。
豊
か
に

な
っ
た
人
々
の
水
消
費
量
は
増
加
し
、
二
十

一
年
で
水
需
要
は
倍
増
す
る
。
農
業
に
お
け

る
水
使
用
の
効
率
は
依
然
と
し
て
多
く
の
場

合
、
悪
い
ま
ま
で
水
利
用
の
効
率
化
が
将
来

に
対
す
る
鍵
と
な
る
。
穀
物
に
と
っ
て
、
現

在
の
水
の
量
と
質
は
穀
物
に
と
っ
て
あ
ま
り

に
も
適
切
で
な
い
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
、
土

壌
流
出
、
塩
害
な
ど
の
水
に
関
連
す
る
問
題

が
発
生
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
最
高
水
準
の
農
業
研

究
が
必
要
で
あ
る
。
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パネルディスカッション

鯛安全保障における市民の役割
市民参加とｼﾞｪﾝｸﾞｰの平等

午
後
は
二
時
か
ら
「
食
料
安
全
保

障
に
お
け
る
市
民
社
会
の
役
割
、
市

民
参
加
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
」
と

題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

貧困層の購買力強化が重要な局::題

ガ
ピ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
立
大
学
人
口
学
部
主
任
）
は
、

「
各
国
の
基
本
的
需
要
を
満
た
す
だ
け
の

十
分
な
食
料
供
給
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
社
会
の
中
の
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

家
族
、
個
人
に
十
分
に
食
料
が
行
き
渡
る
と

は
限
ら
な
い
。
貧
困
の
、
そ
し
て
マ
ー
ジ
ナ

ル
（
社
会
の
周
辺
部
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
）

な
集
団
は
、
社
会
的
な
不
安
定
や
飢
謹
の
影

響
を
真
っ
先
に
、
そ
し
て
特
に
ひ
ど
く
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
料
安
全

保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
は
貧
困
層
の
購
買

力
を
い
か
に
増
強
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
所
得
分
配
、

食
料
貯
蔵
方
法
、
食
料
輸
送
の
改
善
が
重
要

で
あ
る
。

食
料
安
全
保
障
は
こ
れ
ら
の
要
素
の
み
な

ら
ず
、
人
々
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
影
響
す

る
政
治
的
な
意
志
決
定
過
程
に
ど
の
程
度
参

加
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

権
威
主
義
的
な
意
思
決
定
の
も
と
で
は
農
民

が
、
生
産
性
の
向
上
に
無
関
心
か
つ
無
気
力

に
な
り
、
食
料
安
全
保
障
に
重
要
な
影
響
を

与
え
る
。
ま
た
市
民
社
会
の
崩
壊
や
破
壊
は

食
料
安
全
保
障
を
含
む
社
会
ｌ
経
済
的
な
こ

れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
（
活
動
）

に
対
す
る
最
も
強
い
脅
威
と
な
る
。

同
様
に
重
要
な
の
は
、
農
民
の
組
織
化
が

農
業
生
産
性
の
向
上
に
対
し
て
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
農
業

生
産
を
担
っ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
小
規

模
農
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
家
の
生
産

性
の
向
上
は
小
規
模
で
あ
る
が
ゆ
え
に
資
金

借
入
れ
が
で
き
ず
、
農
業
作
付
け
技
術
も
な

い
な
ど
、
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
農

業
生
産
者
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

が
、
そ
の
場
合
、
投
資
に
対
す
る
経
験
が
な

い
。
さ
ら
に
集
団
化
す
る
こ
と
で
農
民
の
勤

労
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
諭
濁
。
が
失
わ

れ
る
な
ど
の
問
題
点
も
発
生
し
て
し
ま
う
。

近
年
、
食
料
生
産
に
お
け
る
女
性
の
役
割

が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
き
て

い
る
。
女
性
の
こ
の
よ
う
な
貢
献
は
公
式
の

統
計
に
は
な
か
な
か
表
わ
れ
て
こ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
公
式
統
計
で
男
女
別
統
計
を
集

め
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
近

年
、
理
解
さ
れ
て
き
た
女
性
の
役
割
を
含
め

る
場
所
も
な
い
。
そ
の
女
性
の
役
割
が
明
確

に
統
計
に
表
わ
れ
て
こ
な
い
結
果
、
女
性
は
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し
ば
し
ば
農
業
普
及
活
動
、
融
資
の
対
象
外

と
な
り
、
結
果
と
し
て
生
産
性
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
融

資
、
種
苗
、
農
業
技
術
な
ど
を
女
性
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
女
性

が
普
通
に
利
用
で
き
る
技
術
の
改
良
が
重
要

で
あ
る
。

男
女
の
平
等
Ｉ
特
に
女
性
の
地
位
の
向
上

と
食
料
生
産
は
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
個

人
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
波
及
し
、
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
食
料
生
産
に

お
い
て
も
男
女
の
平
等
を
図
る
こ
と
は
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
女
性
の
農
村
金
融
へ

の
参
加
は
一
般
的
に
言
っ
て
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の
向
上
と
社
会
参
加
に
対
し
良

い
影
響
を
与
え
る
。
社
会
的
地
位
が
高
ま
れ

ば
、
女
性
が
教
育
を
う
け
る
機
会
も
高
ま

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
家
族
の
栄
養
状
態

の
改
善
、
経
済
生
産
性
の
向
上
、
低
出
生
率

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
改
善
は

す
べ
て
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
食
料
安
全
保
障

へ
と
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
見
解
を
述
べ
た
。

一
》
ま

一品．．‐一
▼
・
・
・
》
へ
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・
・
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叩
・
・
・
・
叱
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鍔淨・叩印．鈴・健
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狼印．。．．ｗ》
凸
冒
・
ロ
ロ
出
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一｛’一一（

鐘藷

llllillllll

マ
イ
ケ
ル
・
リ
ザ
・
カ
ヤ
（
マ

レ
ー
シ
ア
）
、
フ
ロ
レ
ン
シ
オ
・
Ｂ

・
ア
バ
ド
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
ウ
ル
ミ

ラ
。
Ｃ
・
パ
テ
ル
（
イ
ン
ド
）
ら
の
議

員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

自
国
の
実
情
を
述
べ
た
。

熱心に討議に耳を傾ける日本代表の太田豊秋参議院議員

（自民・福島）

日
本
か
ら
参
加
し
た
太
田
豊
秋
・
参
議
院

議
員
（
自
民
・
福
島
）
は
、

「
比
較
優
位
原
則
を
推
し
進
め
る
こ
と
で

食
料
安
全
保
障
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

比
較
優
位
原
則
だ
け
を
推
し
進
め
る
こ
と

で
ま
ず
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は
、
人
口
が

増
え
続
け
て
い
く
中
で
食
料
の
供
給
余
力
と

い
う
も
の
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
中
で
、
食
料
輸
出
国
が
不
作
に

な
っ
た
と
き
、
食
料
輸
入
国
は
自
国
の
国
民

を
扶
養
す
る
だ
け
の
食
料
を
輸
入
で
き
る
と

い
う
保
障
が
な
い
。
実
際
問
題
と
し
て
、
食

料
輸
出
国
が
自
国
の
国
民
を
飢
え
さ
せ
て
ま

こ
の
あ
と
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
・
ス
テ
イ
ッ
メ

ン
ト
文
書
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
引
き
続
い

て
「
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
・
国
民

の
参
加
」
に
つ
い
て
各
国
代
表
が
質
疑
を

行
っ
た
。

“
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で
食
料
輸
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
食
料
不
足
に
な
っ
た
と
き
に
食
料
生

産
基
盤
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
な
ら

ば
、
そ
う
簡
単
に
、
生
産
を
短
期
間
に
再
開

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

第
二
に
、
比
較
優
位
性
を
持
っ
た
生
産
物
を

全
く
待
た
な
い
、
最
貧
開
発
途
上
国
は
ど
の
よ

う
に
し
て
食
料
を
国
民
に
供
給
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
比
較
優
位
の
原
則
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の
問

題
が
解
決
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
的
確
な
鋭
い
質
問
を
講
師
陣
に
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ロ
バ
ー
ト
．
Ｊ
・
ク
レ
メ

ン
ッ
博
士
は
、

「
人
口
が
増
加
し
て
自
国
で
賄
え
な
い
国

は
輸
入
シ
フ
ト
を
敷
い
て
い
る
。
ご
質
問
の

趣
旨
は
概
念
と
し
て
は
判
る
。
輸
出
余
力
あ
る

国
の
生
産
が
落
ち
込
ん
だ
と
き
に
ど
こ
か
別
の

国
そ
の
不
足
分
を
補
う
国
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
問
題
は
各
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
で
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
自
覚
し
て
、
水
も
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
国
も
あ
る
」

ゲ
イ
ル
。
Ｄ
・
ネ
ス
博
士
は
、

「
比
較
優
位
の
問
題
は
、
農
産
品
を
含
め

生
態
系
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
た
問
題
で
は

二
日
目
の
二
十
六
日
は
、
午
前
七
時
半
か

ら
「
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
議

員
会
議
準
備
委
員
会
」
を
開
き
、
十
一
月
十

一
、
二
日
の
両
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
「
国
際

食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
」

な
い
。
そ
れ
は
、
政
策
の
問
題
で
あ
り
政
治

の
問
題
だ
。
例
え
ば
コ
メ
作
り
で
は
余
力
が

あ
る
か
ら
減
反
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
環

境
の
観
点
か
ら
コ
メ
作
り
を
見
直
し
、
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
中
で
対
応
し

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
」

と
答
え
た
。

注
目
さ
れ
た
の
は
、
中
国
代
表
が
「
中
国

十
一
月
十
一
曰
、
十
二
日
の
両
日
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
『
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・

開
発
議
員
会
議
』
開
催
を
決
定

「
自
国
で
供
給
で
き
る
」

Ｆ
中
国
代
表
が
自
信
の
発
言

準
備
委

を
各
地
域
議
員
に
呼
び
か
け
て
開
き
、
採
択

さ
れ
た
ス
テ
イ
ッ
メ
ン
ト
を
十
三
日
か
ら

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
「
世
界
食
料

サ
ミ
ッ
ト
」
に
持
ち
込
み
、
同
会
議
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

一・．傘：．⑰刈鈴戦副》

》・ロ一・・》．．『‐．。》‐叩》・》（咄・・》》
》守口。、‐印，□□□Ｈ》

一
一
一
幽
こ
の
あ
と
、
役
員
改
選
、
憲
章
見

一
蕊
一
直
し
、
新
規
加
盟
国
承
認
が
行
わ

守
叩
四
ｍ
・
価
錦

一
一
鍵
れ
、
桜
井
新
氏
（
日
本
・
衆
院
議
員

蕊
一
・
自
民
）
の
議
長
再
選
な
ど
、
別
項

（》》‐十ｍ。．。〉》

》
》
（
加
頁
）
の
よ
う
に
役
員
人
事
を
決
め

》
〈
た
。

一一一『‐』

は
人
口
が
多
い
が
、
自
分
の
国
で
食
べ
る
も

の
は
自
国
で
作
る
。
独
自
に
供
給
で
き
る
」

と
、
自
信
に
満
ち
た
発
言
を
し
た
こ
と
だ
っ

た
。

員

会

石



｢持続可能な食料安全保障への道」

午
前
九
時
か
ら
は
、
「
持
続
可
能

な
食
料
安
全
保
障
へ
の
道
」
と
題
す

る
ボ
ー
・
ト
ン
・
ヅ
ァ
ン
議
員
（
ベ

ト
ナ
ム
・
カ
ン
ト
ー
大
学
副
学
長
）

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。コメなど農産物を

国際自由貿易体制から除外を
ま
た
家
庭
・
地
域
・
国
レ
ベ
ル
で
の
食
料

備
蓄
、
土
地
の
利
用
権
に
も
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
農
民
が
作
る
作
物
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
、
市
場
に
対
応
し
、
適
切
な
農

法
を
築
き
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
土

地
利
用
法
が
開
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
各
国
及
び
地
域
レ
ベ
ル
で
の
食
料
モ

ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。

食
料
生
産
の
持
続
可
能
性
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
消
費
需
要
に
対
す
る
農
業
生
産
余

ヅ
ア
ン
議
員
は
、
市
場
経
済
に
お
け
る
需

給
シ
ス
テ
ム
へ
の
政
府
の
法
規
制
が
農
業
生

産
に
対
し
て
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
。

「
政
府
と
し
て
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す

る
た
め
に
、
取
り
う
る
方
策
は
限
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
二
○
二
五
年
に
は
八
○
億
人
に

も
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
増
え
続
け
る
人
口

が
必
要
と
す
る
食
料
需
要
を
、
乏
し
い
資
源

の
中
で
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

挑
戦
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
食
料
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、
世
界

の
食
料
生
産
は
毎
年
二
％
ず
つ
増
加
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
特
に
途
上
国
で
は
、
毎

年
三
％
ず
つ
の
増
加
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

力
が
あ
り
、
食
料
生
産
が
利
益
を
上
げ
う
る

間
に
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

食
料
生
産
の
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
な
が
ら

収
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
し
か
方
法
が
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
労
働
力
を
集
中
的
に

使
う
、
農
業
投
入
物
を
あ
ま
り
投
入
し
な
い

で
す
む
農
業
技
術
を
開
発
す
る
、
コ
メ
以
外

の
穀
物
の
生
産
増
加
、
家
畜
や
家
禽
を
人
間

の
食
料
と
し
て
つ
か
う
こ
と
の
で
き
る
飼
料

以
外
の
飼
料
で
、
飼
育
す
る
こ
と
な
ど
の
方

法
が
あ
る
。

淡
水
資
源
は
最
も
限
ら
れ
た
天
然
資
源
で

あ
る
。
持
続
可
能
な
食
料
生
産
を
果
た
す
た

め
に
は
水
の
適
正
な
利
用
が
重
要
に
な
る
。

そ
こ
で
、
濯
概
の
適
正
な
利
用
、
農
業
技
術

の
改
善
を
通
し
て
雨
水
を
効
率
的
に
利
用
た

と
え
ば
コ
メ
の
乾
地
播
種
法
が
必
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
土
地
及
び
水
質
の
劣
化
を
防
ぐ

た
め
の
農
薬
と
肥
料
の
総
合
的
管
理
、
高
収

量
品
種
、
多
様
な
土
地
条
件
に
適
合
し
た
病

害
虫
耐
性
を
持
つ
品
種
の
開
発
と
利
用
、
雑

草
管
理
の
技
術
開
発
と
収
穫
後
管
理
の
改
善

を
通
し
た
生
産
ロ
ス
の
減
少
な
ど
が
必
要
で
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第５回ＡＦＰＰＤ大会開く

「持続可能な食料安全保障
への道」について講演を行
うボー・トン・ヅアン議員

（カントー大学副学長、ベ
トナム）

農
業
生
産
に
対
す
る
支
援
と
し
て
最
も
議

論
の
対
象
と
な
る
の
は
農
民
へ
の
補
助
金
の
支

払
い
を
行
う
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

農
民
へ
の
農
業
補
助
金
は
米
国
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
一
般
的
で
も
途
上
国
に
お
い
て
は

あ
る
。

支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
農
業
生
産
性
を
あ
げ

る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
農
業
技
術
普

及
の
努
力
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
銀
行

か
ら
の
融
資
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
融
資
を
受
け
る
た
め
の
女
性
グ

ル
ー
プ
、
特
定
の
商
品
を
生
産
す
る
農
民
グ

ル
ー
プ
、
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
非
伝
統
的

な
指
導
者
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

市
場
及
び
価
格
政
策
の
分
野
に
関
し
て
言

え
ば
、
輸
出
市
場
の
構
造
と
公
正
な
貿
易
が

最
も
大
き
な
問
題
と
な
る
。
コ
メ
や
そ
の
他

農
産
物
を
国
際
自
由
貿
易
体
制
の
中
か
ら
除

外
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
体
制
の
も
と
で
は
先
進
国
の
補
助

金
を
受
け
た
農
家
が
不
公
正
に
有
利
と
な
っ

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
価
格
競
争
の
加
熱
は

環
境
に
対
し
て
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
を
農
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
市
場
で
の
需
要
に
応
じ
て
作
る
作
物
を

決
め
る
な
ど
、
情
報
を
得
た
う
え
で
の
選
択

を
農
民
が
行
う
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
農
業
協
同
組
合
・
農
民
組
合
な
ど

は
価
格
維
持
や
低
コ
ス
ト
で
の
生
産
量
の
増

大
を
果
た
す
際
に
農
民
に
と
っ
て
利
益
の
あ

る
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
ま
た
、

農
民
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
農
民
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
農
業
技
術
者
の
雇

用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
商
品
販
売
に
責
任
を
持
つ
部
署
を
作
る

な
ど
の
方
法
を
通
じ
て
農
業
生
産
の
運
営
・

管
理
の
改
善
に
役
に
立
つ
。
最
後
に
、
ヅ
ア

ン
教
授
は
、
国
会
議
員
や
立
法
者
は
、
持
続

可
能
な
食
料
生
産
を
可
能
に
す
る
た
め
に
こ

れ
ら
の
方
策
を
と
る
た
め
の
政
治
的
意
志
を

示
し
、
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

ま
た
、
ヅ
ァ
ン
議
員
は
「
米
価
は
立
法
府

で
考
え
、
価
格
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
コ
メ
の
増
産
に
は
水
問
題
が
出
て
く

る
が
、
資
源
が
減
る
な
か
で
も
つ
と
コ
メ
を

増
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
○
二
五
年

に
世
界
人
口
が
八
十
億
人
に
達
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
食
料
の
備
蓄
が
大
切
で
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
で
食
料
の
備
蓄
体
制
を
作
ろ
う
で
は

な
い
か
。
土
地
の
所
有
権
も
大
き
な
問
題

だ
。
使
用
権
の
解
決
が
大
切
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
っ
て
最
新
の
資
源

管
理
法
を
勉
強
し
よ
う
。
土
地
・
水
・
気
候

を
い
か
に
し
て
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
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安
く
コ
メ
が
買
え
れ
ば
作
ら
な
い
で
い
い
か

も
し
れ
な
い
ｌ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
れ

ば
、
い
つ
で
も
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
」

「
水
に
つ
い
て
は
、
雨
水
の
利
用
に
つ
い

て
科
学
者
に
訴
え
よ
う
。
殺
虫
剤
の
管
理
に

つ
い
て
も
留
意
す
べ
き
だ
。
耐
性
が
で
き
る

か
ら
だ
。
有
機
栽
培
は
土
地
の
劣
化
を
防

ぐ
。
家
畜
な
ど
の
堆
肥
を
使
う
こ
と
が
有
効

な
の
で
、
是
非
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。
水

田
に
カ
モ
・
ア
ヒ
ル
な
ど
を
入
れ
て
雑
草
を

と
ら
せ
た
り
、
稲
の
間
に
豆
を
作
る
と
か
工

夫
は
い
ろ
い
ろ
で
き
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
田
植
え
の
直
後
に

稲
の
十
セ
ン
チ
く
ら
い
下
の
根
の
と
こ
ろ
に

尿
素
の
錠
剤
を
二
錠
ず
つ
ア
プ
リ
ヶ
ー
タ
で

入
れ
る
こ
と
で
、
窒
素
が
失
わ
れ
る
の
を
防

ぎ
、
肥
料
の
使
用
量
が
半
分
に
減
っ
た
。
害

虫
を
減
ら
し
、
安
全
で
質
の
良
い
食
品
を
作

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
具
体
例
を
示
し
た
。

田
植
え
直
後
に
尿
素
の
錠
剤

を
イ
ネ
の
根
に

こ
の
あ
と
の
討
議
で
、
中
国
代
表
が
、

「
食
料
安
保
は
重
要
だ
。
中
国
は
人
口
が

巨
大
だ
か
ら
自
国
で
一
○
○
％
の
自
給
体
制

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
穀
物
は
国

家
の
重
大
政
策
で
農
業
法
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
土
地
の
一
割
が
可
耕
地
な
の
で
耕
地
法

も
制
定
し
、
農
業
生
産
の
投
入
を
増
や
し
、

研
究
開
発
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
。

特
別
な
タ
ネ
を
導
入
し
て
、
害
虫
の
つ
か

な
い
キ
ュ
ウ
リ
の
新
品
種
や
、
収
穫
ま
で
に

十
五
週
間
か
か
っ
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
改

良
し
七
週
間
に
短
縮
し
た
新
品
種
な
ど
を
開

キ
ュ
ウ
リ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

新
品
種
を
開
発

Ｆ
１
中
国
代
表
が
公
表

ヅ
ア
ン
博
士
は
、
「
豊
か
に
な
る
と
水
の

ネ
ル
テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
水
確
保
に
三
条
件
を

提
案

水
・
食
料
・
人
□

発
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
一
人
当
た
り
の
食
料

消
費
は
低
水
準
で
、
天
災
も
あ
り
、
六
百
万

人
が
十
分
な
食
料
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

中
国
政
府
は
、
こ
の
会
議
を
重
視
し
て
い

る
」
と
発
言
し
た
。

中
国
は
、
こ
の
大
会
に
十
七
人
の
代
表
団

を
派
遣
す
る
と
い
う
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。

使
用
量
が
増
え
る
。
一
日
の
消
費
量
は
貧
し

い
国
の
人
々
の
二
十
人
分
に
も
相
当
す
る
。

水
質
の
問
題
は
、
衛
生
概
念
の
な
い
と
こ

ろ
で
は
健
康
や
家
庭
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

午
後
二
時
か
ら
、
水
・
食
料
・
人

ロ
に
つ
い
て
ゲ
イ
ル
。
Ｄ
・
ネ
ス
博

士
と
ボ
ー
・
ト
ン
・
ヅ
ァ
ン
博
士
を

中
心
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
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第５回ＡＦＰＰＤ大会開く

ピ
タ
。
ラ
・
タ
ガ
ロ
ァ
議
員
（
西
サ
モ
ア
）

は
、
「
個
々
の
市
場
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
価

値
の
寄
せ
集
め
で
対
応
し
て
き
た
、
こ
れ
ま

ネ
ス
博
士
は
、
「
市
場
原
理
の
中
に
「
水
」

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
農
業
支
援
と

し
て
膨
大
な
費
用
が
水
の
供
給
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
水
を
無
償
か
ま
た
は

安
価
に
供
給
し
て
い
る
た
め
に
水
の
ム
ダ
使

い
が
あ
る
し
、
水
の
汚
染
の
コ
ス
ト
を
払
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
雪
や
雨
水
を
ダ
ム

を
作
っ
て
貯
水
し
た
り
、
寒
冷
地
の
雪
の
使

い
方
を
考
え
、
大
型
貯
水
池
を
作
る
な
ど
の

工
夫
が
大
切
だ
」
と
所
見
を
述
べ
た
。

す
。
健
全
な
生
活
、
持
続
可
能
な
農
業
開
発

の
た
め
に
、
①
森
林
伐
採
を
中
止
す
る
、
②

植
林
を
し
、
雨
水
を
貯
め
、
鉄
砲
水
を
防

ぐ
、
③
雨
水
の
利
用
技
術
を
開
発
す
る
」
こ

と
を
提
案
し
た
。

●
地
域
内
交
流
と
協
力

の
拡
大
が
重
要

●
雪
や
雨
水
の
利
用
を

で
の
人
間
開
発
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
人
間
開
発
は
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ

の
需
要
に
し
た
が
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
人
々
の
置
か
れ
て
い

る
社
会
・
文
化
的
な
状
況
を
ふ
く
む
包
括
的

な
理
解
を
考
慮
に
入
れ
、
行
な
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
西
サ
モ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
言
え

ば
、
食
料
の
摂
取
状
況
は
途
上
国
の
中
で
中
か

ら
上
の
領
域
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

の
食
料
は
現
地
で
供
給
可
能
で
あ
っ
た
。
農
産

物
の
九
○
％
は
輸
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
増
加
は
食
料
安
全
保
障
を
脅
か
し
て

い
る
。
途
上
国
と
し
て
は
人
間
資
源
開
発
の
現

状
は
相
対
的
に
良
好
で
あ
る
が
、
西
サ
モ
ア
は
、

低
所
得
食
料
不
足
国
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
八
月
に
採
択
さ
れ
た
「
太
平
洋
地

域
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
議
員
会

議
」
の
宣
言
は
有
益
な
方
向
性
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
宣
言
文
に
は
過
去
前
例
を
見
な
い

南
太
平
洋
地
域
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
て
く

る
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
が
太
平
洋
地
域
で
食
料
安
全

保
障
を
脅
か
す
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
持
続
可
能
な
程
度
の
人
口
増
加
と
開
発

を
実
現
す
る
た
め
に
は
政
策
、
立
法
、
そ
の

施
行
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
各
国

は
一
連
の
国
連
会
議
で
の
行
動
計
画
を
実
現

す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
自
信
と
自

助
努
力
、
開
発
パ
タ
ー
ン
に
対
す
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
内
交
流
と

協
力
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
」
と
、
域
内
交

流
と
協
力
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
ッ
ド
・
ザ
フ
ァ
ー
ル
・
ア
リ

・
シ
ャ
ー
議
員
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
は
、
「
パ
キ

ス
タ
ン
は
世
界
最
大
の
灌
概
網
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
運
営
管
理
の
制
度
的
な
弱
さ

が
誤
っ
た
管
理
や
灌
概
用
水
の
浪
費
を
招

き
、
そ
の
利
用
は
非
効
率
な
ま
ま
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
に
は
極
度
の
食
料
欠
乏
は
な
い

が
、
主
要
穀
物
の
輸
入
は
増
加
し
、
高
い
人

口
増
加
率
が
続
い
て
お
り
、
将
来
の
食
料
安

全
保
障
に
懸
念
が
残
る
。
貧
困
の
減
少
と
、

人
口
増
加
に
よ
っ
て
農
業
生
産
物
に
対
す
る

需
要
は
増
加
し
て
い
る
が
、
耕
作
可
能
な
土

地
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
利
用
し
尽
く
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
的
な
機
関
を
通

し
て
画
期
的
な
、
環
境
保
護
的
な
技
術
を
探

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
自
国
の
実

情
を
述
べ
た
。
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１
１
１
１

ＡＦＰＰＤ新役員
（1997年-1999年）

･議長

桜井新議員（日本）
･事務総長
プラソップ･ラタナコーン議員

（タイ）

・副議長

ハオ・イ・チュン議員（中国）

アペンシア・クリサキレ議員
（フィジー）

ウルミラ・パテル議員（インド）

コリン・ホリス議員
（オーストラリア）

・財務
グエン・ティ・タン議員

（ベトナム）

・副事務総長
イブラヒム・アリ議員

（マレーシア）

注：５人目の副議長と女性委員会委員長
に関しては後日検討して充当。

＝蝋蕊ZｒＩｉム
リ
ン
バ
議
員
は
、
ヨ
ァ
フ
リ
ヵ
・
中
東

議
連
』
は
、
で
き
れ
ば
来
年
の
一
月
ご
ろ

さ
ら
に
四
ヵ
国
が
参
加
を
表
明
し
て
閉
会

●
司
北
」
は
挫
里
賀
の
目
告
県
し
を

最
終
曰
の
二
十
七
日
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
各
国
の
状

況
と
、
会
員
活
動
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
か
カ
イ
ロ
で
第
一
回
大
会
を

開
催
し
た
い
。
ご
協
力
に
感
謝
し
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
貧
困
か
ら
の
解
放
に
努
力
す
る

が
、
労
働
に
値
す
る
所
得
が
得
ら
れ
る
よ
う

「
北
」
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
同
時
に
「
北
」

は
消
費
の
見
直
し
に
も
刀
を
注
い
で
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

戦
渦
の
傷
が
痛
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
「
帰

●
地
雷
除
去
に
協
力
を

曰本からの参加者
桜井新（ＡＦＰＰＤ議長・衆議院

議員）

太田豊秋（参議院議員）
広瀬次雄（財団法人アジア人口・開

発協会常務理事／事務局
長）

楠本修（財団法人アジア人口・開
発協会主任研究員）

北畑晴代（財団法人アジア人口・開
発協会国際課長）｛

国
直
後
に
国
内
委
員
会
を
作
り
た
い
。
国
会

会
期
中
に
立
ち
上
げ
る
べ
く
努
力
す
る
。
地

雷
の
敷
設
で
耕
作
で
き
ず
、
困
り
果
て
て
い

る
の
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
地
雷
除
去
に
支
援
と

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
窮
状
を
訴
え
た
。

モ
ン
ゴ
ル
は
、
「
第
三
次
民
主
政
権
が
で

き
た
の
で
国
内
委
昌
云
云
を
開
き
た
い
。
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
と
の
交
流
を
深
め
た
い
の
で
、

調
査
団
を
派
遣
し
て
、
現
状
を
見
て
ほ
し
い
」
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
「
会
員
国
と
し
て
登

録
し
て
い
な
い
の
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
中
で
社
会

開
発
問
題
を
担
当
し
て
お
り
、
議
員
の
解
釈

は
個
人
、
と
い
う
資
格
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
国
内
委
員
会
に
つ
い
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
憲
章
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
実
態

を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

か
ら
「
個
人
会
員
は
認
め
て
い
な
い
の
で
、
国

内
委
員
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
た
。

ラ
オ
ス
は
、
「
来
年
、
委
員
国
に
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
」
と
加
盟
国
参
加
に
意
欲
を

示
し
た
。

霞蕊

午
後
四
時
に
一
切
の
議
事
を
終

え
、
実
り
あ
る
成
果
を
収
め
て
閉
会

し
た
。
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第５回ＡＦＰＰＤ大会開く<資料１＞

<資料１＞

ｌアジア・太平洋の地域は、世界人口の約６割を占める人口と豊かな文化・伝統・宗教

的多様性を持っている。この、アジア・太平洋地域29か国の国会議員が1996年９月25日か

ら27日オーストラリアのキャンベラで開かれた第５回人口と開発に関するアジア議員

フォーラム大会に集い、食料安全保障と人口について、以下のステイツメントを行う』。

前文

２今世紀において、我々人類は、かつてない規模の人口増加を経験した。現在、地球規

模での、地域、各国における多大の努力によって、その増加率は減少しているものの、絶

対数ではかってない規模の人口増加が引き続いて起こっている。この人口は巨大な食料需

要を生み、脆弱な島喚国の生態系を含む地球環境システムに対して強い圧迫を与えている。

３私たちは、今、かつて無限であると見なされていた母なる地球を有限の唯一無二の世

界として認識しなければならない。人類の科学・技術の進歩がいかに果たされたとして

も、この母なる地球の限界を越えて私たちは生きることはできない。私たちは、この地球

という閉じた世界の上で運命共同体であり、この宿命を逃れることはできず、この地球上

で持続的に生存する道を探らなければならないのである。

４私たちは食料安全保障が世界の安全保障であることを認識しなければならない。食料安

全保障は人々の幸福な生活を脅かすばかりでなく、社会的安定および地域と世界の安全保障を

脅かす。従って、食料安全保障はすべての国そして国際社会にとって決定的に重要である。

５今世紀において人類は、科学・技術の進歩と特に緑の革命の成功によって歴史上かつ

てない食料の増産を達成した。その結果、食料生産の伸びは人口増加率をも上回ってき

た。この状況に変化の兆しがある。未開拓の可耕地は、もはやわずかしか残されていな

い。そして淡水資源の逼迫は曰を追って強まっている。さらに、塩害、酸性土壌による被

害、過収穫、化学肥料、農薬の過剰投入などによって土壌の健全性は喪失し、限界生産力

は低下を始めている。無限に見えた海洋資源もその限界が見えてきており、収穫の低下を

引き起こし、これまで人間の過った活動すべてを受け入れていた私たちの地球は、環境悪

化という形で、その限界を示している。

６これまでの世界の食料需要に関する予測は、しばしば限られた専門家の手によってな
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されてきたものである。予測をより正確なものとするために、すべての国に対して自国の

人口扶養力を推計することを勧告する。それは、さまざまな機関から集まった多分野の科

学者や公務員による学際的な専門家グループによってなされるべきである。国会議員には

さまざまな意見を収集し聞く責任と能力がある。

７世界の食料と人口増加に関する需給予測は、短期的には楽観的になりうるものの、長

期的には悲観的な見方をとらざるを得ない。この、厳しい現状認識に基づいて私たちは、

未来の世代にこの母なる地球を責任をもって渡すための努力を今行わなければならないの

である。そこで私たちは、ｌ）人口増加と食料生産、２）食料生産と環境、３）農村開発

（コミュニティーデベロップメント）について申し入れを行う。

人ロ増加と食料生産

８人口増加低減に対する努力を行っても、なお人口の絶対数はかってない増加を示して

いる。この人口増加は巨大な食料需要を生む。人口増加を可能な限り抑制することが、人

類が地球上で生きていく上での最も基本的かつ不可欠な対策となる。さらに、（環境〕負

荷を軽減し、持続可能な食料生産を行うために、環境と調和的な農業開発を行う必要がある。

９国会議員として、国際人口開発議員会議カイロ宣言、国際人口社会開発議員会議コペ

ンハーゲン宣言、国際女性人口開発議員会議東京宣言を再確認し、国会議員としてこれら

の問題にコミットしていく。カイロの文書に盛り込まれた思想は、プライマリー・ヘルス

ケア、家族計画、リプロダクテイブ・ヘルスサービス、そして初等教育の大幅な拡充を呼

びかけている。このことは、女性と女児および開発から置きざりにされた農村地域におい

て決定的な重要性を持っている。各国政府並びに国際社会に対してこれらの活動のための

資金および資源を増加させることは国会議員の重要な役割であると確信する。

食料生産と環境

１０過去半世紀以上に亙って、食料供給の伸びは人口増加率を上回っていた。社会・技術

的発展および農業政策は「緑の革命」を生みだした。この過去の成功は重要であるが、そ

の成功はまた、食料安全保障に対して誤った感覚を与えてしまった。また、これまで、食

料生産に成功してきたにも拘らず、地球的、国家的、コミュニティー内、家庭内の食料分

配の問題、持続的な将来の食料生産の増加、環境保護を達成しうるような持続可能な農業

開発をいかに果たすかという問題が残されている。

１１政府と国会議員は世界貿易機構（ＷＴＯ）合意を含むすべての国際的な協定が各国の

農業生産にどのような影響を与えるのか検証するべきである。同様に、地域内特恵の貿易

ルールもまた食料生産と価格構造に必ず何らかの悪影響を与える。先進国によって途上国
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第５回ＡＦＰＰＤ大会開く<資料１〉

の余剰農産物輸出が阻害される場合がある。従って、各国政府は、国際協定が他国への農

業輸出にどのような影響を与えることになるのか、細かく検証することが必要である。国
際条約や協定を結ぶ前に、当事国政府はその合意に含まれる条件が農業や環境に対して悪
い影響を与えないか検証する必要がある。

１２世界食料サミットで討議される「食料生産」の持つ重要性を理解している。しかし、

同時に、特に最も不利な立場にある共同体および個人生産者が食料の獲得手段と利用を可

能にするという課題も重点的に扱うべきである。農村および都市貧困者は必要な食料を確

保し、生きていけるようにならなければならない。食料や森林資源の生産者、特に女性

は、土地や金融、適切な技術などの生産手段を利用できなければならない。農村金融、小

規模灌概、農業改良・普及など、すでに知られている方法を普及させることで食料増産を

図るための努力を行わなければならない。これらの方法はよく知られた方法でありなが

ら、小規模生産者によるその活用は十分ではない。

１３食料生産を行っている現在の農業には環境悪化をもたらす部分が見受けられ、持続可

能ではない。例えば、世界の水資源に関する需要は人口増加の２倍のスピードで伸びてお

り、科学物質による汚染を含む水の問題、森林破壊と過剰な利用による土壌劣化、灌概地

域による塩害、地下水位の低下などを含む多くの問題をひき起こしている。環境悪化を抑

制し、地下水管理の改善、より持続可能な農業を発展させるために更なる努力を行わなけ
ればならない。

１４農林水産業・工業・サービス業など経済分野別に環境による制約は大きく異なる。農

林水産業は士地面積、土壌、地下水位、気候など物理的および環境から制約を直接的かつ最も
大きく受ける。この点で、他の産業と異なり環境条件を十分に考慮に入れた、持続的な開発が

最も重要となる。また、適切に管理された農林業生産は環境維持に貢献することができる。

１５もし農林水産業などの第一次生産の体系が崩壊したならば、人類の生存はありえな

い。現在のところ、多くの第一次生産は環境破壊的であり、持続可能ではない。このよう

なプロセスを環境保護と持続可能な開発の観点から全面的に見直し、産業分野別に公正で
より合理的な経済・貿易システムを構築する。

１６地球レベルでの食料安全保障を確実なものとするために地域間および国際協力を拡大

し、各国はそれぞれの環境条件と文化的伝統に基づく食料生産を奨励する。有限な地球環
境を守る上で必要不可欠となる貿易システムを構築するための、より合理的な経済政策を
立案できるようにする。その貿易システムを構築することは、有限な地球環境を守り人口
問題を解決に導く上で不可欠である。
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１７天災や人災などの緊急事態に対応する食料救援を食料安全保障国際協力の一環として

組み込む。食料輸入国と輸出国の相互協力と協調関係を強化することで、地域内、地域

間、地球レベルでの食料安全保障を構築する。そして食料を脅迫やいかなる搾取のための

手段としても使わないようにする。

１８これまで確立された方法による農業研究一途上国や国際機関で行われている農業

研究、特に各地域に適応するための研究や、参加型の研究一を支援する。これまでな

されてきたこれらの研究は、社会・経済的に見て非常に利益の多いものであった。さら

に、環境保護を導く税の体系を構築するよう政策研究を行う。さらに、環境の価値を経済

的活動の中に反映させ、このようなシステムによる収益を環境保全に向け、環境保護が、

途上国にとって利益となるような制度を構築する。

農村開発（コミュニティー・デベロップメント）

１９食料、水資源の確保および環境保護に大きな役割を担ってきた、農村コミュニティー

は近代化の過程にあり、人口増加の結果として生じる圧力にさらされている。人口増加の

圧力と共に人口の都市への移動が起こり、都市周辺社会における治安、都市環境問題の悪

化、耕作適地の減少などが進行している。

２０人口増加と人口移動に伴い、農村コミュニティーが担ってきた食料生産、国士保全、

環境維持の機能が脆弱化している。人口増加の抑制と環境と調和的な食料生産を実現する

ために農村開発を行うことが急務である。

２１政府は地方生産者にインセンティブをあたえ、コミュニティーが自分の利益を図るた

めの組織化を行うための適切な法的枠組みを形成するべきである。法、そしてメディアそ

れぞれに地方の人々、特に女性に焦点を当てて、そのエンパワーメントを促進するよう注

意を払うべきである。いかなるコミュニティー・デベロップメントも女性の人間資源開発を十

分に行いその力を開発プロセスの中に有機的に統合することなく達成することはできない。

２２多くの社会で農民は十分な社会的・経済的な力を持たず、各国の政策は農民にとって

身近なものと感じられないでいる。－部先進国の農民は大きな力を持っているが、多くの

場合、その力を根本的な変革の阻止に使っている。すべての農民の力を特に教育およびト

レーニングを通じて経済・社会・政治的に有意義に使うべきである。

２３国際人口開発会議行動計画で定義された意味における家族計画と性行動に関する健康

を含むリプロダクテイブ・ヘルス・サービスを利用できるようにすることで農村地域およ

び農業共同体におけるリプロダクテイブ・ライツを確保する。
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２４人口分布の適性化を行い、活力ある地域開発、特に安全な水、電気など基本的な生活
環境を整えることで、中小都市の開発を行う。地方の中小都市の開発を十分に行うこと
は、大都市への過度の集中を防ぎ、環境と調和的な農村の開発を促進するであろう。

２５人口、持続的な食料生産、環境保護、社会開発は相互補強的かつ相互依存的な関係に
ある。これらの分野の問題解決を成功させ、速やかに実施するためには包括的かつ学際的
な取り組みと、公的専門諸機関の連携が必要である。

２６問題に取り組み、適切な対応策をとるためには、食料不足と栄養不足にあえいでいる

人の参加が必要であり、世界食料サミットにおいては食料安全保障、人口プログラムの改
善を行う上でどのような参加型のアプローチをとるべきであるか検討するべきである。女
性および女児の教育の向上および社会参加は、リプロダクテイブ・ヘルスにおける選択権
のみならず金融制度の利用、農業技術、栄養資源の利用の拡大をもたらし、コミュニ

ティーにおける（女性の）意思決定を容易にする。

２７これまでの国会議員会議で決議されてきたように、これらの問題の解決には平和と、

参加、協力と学際的なアプローチが不可欠かつ喫緊の課題である。私たち、アジア・太平
洋地域の国会議員は、共に働き、共通に直面している課題を解決に導くことによっての

み、人類の未来を築き上げうることを再確認し、私たちの決意の現れとして、このステイ

ツメントを提出する。私たちは国際社会にたいして、最近の主要な国際会議の成果を一貫

した行動を通して実現するよう強く要請する。さらに、国際社会にたいしてAFPPDや

そのほかの人口・開発議員連盟を含む、人口・開発に関するすべての国際機関、組織、活

動にたいして密接に連携して活動するための努力を行うよう強く要請する。

LＬ この宣言は1996年５月２日にクアラルンプールで採択された「食料安全保障と
人口に関するAFPPD特別運営委員会の宣言」と、1996年８月14日にフィ

ジーのコーラル・コーストで採択された太平洋地域議員会議の「食料安全保障
・人口・開発宣言」を基にしたものである。
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lWeParliamentariansfiPom29coumriesoftheAsiaandPacificregion,hometo

approximate1y60percemoftheworld1spopulationandarichcultural,traditionalandreligious
diversity,attendingtheFifthGeneralConferenceoftheAsianFommofParliamemarianson

PopulationandDevelopmem(AFPPD)inCanberra,Australia,fiom25to27Septemberl996，
presemthefbllowingstatementonfbodsecurityandpopulationl／

ＰＲＥＡＩｖ田ＬＥ

ｚ１ｎｔｈｉｓｃｅｍｕｌｙ,humankindhasexperiencedanunprecedemedscaleofpopulation

growthWhiletherateofpopulationgrowthhasdeclinedduetoconsiderableeHbrts,both
nationalandintemational,numbersofpeopleinabsolutetermscontinuetoincreaseatanalarming

rateleadingtolargeincreasesinfbodconsumptionandpowerfhlpressuresontheglobal
environment,includingthefiFagileecosystemsofislandnations．

3．Wemustrecognizethatmotherearth,toolongtakenfbrgrantedashavinginnmte

resources,isindeedaumqUeandpreciousplanet・Nodegreeofscientificandtechnological

progresswillenableustolivebeyondthelimitsofmotherearthWearepartofasingle
community,destinedtoshareacommonfiute,withintheconfinesofthefiniteandtheclosed
systemofourplanet・WecannotescapefiFomthisrealityandmustfindwaystoensureour
survivalinasustainablemanner．

４Ｗｅmustalsorecognizethatfbodsecurityiswoddsecuritylthasadirectbearing

noton1yonpeople1swell-beingbutalsoonsocialstability,regionalandworldpeaceFood
security,therefbre,isvitallyimportanttoallcountriesandtotheintemationalcommunitｙａｓａ
ｗｈｏｌｅ

alnthiscentury,wehaveoverallachievedahighdegJCeofincreasesinfbodproduction
duetotheprogressofscienceandtechnologyingeneralandtothesuccessoftheGreen
Revolutionmparticular，Asaresult，therateoffbodproductionhasexceededthatofthe
populationincreaseHowever,therearesignsthatthismaybechangingTherearegoingtobe
limitationstotheavailabilityofnewcultivablelan｡,andtheshortageoffiPeshwaterresourcesis

1／ThisstatememtakesimoaccounttheAFPPDExecutiveCommitteeStatementonFood

SecurityandPopulationaｄｏｐｔｅｄｉｎＫｕａｌａＬｕｍｐｕｒｏｎＺＭａｙｌ９ｇ６ａndtheStatementof
ParliamemtanansonFoodSecurity,PopulationandDevelopmentadoptedatthePacificRegional
MeetingofParliamentariansinCoralCoast,Fiji,onl4Augustl996．
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asenousconcemwhichappearstobeworseningevelyday・Furthermoraduetosaltandacidic

damage,０Ｖ酢croppingandexcessiveuseofchemicalfertilizersandpesticides,thesouhaslostits
integnty9causingmalgjnalproductivitytodeclineWearealsobeingremindedthatthemaritime
resources,ｗｈichinthepastseemedinfinite，areindeedfinite,resultingindecliningharvest
Theearth,whichseemedtohavetoleratedourmisbehaviourinthepast,istellingusofitslimits
throughenvironmentaldeterioration

GnisalsoimportanttorecognizethatglobalprOjectionsonresourceavailabilityaretoo
oftenmadebynarrowgroupsofspecialists・Asawayofensuringbalancedandrealistic

prOjectionsfbrthefhture,allcountriesshouldmaketheirownassessmentsoftheircarrying
capacityThisshouldbedonebyinterdisciplinarygroups,includingsciemistsfi｢omdifIbrent
disciplinesandgovernmemofficialsfromdifIbrentspecializedagencies､Parliamentarianshave

bothspecialresponsibilitiesandspecialcapacitiestobringtogetherandlistentothesedivergent
vlews．

７Whileprqjectionsofglobaldemandandsupplyoffbodandpopulationgrowthgive
uscausefbroptimismintheshortterm,thereiscausefbrpessimismoverthelongtermBefbre

thisstarkreality,wemustbeginou「eflbrtsnowtoensurethatwehandovertheplanetina
responsiblemannertothefUturegenerationWe,thercfbraofYerthefbllowingstatementwith
regardtol)popuIationgmwthandfbodproducti０，，２)fbodproductionandenvironmentand3）
communitydevelopment．

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮＧＲＯＷＴＨＡＮＤＦＯＯＤＰＲＯＤＵＣＴIＯＮ

sDespiteourcommitmentandeffbrtstoreducetherateofpopulationincrease,its

numbersinabsolutetermscominuetoincreaseThisimpliesacontinuedgrowthinthedemand

fbrfbod・ThusmeasurestoUmitpopulationincrcaseasmuchaspossibleareessentialifhumamty
istocontinuetosurviveontheplanetFulthermore,mordertodimimshtheloadandtoensure

sustainablefbodproductionwemustdevelopagriculmrethatisinharmonywiththeenvironmem．

，．AsparliamentarianswestandconⅡnittedtothepopulationcausebyreaffirnnngthe
CairoDeclarationofthelnternationaIConfbrenceofParliamentariansonPopulationand
Development5theCopenhagenStatementofthelmemationalMeetingofParhamentarianson

PopulationandSocialDevelopmentandtheTokyoDeclarationofthelntemationalMeetingof
PalliamentaliansonGender,PopulationandDevelopmem・ThevisiondescribedatCairocallsfbr

substantialinc1℃asesmresour℃esfbrprimaryhealthcare,familyplanningandreproductivehealth
servlces,andprimaryeducationThisisespeciallycriticalfbrwomenandgirls,andfbrthose

livinginmralareas,whoareoftenleftbehifldindevelopmemeffbrts・Webelieveitisimportant
fbrparliamentarianstoencouragetheinternationalcommunityandtheirowngovemmemsto
increaseresourcesfbrtheseactivities．

２７



FＯＯＤＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮＡＮＤＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ

1０Formorethanahalfacentuly,worldfbodoutputhasincreasedmorerapidlythan

populationgrowth、Socialandtechnologicaldevelopmentsandagriculturalpolicieshave
producedsignificantgr巳enl己volutionsThesepastsuccessesareimportant,buttheycanalsogive
afhlsesenseofsecurity・Evenwithpastsuccessesinoutput,thereremainimportantdistribution

problemsglobally,nationallyandwithincommunitiesandhouseholdslnensuringfUtureincreases
infbodoutput,wemustkeepinfbcustheneedfbrenvironmentalprotection,soastoassurethat
agriculturaldevelopmentissusta、able．

1１．Govemmentsandparliamentaliansshouldexamineiptemationalagreements,including
thosewiththeWorldTradeOrganization(WTO),andseehowsuchagreementswillaffbct

agnculturalproductionmtheircountriesSimilarly,prefbrentialtradeagreementsmadebetween
groupsofcountriesmayalsonegativelyafIbctagriculturalproductionandpricestructures・
DevelopedcountriesmayoftenmakeitdiflicultfbrdeveIopingcountriestoexporttheirexcess
agriculturalproductionGovernmentswouldthe妃fbredowelltoclOselyexammetheimpactof
internationalagreementsonagriculturalexports、Befbresigningconventions/agreements,the

govemmentsshouldseetoitthattheconditionsimposedbysuchagreeｍｅｍｓｄｏｎｏtadversely
affbctagricultureandtheenvironmeminthecountnesconceme。

1２WerecognizetheimportanceoffbodpmductionwhichwillbethefbcusattheWorld
FoodSummit、Equalemphasisshouldbeplacedonissuesoffbodaccessanduse,especially
amongstthemostdisadvantagedcommunitiesandindividualproducers・Theruralandurbanpoor
musthaveaccesstosuflicientfbodfbrsustamablelivelihoodRuralproducersOffbodandfbrest

resources,especiallywomen,musthaveownershipofproductiveassetssuchaslandandhave
accesstocreditandappropriatetechnologiesCominuedefYbrtsshouldbemadetoincreasefbod
productionthroughprocessesalreadywellknown,suchasincreasedruralcredit,small-scale
ilTihationschemcsandagriculturalexpelimentationandextensionsewicesThesearcwellknown
andwellunderstoodprocesses，whichalltoooftenarenotsufTicientlyprovidedtosmall
producers．

1３．Inthecontextoffbodproduction,therearemanysignalsthatcurrentagricultural

processesareenvironmentallydestructiveandthusarenotsustainableForexample,theworld
demandfbrwaterisincreasingtwiceasfastaspopulationgrowth，andthereisahostof

water-relatedproblemsthatneedaddressing,includingpollutionofaquifbrsbychemicals,soil
erosioninsteeplandscausedbydefbrestationandintensiveagriculture,salinisationofirTigated
alcas,andrecedingwatertables,amongmanyothers、Greatereffbrtmustbemade,therefbre,to
reduceenvlronmentaldegradation,improveground-watermanagement,anddevelopamore
sustainableagriculture．

1４．Enviromnentallimitationvaliesbyeconomicsector,Whetheritisagriculture,fbrestry
orfisheries,ormanufhcturingorservlcesAgro-fbrestry-fisheryindustriesaledirectlyimpacted
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byphysicalandenvironmentallimitationssuchasavailabilityofcroplan｡,conditionsofsoil,level
ofwatertablesandclimatelnthisrega【｡,unUkeotherindustrialsectors,itismostimportamthat
apattemofsustainableagricultureisdevelopedtakingintofhllconsiderationenvironmental

parameters、Ontheotherhand，properlymanagedagricultureandfbrestryproductioncan
contributetothepreservationoftheenvironment．

1５．AsPalliamentalians,weacknowledgethatnoactivitywillensureoursurvivalifthere

wereacollapseofthesystemofprimalyproduction-agm-fbrestry-hsheries・Manyoftheprimary
productiveprocessesweengageintodayareenvironmentallydestnlctiveandnotsustainable

Hence,allsuchprocessesmustbelCviewedけomtheperspectiveofenvironmentalpreservation
andsustainabledevelopmemsoastobuildafhirandreasonableeconomicandtradingsystemfbr
eachsectionofproduction．

16.Ｗｅｈａｖｅｔｏｅｎｓｕｒｅｆｂｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙａｔｔｈegloballevelbyexpandingregionaland
internationalco-operation，whileencouragingeachnationtoproducefbodbasedonits
environmentalconditionsandculmraltraditionsEqually,weneedtofindwaystofbrmulatemore

rationaleconomicpoliciesthatwiUhelptobuildaglobaltradmgsystemessentialtopreservingthe
finiteglobalenvironmentandaddressingpopulationconcems．

1７．Foodreliefattimesofnaturalandman-madedisastersandemergenciesrequires
regionalandglobalco-operationlnordertobuildafbodsecuritysystemattheregional，

inter-regionalandgloballevelsbasedonmutualco-operation，itisimportanttoexpand
co-operativerelationsbetweenfbodimportingandexportingcountnesandtoensurethatfbod

isnotusedasafbrmofthreatoranymeansofexploitation

1８AnotherareaofconcemistheneedtocominuesupportingeStablishedagricultural
research，particularlyadaptiveandparticipatoryresearch,throughinternationalandnational

instimtions,especiaUyindevelopingcountnes,whichhasproducedsuchhigheconomicandsocial

retumsmthepastInaddition,itisnecessarytopromotenewfbrmsofinterdisciplinarypolicy
researchfbrthepurposeofbuildingataxsystemthatprovidesincentivestoprotectthe
environment,takingintoaccountthevalueandcostofenvironmentaIprotectionineconomic
activity．

COIImⅦUNITYＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

1９．Themralcommunity,whichhasplayedalargeroleinensuringfbodandwater

resourcesandpreservingtheenvlronmentintheprocessofmodemization,isunderstressasa

resultofpopulationgrowthAccompanyingthestressisthepopulationexodusfiPomfhrming
communitiestothecity,underminingpublicsafetyandcausingenvironmentaldegradationof
urbancommunitiesandadecreaseinlandfbrcultivation．

Asaresultofthepopulationpressureandmobility，ｔｈｅｃａｐａｃｉｔｙｏｆｔｈｅｆａｒｍ２０．
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commumtytoproducefbod,managelandandpreservetheenvironmemisbeingerodedThere

isanurgentneedfbrcommunitydevelopmenttocurbpopulationgrowthandrealizefbod

productioninharmonywiththeenvironment

2LGovemmemsshoulddevelopappropriatelegislative廿ameworkstoprovideincemives

tolocalproducerssoastoenablecommumtiestoorganizethemselvesfbrtheirowninterestsand

benefitsAttentionshouldbepaidtosuchthingsasanindependentjudiciaIyandmediato

promotetheempowermentoflocalpeoplewithparticularemphasisonwomenNocommunity

developmentcanberealizedwithoutdeveIopingwomenshumanresourcesandpotentialand

integratingthemfilllyintothedevelopmentprocess．

2２Werecognizethatinmanysocietiesfhrmerslackeconomic,poUticalandsocialpower，

andaresubjecttofbrcesoftheelementsanddecisionsbyremotegovemmemsWhileinsome

developedsocietiesfillmersdoexerciseconsiderablepoweEoftentoresistfimdamentalchanges，

thisisnotsoindevelopingcountlies・Effbrtsmustbemadetoenableallfhlmerstoexercise

meaningfUleconomic,politicalandsocialpower,especiallythrougheducationandtraining

23.Communitydevelopmentalsomeanstheneedtopromoteandensurereproductive

rightsbymakingavailablereproductivehealthservices,includingfilmilyplanningandsexual
health,asdennedintheProgrammeofActionofthelntemationalConfbrenceonPopulationand

Development(ICPD),toallmralareasandfaImcommunities．

2４Developmentofsmallandmediumtowns,withanemphasisonprovidingsuchbasic

amenitiesassafbwaterandelectricity,assistsinoptimismgpopulationdistributionandbuUding

viablecommunitiesSuchdevelopmentmayhelptopreventover-concentrationofpopulationin

largecitiesandencouragedevelopmentoffhrmcommunitiesinharmonywiththeenvlronment．

25.Population，sustainablefbodproduction，environmentalprotectionandsocial

developmemaremutuallyreinfbrcingandinter-dependemvariables・Successintheseareas
r℃qulresacomprehensiveandimerdisciplinaryapproachwhichmustlinkspecializedagenciesof
governmentandbeexpeditiouslyimplemented

26.Peopleatriskmustbeinvolvedinidentifyingappropriateactionstoaddressfbod

msecurityandmalnutritionTheWorldFoodSummit,therefbre,shouldexaminecasesinwhich
popularparticipationhassucceededinimprovingfbodsecurityandpopulationprogrammes・
Improvingwomensandgirlseducationandenhancingtheirparticipationinallaspectsofsociety
anddevelopmemwillfhcUitateimprovememsmwomensrolesindecisionmaking,concemlngnot
onlytheirreproductivehealthchoicesbutalsotheiracｃｅｓｓｔｏａｎｄｕｓｅｏｆｃｒｅｄｉｔ,agricultural
technologyandnutritionalresources．

CＯｍｌｎＴＭＥＮＴＴＯＣＯＬＬＥＣＴＩＶＥＡＣＴＩＯＮ

Asstatedintheresolutionsadoptedatpastmeetingsofparliamentarians，peace，27.
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participation,co-ordinationandanimerdisciplinalyapproachareessentialtosolvingproblemsof
fbodsecurityandpopulationWePalliamentariansfiPomtheAsiaandPacificregionofferthis
statementastestimonytoourfirmcommitmentfbracollectivefilture,byreaffirmingthattheonly
waytomeetthesecommonchallengesliesinworkingtogether,Wetherefbrestronglyurgethe
intemationalcommumtytohonourthecommitmentsitmadeattherecentmajorinternational
confbrencesandtotranslatethesecommitmentsintoconcreteactions・Wefilrtherurgethe
intemationalcommunitytomakeeve『yeffbrttomaintainaclosewolkingrelationshipwithall
agenciesandoIganizationsactiveinthepopulationanddevelopmentfield,includingtheAsian
FonⅡnofPalliamemtaliansonPopulationandDevelopmentanditsfellowpalliamentariangroups．
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且ヤンベラ宣言文書委員会ﾉート

「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
」
は
本
年
五
月
に
マ

レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
食
料
安
全
保
障
と
人
口
に
関
す
る
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
特
別
運
営
委
員
会
の
「
食
料
安
全
保

●

障
と
人
口
に
関
す
る
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣

言
」
と
本
年
八
月
フ
ィ
ジ
ー
で
開
か
れ
た
人

口
と
開
発
に
関
す
る
太
平
洋
地
域
議
員
会
議

の
「
太
平
洋
地
域
・
食
料
安
全
保
障
・
人
口

・
開
発
宣
言
」
を
基
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

本
年
二
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
マ
ニ
ラ
で
開

か
れ
た
運
営
委
員
会
の
決
定
に
従
い
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
本
年
の
活
動
の
主
題
を
「
食
料
安
全

保
障
と
人
口
問
題
」
と
し
、
地
域
会
議
や
各
国

セ
ミ
ナ
ー
が
準
備
さ
れ
、
ア
ジ
ア
全
域
で
「
食

料
安
全
保
障
と
人
口
問
題
」
に
対
す
る
取
り

組
み
と
、
意
見
の
醸
成
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
で
も
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言

は
、
本
年
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る

「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向
け
て
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
準
備
会
議
で
あ
る
、
「
第
二
十

三
回
食
糧
農
業
機
構
ア
ジ
ア
。
太
平
洋
地
域
総

会
」
に
提
出
す
る
た
め
に
、
特
別
運
営
委
員
会

で
検
討
が
行
わ
れ
、
採
択
し
た
宣
言
で
あ
る
。

文
書
案
は
日
本
側
で
準
備
さ
れ
た
。
こ
の

文
案
を
用
意
す
る
に
当
た
っ
て
、

Ｈ
地
球
が
有
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

口
人
口
増
加
抑
制
の
努
力
を
行
っ
て
も
な

お
人
口
増
加
が
続
き
、
人
類
は
か
っ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
人
口
を
扶
養

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

曰
国
会
議
員
は
各
国
の
人
口
に
対
す
る
食

料
を
確
保
す
る
責
任
と
義
務
が
あ
る
こ
と
。

三
点
を
考
え
方
の
基
本
に
据
え
た
。

し
か
し
こ
の
観
点
か
ら
食
料
安
全
保
障
の

問
題
を
扱
う
と
い
う
こ
と
に
は
実
は
数
多
く

の
問
題
が
あ
っ
た
。
現
在
、
食
料
安
全
保
障

の
問
題
は
多
く
の
場
合
、
経
済
学
的
な
問
題

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、
宣
言
文
作

成
の
基
本
的
な
視
点
と
し
た
三
点
は
、
現
代

経
済
学
の
考
え
方
と
は
必
ず
し
も
相
性
の
よ

い
も
の
で
は
な
い
。
手
短
に
言
え
ば
、
人
口

の
問
題
に
し
て
も
、
地
球
が
扶
養
で
き
る
限

界
の
問
題
に
し
て
も
、
現
代
経
済
学
に
と
っ
て

は
、
そ
の
対
象
以
上
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
経
済
学
が

そ
の
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
「
問
題
」
と
し

て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
「
前
提
」
の
問
題
で
あ

り
、
経
済
学
の
「
問
題
」
と
し
て
捕
ら
え
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
現
代
経
済
学
に
と
っ
て
環
境
と

い
う
要
素
は
、
原
理
的
に
は
「
経
済
外
的
な

要
素
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
経
済
学
と
し
て

問
題
と
な
る
の
は
、
水
な
ど
を
利
用
す
る
際

に
必
要
と
な
る
「
経
費
」
で
あ
り
、
そ
の
廃
液

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
浄
化
す
る
際
に
必
要

と
な
る
「
経
費
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
処
理

経
費
」
が
問
題
に
な
っ
て
初
め
て
経
済
学
に

お
け
る
「
対
象
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
の
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で

環
境
価
値
Ⅱ
例
え
ば
水
そ
の
も
の
の
価
値
、

空
気
そ
の
も
の
の
価
値
Ⅱ
を
は
か
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
議
員
会
議
の
討
議

内
容
は
、
現
在
、
現
代
経
済
学
に
基
づ
き
政

府
間
ペ
ー
ス
で
協
議
さ
れ
て
い
る
貿
易
な
ど

の
協
議
と
同
じ
よ
う
な
課
題
を
扱
い
な
が

ら
、
実
は
協
議
の
対
象
そ
の
も
の
が
異
な
っ

た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
人
口
が
増
え
続
け
、
地
球
環
境

が
人
間
の
活
動
を
浄
化
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
現
在
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
な

け
れ
ば
、
人
間
の
未
来
は
な
い
。
現
在
の
人

口
規
模
と
、
地
球
が
そ
の
人
口
を
扶
養
で
き

る
量
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
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言
え
ば
、
当
然
の
結
論
で
あ
る
。

た
だ
、
現
在
世
界
的
な
貿
易
通
商
に
関
す

る
ル
ー
ル
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
貿
易
と
関
税

に
関
す
る
一
般
合
意
）
を
含
め
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界

貿
易
機
関
）
等
は
現
代
経
済
学
の
考
え
方
に

従
っ
て
比
較
優
位
生
産
費
説
に
基
づ
い
て
効

用
を
最
大
に
す
る
こ
と
で
、
｜
人
当
た
り
の

豊
か
さ
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
公
正
で
公
平
な
通
商

ル
ー
ル
は
、
経
済
の
地
球
規
模
化
が
進
む
中

で
不
可
避
な
要
請
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
ル
ー
ル
そ
の
も
の
が
前
提
と
な
る

環
境
条
件
、
人
口
増
大
を
十
分
に
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
そ
の
も
の
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
再
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
全
体
が
そ
の
見
直
し
を

求
め
て
い
る
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
特
に
ｕ

（
…
…
産
業
分
野
別
に
環
境
に
よ
る
制
約
は

大
き
く
異
な
る
…
…
）
と
旧
（
す
べ
て
の
こ
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
環
境
保
護
と
持
続
可
能

な
開
発
の
観
点
か
ら
見
直
し
、
産
業
分
野
別

に
公
正
で
よ
り
合
理
的
な
経
済
・
貿
易
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
）
と
い
う
二
点
は
、
現
在

の
政
府
間
の
通
商
ル
ー
ル
に
見
直
し
を
求
め

る
う
え
で
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
こ
の
内
容

は
、
一
九
九
四
年
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口

開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
に
も
う
た
わ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
の
骨
子
は
、
Ｈ
人
口
を

抑
制
す
る
こ
と
な
く
食
料
安
全
保
障
も
環
境

保
護
も
あ
り
え
な
い
、
口
増
え
続
け
る
人
口

と
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
、
各
国
国
民
の
食

料
生
産
に
責
任
を
持
つ
た
め
に
は
、
農
業
・

食
料
生
産
と
工
業
製
品
は
お
の
ず
と
違
っ
た

ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
の
二
点
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
宣
言
文
案
が
、
文
書
委
員
会
、
総
会

に
か
け
ら
れ
た
と
き
、
ほ
と
ん
ど
の
国
の
参

加
者
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け
た
。
こ
れ

は
、
参
加
国
会
議
員
が
人
口
と
持
続
可
能
な

開
発
に
つ
い
て
長
年
携
わ
っ
て
き
た
国
会
議

員
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
会
議
員
と
し

て
の
使
命
感
か
ら
自
国
の
国
民
の
将
来
の
食

料
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
続
け
て
き
た
こ
と
‐

の
結
論
が
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
の
内
容
と
一

致
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

中
国
な
ど
は
、
全
人
代
常
任
委
員
会
副
委

員
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
代
表
団
を
送
り
、

政
府
も
強
い
関
心
を
も
っ
て
こ
の
大
会
に
臨

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
を
中

国
政
府
の
意
見
と
し
て
も
支
持
す
る
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
単
に
、
国
会
議
員
個
人
個
人

の
意
見
で
は
な
く
、
政
府
の
意
見
と
し
て
採

択
し
た
い
と
い
う
意
志
表
明
は
中
国
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
を
採
択
す
る
に
当
た
っ

て
、
文
書
委
員
会
で
検
討
が
行
わ
れ
た
際
、

フ
ィ
ジ
ー
の
宣
言
と
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の

宣
言
を
共
に
入
れ
、
文
書
を
組
み
直
す
と
い

う
提
案
が
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ゲ
イ
ル
。
Ｄ
・

ネ
ス
教
授
か
ら
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
ジ
ー
の
国

会
議
長
の
提
案
で
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言

を
基
本
と
し
て
欲
し
い
と
い
う
申
し
入
れ
が

あ
り
、
事
実
上
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言
を

加
筆
訂
正
す
る
形
で
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言
と
異
な
る
点
で

特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

Ｈ
社
会
的
な
不
安
定
性
が
食
料
安
全
保
障

を
脅
か
す
最
大
の
要
因
。

ロ
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
で
た
地
下
水
の
問
題
。

の
二
点
で
あ
る
。

社
会
的
な
安
定
性
が
破
壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
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で
は
、
食
料
生
産
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
多
く

の
国
に
飢
え
と
貧
困
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
紛
争
は
止
む
ど
こ
ろ
か
拡
大
し
て
い
る

よ
う
な
様
相
す
ら
示
し
て
い
る
。
世
界
中
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
世
界
の
軍
事
費
支
出
の
○
・
五
％

で
し
か
な
い
。
今
、
人
類
に
と
っ
て
何
が
必

要
か
を
見
つ
め
た
対
応
が
切
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
う
え
で

国
会
議
員
の
役
割
と
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の

機
会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
こ
と
は
大
き

な
収
穫
だ
つ
だ
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
農
業
生
産
に
お
け
る
地
下
水
の

問
題
は
、
日
本
に
は
余
り
な
じ
み
の
な
い
問

比
較
優
位
原
則
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
同
じ
葡
萄
酒

と
織
物
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
生
産
性
は
イ

ギ
リ
ス
の
方
が
い
ず
れ
の
産
物
に
関
し
て
も

高
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
二
つ
の
産
物
を
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
中
で
の
生
産
性
の
違
い
に
注
目

し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
織
物
の
生
産
性

が
葡
萄
酒
よ
り
も
高
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は

葡
萄
酒
の
生
産
性
の
方
が
織
物
の
生
産
性
よ

り
も
高
い
。
こ
の
場
合
、
生
産
性
を
絶
対
的

な
水
準
で
見
て
イ
ギ
リ
ス
で
葡
萄
酒
と
織
物

題
で
あ
る
。
大
穀
倉
地
帯
と
言
わ
れ
る
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
の
パ
ン

ジ
ャ
ブ
地
方
な
ど
は
す
べ
て
灌
概
、
と
く
に

地
下
水
灌
概
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
大
き

い
。
地
下
水
位
の
低
下
や
塩
害
化
の
問
題
は

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
が
指
摘
さ

れ
、
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
雨
水
に
恵
ま

れ
た
我
が
国
と
の
事
情
の
違
い
を
強
く
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
人
口
扶
養
力
に
乏
し
く
、
脆
弱
な

生
態
系
し
か
持
っ
て
い
な
い
太
平
洋
島
蝋
国

の
環
境
へ
の
留
意
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

最
後
に
、
桜
井
議
長
の
強
い
意
向
で
、
現

を
両
方
作
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
織
物
を
作
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
葡

萄
酒
を
作
っ
た
ほ
う
が
全
体
と
し
て
の
生
産

量
（
効
用
）
は
大
き
く
な
る
と
い
う
考
え
方
。

こ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
絶
対
優
位
を

持
っ
て
い
な
い
国
で
も
輸
出
が
可
能
に
な

り
、
国
際
分
業
の
理
論
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
貿
易
ば
か
り
で
な
く
、
国
内
分
業
、
企

業
内
分
業
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
こ

の
理
論
に
し
た
が
っ
て
理
論
化
さ
れ
て
い
る
。

（
楠
本
修
）

在
、
多
く
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
て
い
る

が
、
政
府
間
会
議
の
合
意
す
ら
守
ら
れ
て
い

な
い
。
国
際
的
な
会
議
で
の
合
意
を
実
行
す

る
場
合
に
、
そ
の
施
策
が
一
貫
性
を
も
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
一
文
が
入
っ

た
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
も
、
各
国
国
会
議

員
が
不
満
に
感
じ
て
い
た
点
で
、
即
座
に
承

認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
国
会
議
員

が
そ
の
監
視
を
実
行
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
の
意
見
ま
で
出
た
。

キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
言
は
、
こ
れ
ら
の
討
議
を

経
た
後
、
参
加
者
全
員
の
総
意
と
し
て
採
択

さ
れ
た
。商

識
涜
麺

生
産
性

織
燕
蝋

繊
織
露

織
蕊
物

低

ポルトガルイギリス
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世界食料サミットについて
「
趣
旨
及
び
背
景

Ｈ
’
九
七
四
年
、
国
連
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
「
世
界
食
料
会
議
」
で
、
今
後
十
年
以
内

に
地
球
上
か
ら
飢
餓
を
撲
滅
す
る
旨
の
宣
言
を

採
択
し
た
。
し
か
し
、
現
在
な
お
開
発
途
上
国

に
お
い
て
約
八
億
人
の
栄
養
不
良
人
口
が
存
在

す
る
等
、
顕
著
な
改
善
は
見
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
、
途
上
国
に
お
け
る
人
口
増
加
等

を
背
景
に
、
食
料
需
要
の
大
幅
な
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
を
ど
う

達
成
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

口
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
本
年
十
一

月
十
三
日
～
十
七
日
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る

世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
飢
餓
と
栄
養
不
良

の
撲
滅
及
び
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
達
成
を

目
的
と
し
、
各
国
及
び
国
際
機
関
に
と
っ
て
の

政
策
指
針
と
な
る
「
政
策
声
明
」
と
そ
の
具
体
的

な
方
策
を
示
す
「
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

曰
ま
た
、
本
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
各
国
の
国
会
議
員
に
よ
る
会
合
（
列
国
議

会
同
盟
会
議
及
び
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口

議
員
会
議
）
や
非
政
府
組
織
（
農
業
団
体
等
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
に
よ
る
会
合
も
開
催
予
定
さ
れ
て
い
る
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯

Ｈ
「
政
策
声
明
」
及
び
「
行
動
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
本
年
一
月
か
ら
事
務
レ
ベ
ル
で
議
論
が
開

始
さ
れ
、
さ
ら
に
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
世

界
の
主
要
地
域
毎
に
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
地
域

総
会
の
場
で
も
議
論
が
行
わ
れ
た
（
我
が
国
が

所
属
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

は
、
五
月
十
四
日
～
十
八
日
の
間
、
西
サ
モ
ア

で
地
域
総
会
が
開
催
さ
れ
議
論
が
行
わ
れ
た
）
。

□
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
み
る
と
、
「
政
策

声
明
」
と
「
行
動
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
国
間
に
次
の
よ
う
な
意
見
の
隔
た
り
が
あ
る
。

ァ
、
米
、
Ｅ
Ｕ
、
豪
、
途
上
国
等
の
主
張

①
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
主
要
課
題
は
途

上
国
を
中
心
と
す
る
飢
餓
・
栄
養
不
良
問
題

（
米
、
Ｅ
Ｕ
、
豪
及
び
一
部
の
途
上
国
）

②
食
料
安
全
保
障
達
成
の
た
め
に
は
、
途
上

国
の
貧
困
の
解
消
と
安
価
で
円
滑
な
食
料
供
給

の
た
め
の
自
由
貿
易
の
推
進
が
必
要
（
米
、

豪
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
）

③
食
料
生
産
の
増
強
が
必
要
。
ま
た
、
貧
困

の
解
消
と
農
業
開
発
の
た
め
に
は
、
資
金
面
で

の
手
当
が
重
要
（
途
上
国
）

イ
、
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
は
次
の
よ
う
に

主
張

①
食
料
安
全
保
障
の
問
題
は
、

㈲
今
後
の
人
口
増
と
こ
れ
に
伴
う
環
境
面
へ

の
負
荷
の
増
大
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
ま
で
以

上
に
、
人
口
・
食
料
・
環
境
と
の
密
接
な
関
連

を
踏
ま
え
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

㈹
ま
た
、
開
発
途
上
国
の
飢
餓
・
栄
養
不
良

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
成
長
の
著
し
い

途
上
国
や
我
が
国
の
よ
う
な
食
料
輸
入
先
進
国

も
視
野
に
入
れ
た
多
面
的
な
問
題
と
し
て
捉
え

る
べ
き
で
あ
る
。

②
食
料
安
全
保
障
の
達
成
の
た
め
に
は
、
国

内
生
産
に
加
え
、
安
定
輸
入
及
び
備
蓄
の
保
有

等
、
各
国
の
立
場
に
応
じ
た
適
切
な
組
み
合
わ

せ
が
重
要
で
あ
る
が
、
中
で
も
国
内
生
産
の
維

持
が
重
要
で
あ
る
。

③
農
業
の
有
す
る
国
士
・
環
境
保
全
等
の
多

面
的
機
能
に
つ
い
て
の
認
識
が
重
要
で
あ
る
。

④
農
産
物
貿
易
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
自

由
化
や
比
較
優
位
を
唯
一
の
指
針
と
す
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
。

⑤
途
上
国
の
援
助
等
に
つ
い
て
は
そ
の
効
率

的
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
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iＩ
日大会館で多数の聴講者が出席して熱心にメモをとる

私
の
専
門
は
農
業
経
済
学
と
い
う
学
問
で

す
。
食
料
問
題
、
特
に
世
界
全
体
の
食
料
問

題
と
い
う
大
き
な
問
題
を
考
え
る
う
え
で

は
、
農
業
経
済
学
と
い
う
学
問
は
、
そ
の
一

部
の
研
究
、
世
界
の
食
料
問
題
と
い
う
大
き

な
問
題
の
全
体
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
違
っ
た
立
場
か
ら
の
研
究
あ
る

い
は
調
査
が
な
け
れ
ば
、
解
く
こ
と
が
で
き

な
い
問
題
で
す
。

私
は
二
年
前
に
、
講
談
社
か
ら
『
飢
餓
と

飽
食
ｌ
食
料
問
題
の
十
二
章
』
と
い
う
本
を

出
版
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
講
談
社
の
選
書
メ

チ
エ
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
す
が
、
私
が
こ
の

本
を
書
く
動
機
は
、
世
界
の
食
料
問
題
と
い

う
非
常
に
重
要
な
問
題
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

エ
ガ
イ
シ
フ
ミ
オ

◎
荏
開
津
典
生
〈
東
京
大
学
名
誉
教
授
〉

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
一
面
的
な

狭
い
専
門
の
見
地
か
ら
突
っ
込
ん
で
い
く
の

で
は
な
く
て
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と

い
う
、
そ
の
よ
う
な
目
的
で
書
い
た
読
み
や

す
い
本
が
日
本
で
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な

い
こ
と
で
し
た
。
専
門
的
に
突
っ
込
ま
れ
た

本
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
多
面
的
で
、

複
雑
な
問
題
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と

い
う
と
き
に
参
考
に
な
る
本
が
、
特
に
日
本

語
で
読
め
る
本
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
こ
れ
か
ら
世
界
の
食
料
の
問
題
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
の
予
測
を
申
し
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上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
現
在
、
世

界
の
い
く
つ
か
の
研
究
機
関
な
り
、
国
か
ら

の
予
測
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
中

荏開津典生くｴｶﾞｲﾂﾌﾐｵ>先生

・農学博士。東京大学名誉教授、農業経
済学。

・1935年岐阜県生まれ。

・東京大学農学部農業経済学科卒、同大

学院を経て経済企画庁勤務。東京大学

農学部教授、平成８年より千葉経済大
学教授。

・主な著書：「飢餓と飽食一食料問題の

十二章」（講談社選誓メチエ２０１９９４

年)、「こころ遥かなれ日本農業新論」

共著（家の光協会1995年)、他多数．

講演する荏開津典律生年

心
的
な
予
測
は
、
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
『
二
○
一
○
年
の
世
界
農
業
』
が
あ
り
ま

し
て
、
日
本
の
国
際
食
料
農
業
協
会
か
ら
翻

訳
が
出
て
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
農
業
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
内
容
は
世
界
の
食
料

事
情
が
今
後
二
○
一
○
年
に
か
け
て
ど
う
な

る
か
と
い
う
基
本
的
な
見
通
し
を
述
べ
た
も

の
で
す
。
こ
の
前
の
版
は
『
二
○
○
○
年
の

世
界
農
業
』
で
、
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り

突
っ
込
ん
だ
分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
い
い

本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
つ
の
基
本
的
な
文
献
で
、
そ
の

他
に
い
く
つ
か
の
予
測
が
あ
り
ま
す
が
、
た

と
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
国
際
食
料
政
策
研

究
所
と
い
う
国
際
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
か
ら
は
二
○
二
○
年
の
予
測
が
出
て
い
ま

す
。
私
の
知
る
限
り
で
は
日
本
語
へ
の
翻
訳

は
、
目
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
春

に
同
研
究
所
の
方
が
来
日
さ
れ
、
私
が
座
長

を
務
め
て
、
同
研
究
所
の
予
測
に
つ
い
て
東

京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
日
本
の
農
林
水
産
省
は
二
○

一
○
年
の
予
測
を
発
表
し
て
い
ま
す
し
、
ア

メ
リ
カ
の
農
務
省
は
二
○
○
五
年
の
予
測
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
農
務
省
の

予
測
は
、
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
農
政
調
査

委
員
会
か
ら
、
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
予
測
が
、
今
後
二
○
一
○
年
な

り
、
’
’
○
一
’
○
年
な
り
、
二
○
年
、
三
○
年

後
の
将
来
に
つ
い
て
、
世
界
の
食
料
事
情

が
、
ど
う
な
る
か
見
通
し
て
み
る
と
、
こ
れ

ら
の
予
測
は
、
ほ
ぼ
そ
の
内
容
に
一
致
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
致
し
た
予
測
の
内
容

は
、
今
後
二
○
年
、
三
○
年
の
間
、
世
界
の

食
料
事
情
は
現
在
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
、

と
い
う
の
が
一
致
し
た
、
基
本
的
な
予
測
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
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る
し
、
あ
る
い
は
細
か
く
見
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
予
測
の
間
に
非
常
に
違
っ
た
点
も
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
、
国
際
食
料
政
策
研
究
所
、
ア
メ

リ
カ
の
農
務
省
、
日
本
の
農
林
水
産
省
の
予

測
は
、
今
後
二
○
年
、
三
○
年
、
世
界
の
食

料
事
情
は
、
現
在
と
さ
し
て
大
き
な
差
は
起

こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
と
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
生
じ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
私
が
今
日
ま
ず
、
最
初

に
一
番
強
調
し
た
い
点
は
、
現
状
は
、
我
々

が
日
本
に
い
て
、
あ
る
い
は
東
京
に
暮
ら
し

て
い
て
、
身
近
に
経
験
し
、
見
聞
す
る
も
の

と
は
、
世
界
の
食
料
事
情
は
、
ま
っ
た
く
様

相
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
あ
る
い
は
海
外
に
旅
行
し
て
見
聞
す

る
、
そ
う
い
う
時
に
経
験
す
る
よ
う
な
状
況

と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
ま
ず
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
わ
け
で
す
。

日
本
が
属
し
て
い
る
世
界
、
我
々
が
日
常

に
経
験
す
る
世
界
は
、
私
の
書
物
の
タ
イ
ト

ル
で
は
飽
食
の
世
界
で
す
が
、
実
は
、
こ
の

飽
食
の
世
界
と
は
、
世
界
全
体
を
見
た
場

合
、
ご
く
一
部
で
、
人
口
の
二
○
～
三
○
％

に
す
ぎ
な
い
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
世
界

で
、
七
○
％
近
い
世
界
の
人
々
は
、
飢
餓
に

近
い
状
態
を
見
聞
し
、
経
験
し
、
あ
る
い
は

自
ら
飢
餓
に
苦
し
み
毎
日
を
す
ご
し
て
い
る

の
が
世
界
の
食
料
問
題
の
現
状
で
、
こ
う
い

う
状
態
が
今
後
、
二
○
～
三
○
年
の
間
、
解

決
さ
れ
る
見
通
し
は
ほ
と
ん
ど
立
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
、
食
料
問
題
に
関
し
、
将
来
も
そ
れ

ほ
ど
心
配
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
、
狭
い
日
本
の
中
の
経
験
、
あ

る
い
は
地
球
上
の
一
一
○
％
な
い
し
三
○
％
の

少
数
の
人
々
の
見
地
で
あ
っ
て
、
実
は
、
世

界
の
大
多
数
の
人
々
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
楽
観
的
な
予
想
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、

き
わ
め
て
悲
観
的
な
予
想
で
す
。
こ
の
点

が
、
私
が
ま
ず
第
一
に
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
う
し
た
話
を
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り

返
し
、
日
本
の
多
く
の
方
々
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
方
、
言

論
界
や
政
治
あ
る
い
は
経
済
の
世
界
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
で
す
ら
、
な
か
な
か
こ

の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
の
が
、
私
の

経
験
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
お
り
、
パ
リ
、

ロ
ン
ド
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
都
会
を
見
て

帰
っ
て
く
る
だ
け
で
は
、
厳
し
い
食
料
問
題

の
現
実
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
の
は
、
当
然

で
す
が
、
た
と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ

に
行
っ
て
も
、
バ
ン
コ
ク
、
あ
る
い
は
マ
ニ

ラ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
会
議
を
し
、
観
光
を

し
、
帰
国
す
る
だ
け
で
は
、
世
界
の
大
多
数

の
人
々
が
毎
日
お
か
れ
て
い
る
食
料
問
題
の

現
状
に
触
れ
る
機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の

が
実
情
で
す
。

実
は
、
日
本
で
は
五
○
年
前
に
戦
争
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
、
厳
し
い
食
料
問
題
の
経

験
を
し
た
の
で
す
。
現
在
、
飽
食
の
時
代
に

入
っ
て
か
ら
二
○
年
、
三
○
年
に
な
り
、

我
々
の
お
か
れ
て
い
る
食
料
問
題
の
状
況

は
、
ご
く
普
通
の
状
況
で
あ
る
と
理
解
し
が
ち

で
す
が
、
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
過
ち
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

は
、
都
市
的
な
世
界
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
ま
わ
り
に
は
広
大
な
農
業
的
な
世
界
が

広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
広
大
な
農
業
的
な
世

界
あ
る
い
は
、
開
発
途
上
の
国
々
の
世
界
に

お
い
て
は
、
か
つ
て
マ
ル
サ
ス
が
述
べ
た
、

人
口
と
食
料
の
増
加
の
速
度
の
違
い
か
ら
く
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深刻な人ロと食料セミナ

る
悪
夢
の
よ
う
な
食
料
不
足
の
状
態
と
い
う

も
の
が
日
常
に
見
ら
れ
る
の
が
現
実
で
す
。

マ
ル
サ
ス
に
よ
る
と
人
口
は
幾
何
学
級
数

的
に
増
大
す
る
が
、
食
料
は
算
術
級
数
的
に

し
か
増
え
な
い
の
で
、
必
ず
や
食
料
不
足
か

ら
飢
餓
、
病
気
、
戦
争
、
赤
ん
坊
殺
し
、
売

春
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
悲
惨
な
状
態

が
人
間
社
会
を
襲
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
言

が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
飢
餓
、
病
気

（
疫
病
）
、
赤
ん
坊
殺
し
、
売
春
、
戦
争
と
こ

う
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
れ

ば
、
は
る
か
に
遠
い
現
実
感
の
な
い
話
で
す

が
、
一
歩
我
々
の
住
ん
で
い
る
世
界
か
ら
出

て
、
世
界
の
六
○
～
七
○
％
の
人
が
住
ん
で

い
る
国
々
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

マ
ル
サ
ス
の
書
物
の
中
に
あ
る
だ
け
で
は
な

い
、
毎
日
の
現
実
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
計
で
は
、
現
在
、
世
界
で
ほ

ぼ
８
億
人
程
度
の
栄
養
不
足
に
苦
し
ん
で
い

る
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
推
計
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。
世
界

全
体
に
つ
い
て
日
本
の
よ
う
な
詳
細
な
統
計

を
と
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
。

大
ま
か
な
推
計
値
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ

ま
ず
第
一
は
、
中
国
の
問
題
で
す
。
今
年

に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ

研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
、

非
常
に
強
い
警
告
を
発
し
続
け
て
お
り
ま

す
。
や
が
て
中
国
が
膨
大
な
食
料
不
足
に
直

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
数
億
の
単

位
の
人
々
が
栄
養
不
足
、
広
い
意
味
で
の
飢

餓
、
食
べ
物
が
十
分
に
な
い
、
そ
う
い
う
状

態
で
毎
日
を
す
ご
し
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在

の
世
界
の
食
料
問
題
の
現
実
で
あ
り
、
そ
れ

は
今
後
、
二
○
年
、
三
○
年
、
解
決
の
め
ど

が
立
っ
て
お
ら
ず
、
解
決
で
き
る
と
い
う
解

答
を
持
っ
て
い
な
い
、
大
変
む
ず
か
し
い
問

題
で
す
。
こ
れ
が
第
一
点
で
す
。
世
界
の
人

類
は
こ
の
厳
し
い
現
実
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま

で
、
二
十
一
世
紀
に
足
を
踏
み
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
点
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
世
界
の

食
料
問
題
の
実
態
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

く
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
い
う
見
方
な
い
し
は

要
因
も
な
く
は
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
一
兆

面
し
、
世
界
市
場
か
ら
莫
大
な
量
の
穀
物
を

輸
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
の
予
測
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
ま
す
。

中
国
の
専
門
的
な
研
究
者
の
意
見
は
、
私

の
理
解
す
る
限
り
で
は
、
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
博
士
の
見
解
は
や
や
悲
観
的
す
ぎ
る

と
、
考
え
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
指
摘
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
の
人
口
動

向
は
、
現
在
の
中
国
政
府
の
厳
し
い
人
口
政

策
に
非
常
に
強
く
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
中
国
の
人
口
政
策
の
基
本
は
、
一
組
の

夫
婦
に
子
ど
も
一
人
、
い
わ
ゆ
る
ひ
と
り
っ

子
政
策
で
、
こ
れ
以
上
厳
し
い
人
口
政
策

は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
ひ
と
り
っ
子
の
次
は

ゼ
ロ
で
す
か
ら
、
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
強
い
人
口
制
限
政
策
と
い
う
の

が
、
今
後
も
維
持
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
疑
問
を
持
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
十
分

に
注
意
を
払
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
強
い
厳
格
な
人
口
抑
制
政
策
が
と
ら
れ

て
い
る
国
と
い
う
の
は
、
世
界
で
も
中
国
だ

け
で
、
き
わ
め
て
例
外
的
で
、
世
界
の
歴
史
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上
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
人
口
政
策
が
と
ら

れ
た
の
は
他
に
も
例
が
な
い
未
曾
有
の
こ
と

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
強
い
厳
格
極
ま
る
人
口
抑
制

政
策
と
い
う
も
の
は
、
共
産
主
義
政
権
、
中

国
の
政
治
が
共
産
党
独
裁
と
い
う
民
主
主
義

と
は
異
な
っ
た
政
治
形
態
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
共
産
党
政
権

の
独
裁
政
権
の
極
め
て
強
い
人
口
抑
制
政
策

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
ひ
と
り
っ
子

政
策
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
報
告
は
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
中
国
の
人
口
政
策
は
、
中
国
の
民
主
主

義
と
は
異
な
る
政
治
形
態
と
切
り
離
し
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

経
済
の
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
資

本
主
義
に
対
抗
し
て
き
た
社
会
主
義
経
済

は
、
ほ
ぼ
全
面
的
な
破
綻
を
き
た
し
、
現
在

の
中
国
も
経
済
の
面
で
は
、
資
本
主
義
で
は

な
い
が
、
市
場
経
済
へ
の
道
を
歩
み
つ
つ
あ

り
、
か
な
り
の
程
度
、
市
場
経
済
化
が
進
行

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
果
た
し
て
将

来
、
こ
の
市
場
経
済
と
し
、
自
由
主
義
、
個

人
主
義
に
基
づ
く
経
済
の
シ
ス
テ
ム
が
、
中

国
に
定
着
し
、
浸
透
し
て
い
っ
た
場
合
に
、

政
治
の
面
で
は
共
産
党
一
党
独
裁
制
度
が
維

持
で
き
る
か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
に
思
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
市
場
経
済
と
ペ
ア
に
な
る

の
は
、
当
然
な
が
ら
、
民
主
主
義
と
い
う
政

治
形
態
で
あ
り
、
私
の
専
門
で
あ
る
経
済
の

観
点
か
ら
申
し
ま
す
と
、
市
場
経
済
は
、
民

主
主
義
の
一
部
、
民
主
主
義
社
会
の
構
成
要

素
で
あ
る
経
済
セ
ク
タ
ー
、
こ
れ
が
市
場
経

済
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
、
中
国
の
経
済
は
市
場
経
済
化
し
つ

つ
、
政
治
は
共
産
党
一
党
独
裁
、
非
民
主
主

義
で
今
後
も
一
一
○
年
、
三
○
年
の
間
発
展
の

道
を
歩
ん
で
い
け
る
か
ど
う
か
は
、
大
き
な

疑
問
符
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
点
は
、
い
く
つ
か
の
不
確
定
要
因
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
五
年
、
一

○
年
と
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
○

年
、
三
○
年
、
あ
る
い
は
も
っ
と
長
い
将
来

を
考
え
て
の
こ
と
で
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
予
測

に
も
、
そ
の
他
の
予
測
に
も
指
摘
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
程
度
に
重
大

な
問
題
に
な
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
現

在
の
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
｜
っ
は
、
地

球
上
の
資
源
、
環
境
の
制
約
を
ど
う
考
え
る

か
と
い
う
問
題
で
す
。
た
と
え
ば
、
地
球
の

温
暖
化
が
話
題
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
わ

け
で
す
が
、
こ
の
温
暖
化
が
い
っ
た
い
遠
い

将
来
に
お
い
て
、
地
球
の
食
料
生
産
力
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
、
実
は
十
分

に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
五

年
、
一
○
年
で
考
え
れ
ば
、
特
段
影
響
は
出

な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
す
が
、

超
長
期
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
に
、
一
つ
の

不
確
定
要
因
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
す
。
同
様
に
、
も
う
一
つ
は
、
現

在
、
地
球
上
に
存
在
す
る
生
物
の
種
の
多
く

が
、
絶
滅
し
つ
つ
あ
る
、
生
物
学
的
な
多
様

性
の
減
少
と
い
う
事
態
が
、
よ
く
指
摘
さ
れ

ま
す
。
そ
の
一
つ
の
大
き
な
原
因
は
、
熱
帯

雨
林
の
伐
採
で
す
が
、
極
め
て
多
様
な
生
物

の
種
に
と
り
生
存
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
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熱
帯
雨
林
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

球
上
の
生
物
の
多
様
性
が
減
少
し
て
い
く
こ

と
は
、
将
来
の
地
球
上
の
広
い
意
味
で
の
生

物
界
の
活
性
、
活
力
が
、
重
要
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
五
年
、
’
○
年
で

何
が
起
こ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
確

定
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
地
力
の
減
退
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
極
端
な
も
の

は
、
い
わ
ゆ
る
砂
漠
化
の
現
象
で
す
が
、
食

料
生
産
の
根
幹
を
な
す
農
業
生
産
に
は
、
農

地
の
基
本
的
な
生
産
力
で
あ
る
地
力
と
い
う

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
こ
の
地
力
そ

の
も
の
が
、
現
在
の
よ
う
な
農
業
生
産
の
方

法
で
、
農
業
生
産
を
続
け
た
場
合
、
超
長
期

に
渡
っ
て
生
産
力
を
落
と
さ
ず
に
維
持
で
き

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
か
な
り
強
い

疑
問
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
つ
の
面
が
あ
り
、
開
発
途
上

国
に
お
け
る
略
奪
的
な
農
法
、
士
地
の
肥
沃

性
を
奪
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
農
法
に
よ
る
砂

漠
化
と
い
う
現
象
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
、
多

量
の
化
学
肥
料
、
農
薬
等
を
用
い
て
行
っ
て

い
る
、
極
め
て
収
量
が
高
く
集
約
的
農
業
生

産
の
方
法
は
、
高
度
に
人
工
的
改
良
さ
れ
た

種
子
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
農
法
、
農
業
生
産
の
方
法
が
、
持
続
性
が

あ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
大

き
な
疑
問
の
あ
る
問
題
で
す
。
こ
の
持
続
性

の
問
題
と
い
う
の
は
、
こ
の
数
年
の
間
、
農

業
関
係
者
の
間
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
お

り
、
持
続
的
農
法
、
持
続
的
農
業
と
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
１
（
Ｓ
Ａ
）
と

い
う
言
葉
は
、
農
業
関
係
の
政
策
の
世
界
で

は
非
常
に
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
農
業
法
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
農

業
政
策
、
あ
る
い
は
日
本
の
農
林
水
産
省
の

政
策
等
の
ど
の
文
章
を
見
て
も
現
在
の
農
業

の
や
り
方
を
持
続
的
農
法
、
Ｓ
Ａ
の
方
向
に

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
う
い
う
言

葉
が
必
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
数
年
、
Ｓ
Ａ
と
い
う
言
葉
は
、

先
進
諸
国
の
農
業
政
策
の
一
つ
の
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
で
は
、
実
際
に
農
業
の
や
り
方
を
Ｓ
Ａ

の
や
り
方
に
向
か
っ
て
変
化
さ
せ
る
政
策
手

段
が
と
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
際
に

は
言
葉
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
何
事
も

実
行
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
小
範

囲
の
実
験
的
な
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
の
農
業
、
実
験
的
な

農
場
で
は
な
く
、
現
実
の
農
場
の
農
法
を
持

続
的
農
業
、
サ
ス
テ
イ
ナ
プ
ル
・
ア
グ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
方
向
に
向
か
っ
て
変
え
て
い
く

と
い
う
具
体
的
な
政
策
は
何
一
つ
と
ら
れ
て

い
な
い
の
が
、
実
情
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
も
、
政
策
の
文
章

に
は
Ｓ
Ａ
と
い
う
言
葉
は
、
氾
濫
し
て
お
り

ま
す
が
、
現
実
に
は
そ
れ
に
向
か
う
い
か
な

る
具
体
的
な
政
策
も
、
政
策
手
段
も
と
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

こ
の
Ｓ
Ａ
の
問
題
も
五
年
、
’
○
年
で
変

化
が
現
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
○

年
、
三
○
年
、
あ
る
い
は
超
長
期
の
問
題
を

考
え
る
と
き
に
、
特
に
世
界
の
所
得
の
高
い

先
進
国
が
思
い
切
っ
て
そ
の
方
向
へ
の
農
法

の
転
換
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
不
確
定
な
要
因
で
あ
る
か
ら
、
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〃
こ
う
こ
う
こ
う
い
う
次
第
で
必
ず
こ
う
い

う
ふ
う
に
な
る
ん
だ
“
と
断
定
で
き
る
よ
う

な
性
質
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
三
○
年
、
四
○
年
先
の
農
業
、
食
料
生

産
と
い
う
話
に
な
る
と
、
私
が
日
本
で
の
い

ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
々
と
話
す
と
き
に
、
必

ず
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
出
て
く
る
リ
ス
ポ

ン
ス
の
一
つ
は
、
す
べ
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
解
決
す
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
歩
に
よ
っ
て
、
や
が
て
食
料
生
産
と
い

う
の
は
、
ま
っ
た
く
問
題
が
な
く
な
る
の

だ
、
画
期
的
な
食
料
生
産
の
方
法
と
い
う
の

は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
る
か
ら
、
今
、
食
料
問
題
の
心
配
な
ん

か
す
る
必
要
な
ど
は
ま
っ
た
く
な
い
ん
だ
と

い
う
よ
う
な
答
え
を
さ
れ
る
方
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
、
だ
れ
も
そ
の
可
能

性
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
も

こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
の
実
情
が
、
そ
う
い
う

こ
と
が
絶
対
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
断
言
が

で
き
る
状
況
と
は
ほ
ど
遠
い
の
で
す
。
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
現
在
の
食
料
生
産
、
特

に
そ
の
対
象
で
あ
る
、
穀
物
生
産
と
ほ
と
ん

ど
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る

こ
と
は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
二
○
年
、
三
○
年
の
後
に
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
画
期
的
な
変
化
に
よ
っ

て
、
世
界
の
食
料
問
題
は
一
挙
に
解
決
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、
そ

の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
、
食
料
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
い

は
人
口
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
先
に
対
し
て

用
心
深
い
態
度
を
と
り
、
慎
重
な
態
度
を
と

る
必
要
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
断
定
す
る
の

は
誤
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

可
能
性
は
な
く
は
な
い
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
変
化
に
よ
っ
て
画
期
的
な
新
し
い
食

料
生
産
の
方
法
が
開
発
さ
れ
て
、
食
料
問
題

な
ど
は
、
も
う
世
界
人
類
の
目
の
前
か
ら
消

え
て
し
ま
う
と
い
う
可
能
性
は
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
可
能
性
を
言
い
立
て
る
こ

と
で
、
現
在
、
将
来
に
向
か
っ
て
食
料
、
人

口
の
問
題
に
関
し
、
慎
重
な
配
慮
を
払
う
必

要
は
な
い
と
断
定
す
る
の
は
愚
か
な
こ
と
で

す
。

こ
う
し
た
不
確
実
性
の
問
題
と
い
う
の

は
、
超
長
期
の
不
確
実
の
要
因
と
い
う
の

は
、
他
に
い
く
つ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
こ
う
い
っ
た
問
題
か
ら
生
じ
る
い
く

つ
か
の
政
策
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
私
の
考

え
を
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

現
在
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ
た

ら
い
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
政
策
的

に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
不
確
定
要
因
が
含
ま
れ
て
お

り
、
決
定
論
的
に
政
策
を
決
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
第
一
の
点
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
報

告
書
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
非
常
に
重
要
な

論
点
で
あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
多
く
の
開
発

途
上
国
の
開
発
援
助
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
国
内
の
農
業
発
展
に
対
す
る
協
力
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
が
第
一
の
政
策
的
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
経
済
学
で
は
、

非
常
に
疑
問
を
投
げ
る
人
が
少
な
く
は
な
い

の
が
実
情
で
す
。

つ
ま
り
、
経
済
学
で
は
、
自
由
な
市
場
の

原
理
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
の
で
あ
っ
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て
、
特
に
あ
る
産
業
部
門
、
こ
こ
で
は
農
業

を
特
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
よ
う
に
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。
そ
れ

は
、
経
済
発
展
と
い
う
政
策
に
と
っ
て
、
妨

げ
に
な
る
、
足
か
せ
に
な
る
、
間
違
っ
た
政

策
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
持
つ
人
も
少
な

く
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
、
こ
の
Ｆ

Ａ
Ｏ
の
報
告
書
と
同
じ
立
場
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
多
く
の
開
発
途
上
国
に
と
り
、
農

業
発
展
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
社
会

の
状
態
を
改
善
し
、
経
済
を
発
展
さ
せ
る
う

え
で
非
常
に
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
、

自
国
内
の
農
業
を
無
視
し
て
経
済
発
展
、
あ

る
い
は
、
社
会
の
改
善
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
、
は
な
は
だ
む
ず
か
し
い
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
む
ず
か
し
い
論
争
点
で
す
。
一
○

○
近
く
あ
る
開
発
途
上
国
の
中
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
の
違
い
が
あ
り
、
い
ち
が
い
に
、

す
べ
て
の
国
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
な
農
業

開
発
政
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
と

は
、
誤
り
で
す
。
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
事
情
に
基
づ
い
た
政
策
が
と
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
開
発
政

策
、
特
に
援
助
の
政
策
に
お
け
る
、
農
業
開

発
に
対
す
る
援
助
、
農
業
開
発
に
関
す
る
協

力
は
、
大
き
な
政
策
目
標
の
一
つ
に
置
か
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
第
二

は
、
世
界
の
人
口
に
、
政
策
的
な
抑
制
の
手

段
を
こ
う
じ
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
政
策
的
な

人
口
抑
制
の
政
策
が
と
ら
れ
て
し
か
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
出
生
率
を
引
き

下
げ
る
政
策
と
い
う
も
の
に
関
係
す
る
問
題

で
す
か
ら
、
は
な
は
だ
む
ず
か
し
い
側
面
が

あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
将
来
を
考
え
る
う
え

で
、
現
在
の
世
界
の
人
口
増
加
率
が
、
高
す

ぎ
る
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
、
二
○
世
紀
に

入
り
、
一
○
○
年
の
間
に
恐
る
べ
き
増
加
を

遂
げ
ま
し
た
。
今
世
紀
の
初
頭
か
ら
見
る

と
、
人
類
発
生
以
来
の
非
常
に
長
い
年
月
に

比
べ
、
わ
ず
か
一
○
○
年
の
間
に
、
現
在
の

莫
大
な
人
口
の
七
○
％
、
八
○
％
が
増
加
し

た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
こ
の
一
○
○
年

の
世
界
の
人
口
増
加
率
は
、
世
界
の
人
口
の

歴
史
か
ら
見
る
と
、
爆
発
的
な
増
加
、
飛
行

機
が
飛
び
立
つ
と
き
の
離
陸
す
る
よ
う
な
急

激
な
増
加
率
で
す
。

現
在
、
ア
フ
リ
カ
の
あ
る
地
域
、
イ
ン

ド
、
そ
の
他
で
見
ら
れ
る
人
口
増
加
率
に
つ

い
て
、
何
ら
の
政
策
的
な
処
置
を
こ
う
ず
る

必
要
も
な
い
と
考
え
る
の
は
、
世
界
の
将
来

に
と
っ
て
誤
っ
た
考
え
方
で
は
な
い
か
と
い

う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
世
界
の
穀
物
貿
易
市
場
に
つ
い

て
は
、
あ
る
種
の
政
策
的
な
干
渉
が
、
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
完
全
な
フ
リ
ー

・
ト
レ
ー
ド
と
い
う
、
貿
易
自
由
化
の
波
が

摺
々
と
し
て
こ
の
一
○
年
以
上
世
界
を
覆
っ

て
い
る
が
、
食
料
、
特
に
そ
の
大
層
を
な
す

穀
物
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
貿
易
を
含
め
、

か
な
り
の
程
度
の
政
策
的
な
干
渉
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
完
全
な
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ま
か
せ
る
の
は
、
世
界
の
食

料
問
題
の
現
状
か
ら
見
て
、
正
し
い
政
策
的

選
択
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
食
料
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
自
由
貿
易
（
フ

リ
ー
ト
レ
ー
ド
）
あ
る
い
は
自
由
取
引
市
場

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
と
い
う
原
則
（
プ
リ
ン

シ
プ
ル
）
だ
け
で
や
っ
て
い
っ
て
、
問
題
な

し
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
や
は
り
相
当
程
度

の
政
府
の
関
与
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
論
拠
の
一
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つ
と
は
、
食
料
生
産
と
い
う
も
の
が
、
他
の

工
業
生
産
と
は
違
っ
て
、
現
在
で
も
天
候
に

は
な
は
だ
し
く
強
く
左
右
さ
れ
る
側
面
を

持
っ
て
い
る
、
収
量
の
気
象
変
動
に
よ
る
供

給
面
の
変
動
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
工
業

生
産
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
第
二
に
、
工
業
生
産
の

多
く
の
も
の
と
は
違
っ
て
、
食
料
は
、
そ
れ

が
な
け
れ
ば
た
だ
ち
に
生
命
に
関
係
す
る
と

い
う
意
味
で
、
最
も
基
礎
的
な
必
需
物
資
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
三
に
現
在
の
食

料
問
題
の
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
を
な
し
て
い
る

数
億
の
栄
養
不
足
人
口
の
存
在
と
い
う
事
態

が
、
実
は
食
料
の
生
産
の
不
足
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
食
料
の
分
配
の
不
公
平
、
世
界

の
人
々
の
間
に
食
料
配
分
が
偏
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
結
果
、
こ
の
配
分
は
、
基
本

的
に
は
自
由
取
引
市
場
の
原
理
に
基
づ
い
て

配
分
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
配
分

が
世
界
に
数
億
の
栄
養
不
足
人
口
を
生
ん
で

い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
現
状
を
念
頭
に
置
く
と
、
世

界
の
食
料
貿
易
市
場
、
特
に
そ
の
中
心
で
あ

る
穀
物
、
と
う
も
ろ
し
、
小
麦
、
米
の
穀
物

貿
易
を
完
全
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ

リ
ー
ト
レ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
置
く

の
は
、
人
類
に
と
っ
て
賢
明
な
選
択
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
異
論

が
多
く
あ
り
、
経
済
学
者
の
多
く
の
人
た
ち

は
、
食
料
も
工
業
製
品
と
同
様
に
す
べ
て
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
の
原

則
の
も
と
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

を
強
く
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の
点
も

論
争
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
は
、
食

料
、
穀
物
は
完
全
な
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
の
原

則
に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
や
が
て
、
ガ
ッ
ト
の

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
を
通
じ
て
も
、
非
常

に
熱
心
に
議
論
さ
れ
た
点
で
す
が
、
二
十
一

世
紀
に
近
づ
く
と
、
新
し
い
世
界
の
貿
易
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
制
度
の
も
と

で
、
い
か
な
る
政
策
を
と
る
べ
き
か
と
い
う

こ
と
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
き
ま
す
。
間

も
な
く
そ
れ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
場
で
ふ
た
た
び
議

論
の
対
象
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
日
本
政
府
の
立
場
と
し
て
も
、
は
っ
き

り
し
た
立
場
を
持
っ
て
こ
れ
に
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

最
後
に
日
本
の
観
点
か
ら
見
て
、
世
界
の

食
料
問
題
に
ど
う
い
う
貢
献
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
農
業
開
発
に
対
す
る
援
助
と
い

う
点
で
、
日
本
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
立
場

に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
。
農
業
開
発
に
対
す

る
援
助
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
頭
に
ま
ず
浮

か
び
ま
す
の
は
、
緑
の
革
命
、
（
グ
リ
ー
ン

・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
お
よ
そ
こ
の
第
二
次
大
戦
後
の
世
界

の
食
料
、
農
業
分
野
に
お
け
る
最
大
の
事
件

で
あ
る
。
緑
の
革
命
は
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
政
府
も
も
ち
ろ
ん
協
力
し
ま

し
た
が
、
フ
ォ
ー
ド
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
財
団
が
大
き
な
お
金
を
出

し
て
こ
の
緑
の
革
命
の
実
現
し
ま
し
た
。
当

時
ア
メ
リ
カ
は
世
界
で
最
も
豊
か
な
国
で
あ

り
、
世
界
の
食
料
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

緑
の
革
命
と
い
う
大
き
な
で
き
ご
と
に
援
助

し
た
の
で
す
。
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現
在
日
本
は
、
｜
人
当
た
り
の
国
民
所
得

で
、
世
界
で
最
も
高
い
水
準
に
達
し
て
、
豊

か
な
国
に
な
り
、
食
生
活
の
点
で
も
、
飽
食

の
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
す
。

日
本
は
、
今
こ
そ
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
が

緑
の
革
命
を
援
助
し
た
よ
う
に
、
世
界
の
農

業
開
発
の
援
助
を
率
先
し
て
行
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
研
究
開
発
面
で
の
援
助
も
あ
り
ま
す
。

緑
の
革
命
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
っ
た

一
つ
の
大
き
な
出
来
事
で
し
た
が
、
そ
の
中

心
と
な
っ
た
の
は
、
熱
帯
地
方
に
適
応
す
る

多
収
量
品
種
、
高
収
量
品
種
の
開
発
で
す
。

つ
ま
り
、
品
種
改
良
と
い
う
研
究
開
発
面
に

資
金
を
導
入
し
た
、
こ
れ
が
緑
の
革
命
の
出

発
点
で
あ
り
、
原
点
で
し
た
。
今
後
も
、
世

界
の
食
料
問
題
の
解
決
に
と
り
、
農
業
生
産

の
研
究
技
術
、
こ
の
面
で
の
努
力
の
重
要
性

は
い
さ
さ
か
も
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
し
て
も
、
そ
の
可

能
性
を
言
い
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慎
重

な
態
度
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
の
愚
か
さ
を

指
摘
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
そ
の
も
の
に
お
金
を
か
け

る
こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
れ
は
私
は
け
つ
し

て
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
単
に
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
、
も
っ
と
広

い
範
囲
で
世
界
の
農
業
生
産
の
生
産
力
を
高

め
る
う
え
で
の
研
究
開
発
の
援
助
、
研
究
開

発
に
お
金
を
出
す
こ
と
を
日
本
が
率
先
し
て

行
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
持
続
的
農
業
、
Ｓ
Ａ
と

い
う
言
葉
は
言
葉
だ
け
あ
っ
て
内
容
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
言
葉

は
あ
る
け
れ
ど
も
現
実
の
農
業
、
現
実
の
経

済
の
一
部
で
あ
る
農
業
の
世
界
で
は
ま
だ
、

何
事
も
起
こ
っ
て
い
な
い
、
言
葉
だ
け
の
幻

影
で
あ
る
と
、
こ
う
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
よ
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｓ
Ａ
を

現
実
化
す
る
た
め
の
研
究
、
開
発
、
普
及
へ

の
投
資
、
お
金
を
出
す
こ
と
、
努
力
、
援

助
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
日
本
の
政
府
と
し

て
は
率
先
し
て
す
す
め
て
い
く
希
望
を
持
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

第
二
は
、
食
料
問
題
、
あ
る
い
は
農
業
問

題
、
人
口
問
題
に
も
関
係
し
ま
す
が
、
世
界

の
食
料
問
題
の
実
情
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
、
情
報
開
発
面
、
こ
の
点
で
も
日
本
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
食
料
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

研
究
す
る
場
合
に
使
用
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
デ
ー
タ

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
ま
と
め
た
各

国
の
デ
ー
タ
も
、
な
く
は
な
い
し
、
Ｆ
Ａ
Ｏ

が
直
接
調
査
す
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
な
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基
本
的
な
世
界

の
食
料
問
題
の
デ
ー
タ
と
い
う
の
は
、
ア
メ

リ
カ
農
務
省
に
負
う
て
い
る
と
言
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
豊
か
な
国
に
な
り
、
大
き
な

国
際
収
支
の
黒
字
を
抱
え
て
い
る
日
本
と
い

う
国
が
、
こ
の
世
界
の
最
も
重
要
な
問
題
に

関
し
て
、
情
報
を
自
国
で
集
め
、
自
国
で
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省

に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
に
も
残
念
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
、
日
本
が
こ
の

重
要
な
問
題
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
開
発
、

基
礎
的
な
事
実
を
示
す
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ

と
、
特
に
ア
ジ
ア
の
基
礎
的
な
人
口
、
食
料

の
デ
ー
タ
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
開
発
、

こ
う
い
う
点
に
お
い
て
日
本
の
政
府
に
も
っ

と
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
。
ア
ジ
ア
の
食
料
、
人
口
、
農
業
の

ｲ５



最
後
に
も
う
一
点
、
世
界
の
食
料
、
農
業

の
将
来
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
二
○
’
○

年
の
予
測
を
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
基
本
で

す
。
日
本
の
農
林
水
産
省
の
予
測
も
二
○
一

○
年
で
す
。
ほ
ぼ
、
二
○
一
○
年
あ
た
り
が

予
測
の
中
心
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は

是
非
も
っ
と
長
期
の
予
測
、
二
○
三
○
年
、

デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
日
本
政
府
の
デ
ー
タ

が
現
在
の
米
国
農
務
省
の
よ
う
に
、
世
界
全

体
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
然
そ
う
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
莫
大
な
人
口
を
抱
え
て

い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
な
ど
に
関

し
て
は
、
そ
の
食
料
、
人
口
の
み
の
状
態
は

は
な
は
だ
不
明
確
で
十
分
な
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
分
野
の
基
礎
的
な
デ
ー

タ
を
収
集
し
整
理
す
る
、
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
点
で
、
日
本
の
政
府
が
資
金
を
拠
出
し

て
、
協
力
を
試
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
日
本
の
政
策
当
局
に
強
く
要
請
し

た
い
点
で
あ
り
ま
す
。

四
○
年
、
五
○
年
せ
め
て
来
世
紀
の
半
ば
ま

で
の
予
測
、
分
析
、
来
世
紀
の
半
ば
ま
で
の

食
料
問
題
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
示

す
る
と
い
う
仕
事
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て

こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
う
二
○
年

以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の

『
成
長
の
限
界
』
と
い
う
本
が
出
さ
れ
ま
し

て
、
大
変
な
衝
撃
を
世
界
に
及
ぼ
し
た
。

あ
る
い
は
、
こ
れ
は
十
数
年
く
ら
い
前
に

な
り
ま
す
か
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
省
の
「
西

暦
二
○
○
○
年
の
地
球
」
。
こ
れ
も
大
変
大

き
な
反
響
を
全
世
界
に
呼
ん
だ
予
測
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
予
測
、
そ

れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
西
暦
二
○
○
○

年
の
地
球
以
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
を
く
ん
だ
大
規
模
な
将
来
の
予

測
、
将
来
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今

の
と
こ
ろ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
世
紀
の
変
わ
り
目
に
か
か
っ
て
く

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
超
長
期
の
問

題
提
起
に
な
る
べ
き
予
測
、
超
長
期
の
問
題

を
考
え
る
基
礎
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提

供
す
る
た
め
に
（
こ
れ
は
大
変
な
お
金
も
人

も
か
か
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま

す
）
、
日
本
の
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
も
ひ

と
つ
リ
ー
ド
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
の
が
政
策
的
な
観
点
か
ら
考
え
ま
し
た

希
望
で
す
。

“



にゅうす万､お－らむ

空
前
の
高
値
を
つ
け
た
５
月
の
シ
カ

ゴ
穀
物
市
場
。
天
候
異
変
に
よ
る
一
過

性
の
高
騰
な
の
か
。
「
こ
と
は
そ
れ
ほ

ど
単
純
で
は
な
い
。
穀
物
生
産
は
過
剰

か
ら
不
足
に
転
じ
よ
う
と
し
て
い

る
」
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
環
境
シ
ン
ク
タ

ン
ク
「
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
」
の

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
農
業
経

ｌ
日
本
は
年
聞
４
０
０
０
万
少
、

コ
メ
の
消
費
量
の
４
倍
も
穀
物
を
輸
入

函
・
不
足
つ
と
高
騰
へ
穀
・
物
。
危
■
機
。
■
■

■
■
・
・
・
１
口
即
一
」
世
に
紀
危
」
庁
「
機
警
告
ｌ
委
曰
員
三
会
｝

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

ド
ウ
オ
ツ
チ
研
究
所
レ
ス
タ
ー
・
ゴ
フ
ウ
ン
所
長
に
聞
く

６
０
０
万
少
、

し
て
い
る
の
で
、
シ
カ
ゴ
市
場
の
高
騰

旧
も
穀
物
を
輸
入
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
酷
使
、
肥
料
効
果
も
限
界

済
の
専
門
家
と
し
て
穀
物
不
足
の
兆
し

に
注
意
を
促
す
。
「
食
糧
危
機
」
は
起
こ

り
う
る
か
、
「
Ⅲ
世
紀
危
機
警
告
委
員

会
」
の
連
続
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
３
回

は
、
飽
食
の
さ
な
か
で
危
機
の
あ
り
う

る
背
景
を
考
え
る
。

【
編
集
局
特
別
委
員
・
原
剛
】

ブ
ラ
ウ
ン
氏
短
期
、
長
期
、
い
く

つ
か
の
原
因
が
か
ら
ん
で
い
ま
す
。
米

国
の
穀
倉
地
帯
を
襲
い
、
４
６
５
人
の

死
者
を
出
し
た
昨
夏
の
熱
波
が
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
の
減
収
を
も
た
ら

し
、
そ
の
後
遺
症
は
秋
ま
き
の
小
麦
に

も
及
び
ま
し
た
。
同
時
に
１
９
９
４
年

口
不
足
と
高
騰
、
工
穀
庄
物
危
機
？
ｉ
蝿

●
失
業
」
率
、
Ⅱ
最
悪
の
享
垂
溺
酢
｝
…
Ｉ
昨
副

９
７
人
い
に
打
切
人
、
鰯
巌
奴
士
…
血
：
団
一

●
高
齢
者
慨
５
○
％
に
？
…
私
：
顕

●
老
宇
人
口
Ｍ
９
８
％
紅
：
…
・
…
塊

の
蝿
『
歳
咋
以
坐
人
口
最
多
脚
。
８
－
％
駒

且
醤
一
興
売
霧
翁
垂
師
炭
の
連
鎖
｝
や
：
餌

●
「
出
生
数
か
｝
史
上
最
低
Ⅲ
万
人
；
紅
甑

●
出
生
数
寵
「
た
減
、
ｊ
最
低
に
…
…
砧

●
平
均
出
産
四
一
・
四
三
人
：
に
：
…
：
躯

●
少
産
化
に
再
び
拍
車
：
念
：
…
…
訂

●
増
え
続
け
る
熟
年
離
婚
？
個
刈
…
弱

。
「
産
ま
燕
一
い
」
廓
晩
婚
県
の
訳
配
：
（
顕

献じ

ま
で
は
穀
物
の
輸
出
国
だ
っ
た
中
国

が
、
昨
年
か
ら
突
然
輸
入
国
に
転
じ
た

影
響
も
大
き
い
。

だ
が
、
私
は
こ
の
春
の
穀
物
高
騰
を

長
期
的
な
原
因
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る

兆
し
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
期
に
及

ぶ
農
地
の
酷
使
で
、
肥
料
の
効
果
が
世

●
少
子
北
画
訳
『
晩
婚
」
『
晩
産
」
…
印

Ｕ
出
生
臺
数
、
最
低
の
Ｍ
万
人
…
…
劇

ぴ
び
画
撒
の
桧
に
漏
延
卦
…
：
鹿

●
ｐ
Ｄ
Ａ
へ
■
伸
び
ゼ
ロ
で
調
整
一
：
辱
砿

●
少
子
〆
高
齢
化
一
段
と
ロ
…
：
；
髄
】

●
防
衛
費
伸
び
２
％
台
前
半
・
Ｐ
…
餌

●
”
聖
域
“
Ｏ
Ｄ
Ａ
防
衛
費
で
？
可
」
由
」

●
食
粗
だ
％
増
産
に
必
要
・
訂
…
’
６
…
・
鰯

●
急
増
す
る
国
民
負
担
露
一
口
や
；
俺
…
・
醜

■
人
画
環
境
、
女
Ⅱ
性
が
決
定
権
…
餌

●
中
国
」
の
食
粗
生
産
過
去
最
高
…
鴎

●
百
歳
以
上
七
吋
三
七
三
人
註
…
献
」
弱
一

●
師
歳
以
上
一
八
九
九
万
仁
人
奄
，
…
亜
由

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
国
益
を
霞
視
：
…
外
、

●
中
国
、
人
口
に
億
に
苦
し
む
…
知

〃



界
中
で
衰
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
グ
レ
ー
ト
プ
レ
イ
ン
、
中
国
北

部
、
イ
ン
ド
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
な
ど
世

界
の
主
な
穀
物
生
産
地
帯
で
は
水
事
情

が
急
速
に
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
テ
キ
サ
ス
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
カ

ン
ザ
ス
州
な
ど
グ
レ
ー
ト
プ
レ
イ
ン
農

業
の
水
源
は
、
一
度
使
っ
て
し
ま
う
と

も
う
補
充
が
ほ
と
ん
ど
き
か
な
い
オ
ガ

ラ
ラ
化
石
帯
水
層
に
頼
っ
て
い
ま
す
か

ら
ね
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
穀
物
が
値
上
が
り
す

れ
ば
農
民
が
直
ち
に
増
収
を
図
れ
る
状

況
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

か
っ
て
世
界
農
業
は
穀
物
が
値
上
が
り

し
た
加
年
代
中
期
に
は
肥
料
を
多
投

し
、
か
ん
が
い
用
水
の
井
戸
を
増
や
し

て
増
産
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
肥
料
の
効
き
目
も
水

の
資
源
量
も
限
界
で
す
。
膨
れ
上
が
る

人
間
の
需
要
に
、
自
然
の
生
産
力
が
応

じ
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
当

面
の
シ
カ
ゴ
穀
物
市
況
は
、
小
麦
は
天

井
を
う
っ
て
下
落
へ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
９
月
の
端
境
期
ま
で
高
値
が
続
く
と

思
い
ま
す
。

ｌ
あ
な
た
の
見
方
は
経
済
学
の
常

識
と
さ
れ
て
い
る
「
需
要
均
衡
モ
デ
ル
」

を
否
定
す
る
も
の
で
す
。
穀
物
が
不
足

し
て
値
上
が
り
す
れ
ば
消
費
が
抑
え
ら

れ
る
一
方
、
穀
物
の
作
付
面
積
が
増

え
、
生
産
量
も
増
え
る
の
で
需
要
の
バ

ラ
ン
ス
は
保
た
れ
、
価
格
は
安
定
す
る

と
各
国
の
政
府
や
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
、
世
界
銀
行
は
主
張
し
続
け

て
い
ま
す
が
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
経
済
学
の
予
測
は
ご

く
短
期
間
の
も
の
で
す
。
こ
の
環
境
と

資
源
の
危
機
の
時
代
に
も
な
お
、
水
や

土
や
緑
な
ど
市
場
経
済
で
は
値
の
つ
か

な
い
も
の
が
あ
た
か
も
限
り
な
く
存
在

し
無
限
に
利
用
で
き
る
か
の
よ
う
に
誤

算
し
て
い
ま
す
。
年
に
９
０
０
０
万
人

ず
つ
増
え
る
世
界
人
ロ
、
巨
大
人
口
の

中
国
が
一
例
の
穀
物
多
消
費
傾
向
、
劣

化
す
る
食
糧
生
産
力
な
ど
が
重
な
り
合

い
、
長
い
目
で
み
れ
ば
世
界
の
食
糧
経

済
は
「
過
剰
」
と
「
安
値
」
か
ら
「
不
足
」
と

「
高
騰
」
が
支
配
す
る
時
代
の
入
り
口
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
認
識
す
べ
き
で

す
。
過
去
如
年
の
経
験
に
基
づ
く
判
断

は
こ
の
先
加
年
間
に
次
々
覆
さ
れ
て
い

く
で
し
ょ
う
。

ｌ
日
本
の
農
水
省
も
「
需
要
均
衡

モ
デ
ル
」
に
近
い
「
現
状
推
移
シ
ナ
リ

オ
」
と
並
べ
、
あ
な
た
が
主
張
す
る
「
生

産
制
約
シ
ナ
リ
オ
」
を
つ
く
り
、
穀
物

価
格
の
高
騰
が
あ
り
う
る
こ
と
を
試
算

し
て
い
ま
す
。
朗
年
を
１
０
０
と
し
た

２
０
０
０
年
の
穀
物
の
国
際
価
格
は
、

現
状
維
持
シ
ナ
リ
オ
に
よ
れ
ば
ほ
ぼ
横

ば
い
だ
が
、
生
産
制
約
シ
ナ
リ
オ
で
は

コ
メ
１
９
９
、
小
麦
１
９
８
と
２
倍
に

高
騰
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
穀
物
価
格
は
短
期
的

に
は
上
下
し
な
が
ら
で
も
、
長
期
的
に

は
高
騰
へ
向
か
う
と
私
は
み
て
い
ま

す
。
日
本
は
近
未
来
に
備
え
て
、
も
う

こ
れ
以
上
、
穀
物
の
自
給
率
を
減
ら
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ｌ
し
か
し
、
あ
な
た
の
見
方
に
は

反
論
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
生
産
過
剰

を
抱
え
る
ア
メ
リ
カ
農
業
が
、
土
壌
保

全
の
た
め
に
保
留
し
て
い
る
膨
大
な
農

地
と
生
産
制
限
（
減
反
）
農
地
に
作
付
け

を
し
た
ら
、
穀
物
は
大
幅
に
増
産
さ
れ

ま
せ
ん
か
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
昨
年
は
穀
物
畑
の
総

面
積
の
７
．
５
％
が
生
産
調
整
の
た
め

作
付
け
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
今
年
は
そ
の
規
制
が
全
面
解
除
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
風
雨
で
浸
食
さ
れ
や

す
い
１
４
０
０
万
鯵
が
土
壌
保
全
に
た

め
草
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
半
分

の
面
積
で
は
穀
物
が
栽
培
で
き
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
残
る
半
分
は
急
傾

斜
地
な
ど
で
、
表
土
の
流
失
が
ひ
ど

く
、
草
地
に
し
て
お
く
の
が
唯
一
、
持

続
可
能
な
利
用
法
で
す
。
こ
れ
ら
２
種

類
の
保
留
地
で
穀
物
を
栽
培
し
、
さ
ら

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
る
保
留
地
を
耕
作

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
収
穫
量
で
は
控

え
め
に
み
て
も
、
毎
年
増
え
て
い
く
世

界
人
口
９
０
０
０
万
人
の
せ
い
ぜ
い
２

年
分
程
度
を
賄
え
る
だ
け
で
し
ょ
う
。

９
０
０
０
万
人
は
年
間
２
８
０
万
少
の

穀
物
を
必
要
と
し
ま
す
。

ｌ
あ
な
た
は
食
糧
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
過
剰
か
ら
不
足
に
転
じ
て
い
く
大

き
な
要
因
と
し
て
、
中
国
の
食
糧
輸
入

増
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
工
業
化
、
所

得
増
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
中
国
が
単
調

な
穀
物
か
ら
肉
、
卵
の
消
費
へ
向
か

い
、
２
０
３
０
年
の
国
民
１
人
当
た
り

の
穀
物
消
費
量
が
今
の
台
湾
並
み
に
達

し
た
場
合
、
岻
億
の
中
国
人
は
３
億
５

０
０
０
万
少
の
食
糧
を
輸
入
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。
地
球
全
部
を
逆
さ
に

振
っ
て
も
そ
ん
な
供
給
量
は
な
い
、
と

あ
な
た
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
中
国
政

府
は
「
中
国
は
食
糧
輸
入
国
に
は
な
ら

な
い
」
と
あ
な
た
の
弘
年
の
論
文
に
反

論
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
し
か
し
そ
の
翌
年
、

中
国
は
輸
出
国
か
ら
一
夜
に
し
て
１
８

０
０
万
少
と
世
界
第
２
位
の
穀
物
輸
入
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にゅうすふぉ－らむ

国
に
転
じ
ま
し
た
。
私
の
指
摘
に
、
中

国
政
府
が
敏
感
に
反
応
し
て
く
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
す
。
見
解
の
違
い
の
も

と
は
明
ら
か
で
す
。
沼
年
、
人
民
公
社

解
体
後
の
開
放
経
済
が
、
農
産
物
を
弘

年
ま
で
の
７
年
間
に
１
．
５
倍
、
３
億

６
０
０
万
少
と
大
増
産
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
同
様
の
水
準

で
食
糧
を
増
産
で
き
る
、
と
中
国
政
府

は
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
中
国
農
業

の
現
状
は
、
工
場
や
住
宅
、
道
路
の
用

地
に
転
用
さ
れ
農
地
は
減
る
一
方
で

す
。単
位
面
積
当
た
り
の
コ
メ
、
小
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
量
を
増
や
す
し

か
な
い
。
し
か
し
中
国
は
世
界
一
の
化

学
肥
料
の
消
費
国
で
す
。
穀
物
の
肥
料

へ
の
反
応
率
、
つ
ま
り
増
収
効
果
が
落

ち
て
き
て
い
ま
す
。
す
で
に
地
下
水
の

く
み
上
げ
過
ぎ
で
、
水
位
が
低
下
し
、

水
資
源
は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
石

炭
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
中
国
で
は

大
気
汚
染
で
酸
性
雨
の
農
作
物
へ
の
被

害
も
悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
わ

ず
か
の
間
、
増
収
の
傾
向
は
続
く
で

し
ょ
う
。
で
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
大

幅
な
増
産
は
望
め
ま
せ
ん
。
卯
％
ぐ
ら

い
高
収
穫
の
品
種
を
広
め
た
と
し
て

も
、
急
増
す
る
人
口
を
つ
か
の
間
養
う

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ｌ
し
か
し
、
李
鵬
首
相
を
は
じ
め

中
国
政
府
の
指
導
者
た
ち
は
、
穀
物
の

自
給
を
貫
徹
す
る
と
語
り
、
実
際
に
今

年
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
輸
出
を
再
開
し

て
い
ま
す
。

干
ば
つ
の
猛
威

ブ
ラ
ウ
ン
氏
中
国
の
農
業
政
策
に

つ
い
て
私
は
最
近
二
つ
の
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
現
在
の
北
京
の
指
導
者

は
、
全
員
魂
年
か
ら
田
年
に
か
け
て

３
０
０
０
万
人
が
餓
死
し
た
大
き
き
ん

の
経
験
者
で
す
。
穀
物
の
大
量
輸
入

は
、
彼
ら
の
農
政
失
敗
と
飢
餓
の
記
憶

を
刺
激
す
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
穀
物

輸
出
量
の
釦
％
を
生
産
す
る
ア
メ
リ
カ

に
輸
入
先
を
頬
ら
ざ
る
を
え
ず
、
安
全

保
障
上
問
題
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

ｌ
農
作
物
の
自
由
貿
易
が
、
例

え
ば
途
上
国
が
自
ら
の
食
糧
生
産
よ

り
、
国
際
商
品
作
物
の
生
産
に
走

り
、
穀
物
の
先
進
国
へ
の
輸
入
依
存

を
強
め
る
。
日
本
の
よ
う
な
輸
入
国

で
は
残
留
農
薬
や
添
加
物
の
安
全
基

準
が
緩
め
ら
れ
る
な
ど
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
由
貿
易
と
環
境
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
界
よ
る
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
も
論
争
の
的
に
か
し
今
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

な
っ
て
い
ま
す
。
自
由
化
後
、
時
間
が
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
濃
度
は
農
業
が
か
っ
て
経

あ
ま
り
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
確
か
な
験
し
た
こ
と
の
な
い
勢
い
で
増
え
つ
つ

こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
ら
あ
り
ま
す
。

ゆ
る
経
済
政
策
は
環
境
に
何
ら
か
の
影
内
陸
部
で
よ
り
高
温
化
が
進
み
、
例

響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
す
え
ば
２
０
５
０
年
に
地
球
の
平
均
気
温

か
ら
、
自
由
貿
易
、
自
由
投
資
が
も
た
が
３
度
上
昇
す
る
と
す
れ
ば
、
米
国
中

ら
す
恐
れ
の
あ
る
、
環
境
面
へ
の
悪
影
西
部
の
農
業
地
帯
で
は
７
度
か
ら
皿
度

響
を
防
ぐ
た
め
の
国
際
機
関
を
設
け
る
も
高
温
化
し
、
作
物
に
大
き
な
被
害
を

べ
き
で
す
。

も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の

ｌ
鯛
年
の
米
作
西
部
の
干
ば
つ
で
常
識
が
通
用
し
な
い
時
代
の
入
り
口
に

温
暖
化
へ
の
関
心
が
一
気
に
高
ま
り
ま
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
頭
の
切
り
替

し
た
。
農
業
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
は
。
え
が
食
糧
貿
易
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る

ブ
ラ
ウ
ン
氏
異
常
気
象
が
続
い
て
の
で
す
。

も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
温
暖
化
に

（川値「舳刻壮地蝉騨Ⅱクタールにも
世
界
土
壌
劣
化
評
価
と
題
す
る
地
図
生
育
す
る
全
面
積
の
約
６
分
の
１
の
四

が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
土
壌
評
価
億
６
４
０
０
万
鯵
に
及
ん
で
い
た
。

情
報
セ
ン
タ
ー
が
国
連
環
境
計
画
の
援
こ
の
う
ち
保
全
手
段
を
採
用
す
る
こ

肋
で
３
年
間
調
査
し
、
１
９
９
０
年
に
と
で
回
復
が
可
能
な
「
や
や
問
題
が
あ

発
表
し
た
も
の
だ
。

る
地
域
」
は
約
７
億
５
０
０
０
万
鯵
し

世
界
各
地
の
土
壌
劣
化
の
範
囲
を
程
か
な
く
、
大
規
模
な
財
政
援
助
や
技
術

度
別
に
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
援
助
が
行
わ
れ
て
初
め
て
回
復
が
可
能

と
、
第
２
次
世
界
大
戦
以
降
、
土
壌
が
に
な
る
地
域
や
、
ど
ん
な
手
段
を
講
じ

劣
化
し
て
い
た
の
は
、
地
球
で
植
物
が
て
も
回
復
が
望
め
な
い
「
深
刻
な
問
題

＃，



が
あ
る
地
域
」
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
の

合
計
面
積
に
ほ
ぼ
等
し
い
約
咀
憶
鯵

だ
っ
た
。
ま
た
、
土
壌
が
劣
化
し
て
い

な
い
「
安
定
し
て
い
る
地
域
」
は
人
が
ほ

と
ん
ど
住
ん
で
い
な
い
カ
ナ
ダ
や
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
の
北
部
の

森
林
か
、
各
地
の
砂
漠
に
し
か
み
ら
れ

な
か
っ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
編
集
し
て
い
る
「
地

球
白
書
１
９
９
６
１
９
７
」
は
「
こ
う
し

た
土
地
酷
使
の
４
分
の
３
以
上
は
、
農

業
や
家
畜
の
生
産
に
よ
っ
て
、
あ
る
い

は
森
林
か
ら
耕
地
へ
の
転
換
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
る
。
誤
っ
た
農
業
活
動
だ
け

で
も
今
日
の
耕
地
面
積
の
詔
％
に
相
当

す
る
土
地
を
傷
つ
け
て
き
た
。
こ
の
報

告
書
は
、
農
業
の
基
盤
そ
の
も
の
で
あ

る
土
壌
が
世
界
各
地
で
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
地
球
規
模
で

明
ら
か
に
し
た
も
の
だ
っ
た
」
と
分

析
、
評
価
し
て
い
る
。

「
単
収
」
増
も
限
界
に

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
「
第
２

次
世
界
大
戦
後
の
世
界
農
業
は
明
ら
か

な
成
功
を
お
さ
め
た
と
言
え
る
」
と
い

う
。
世
界
の
主
要
穀
物
で
あ
る
小
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
メ
の
単
位
面
積
当

た
り
の
収
穫
量
（
単
収
）
が
着
実
に
増

え
、
人
口
増
加
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
生

産
量
が
増
え
た
か
ら
だ
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
世
界
の
穀
物
生

産
量
は
１
９
６
１
年
か
ら
こ
の
加
年
間

で
約
２
倍
に
伸
び
た
。
し
か
し
、
耕
地

面
積
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お
ら
ず
、
生

産
量
の
増
加
は
、
作
付
面
積
の
増
加
で

は
な
く
、
単
収
の
増
加
に
支
え
ら
れ
て

き
た
。こ
の
グ
ラ
フ
で
注
目
す
べ
き
は
１
人

当
た
り
の
収
穫
面
積
の
推
移
だ
。
帥
年

代
か
ら
減
少
し
続
け
、
帥
年
代
終
わ
り

ま
で
に
路
％
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ

(注）耕地面柧は穀物以外の作物も含む参考価

れ
ま
で
は
単
収
の
増
加
で
人
口
増
に
応

じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
だ
け

で
は
限
界
に
達
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。実
際
に
、
今
後
は
食
糧
・
飼
料
用
穀

物
需
要
は
大
き
く
増
大
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
進
国
で
は
か

ん
が
い
面
積
と
肥
料
投
入
量
の
伸
び
悩

み
を
背
景
に
近
年
、
穀
物
単
収
の
伸
び

が
減
少
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
農
業
生
産

活
動
に
起
因
す
る
土
壌
劣
化
や
砂
漠
化

の
進
行
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
生
産
量

の
増
加
は
望
め
な
い
と
の
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
。

(農林水産省、経済協力開発機構）

日
本
の
自
給
率
、
急
減

す
べ
て
の
食
料
を
熱
量
に
換
算
し
て

算
出
す
る
供
給
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
）
で
食
料
自
給
率
を
み
る
と
、
グ
ラ

フ
で
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
は
工
業
先

進
国
の
中
で
最
も
低
い
妬
％
（
肌
年
度
）

に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、
伝
統
的

な
食
生
活
の
柱
で
あ
る
コ
メ
と
野
菜
、

魚
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
、
肌
、
師
％
と

高
い
自
給
率
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
、

食
料
自
給
率
低
下
の
危
機
と
い
わ
れ
て

も
、
国
民
は
実
感
と
し
て
感
じ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

日
本
の
食
料
自
給
率
が
激
減
し
た
大

き
な
理
由
の
一
つ
は
、
国
民
の
食
生
活

が
こ
の
ｍ
年
間
に
す
っ
か
り
洋
風
化
し

た
か
ら
だ
。
閲
年
の
日
本
人
は
１
人
が

１
年
間
に
１
１
１
．
７
キ
ロ
の
コ
メ
と
、

９
．
２
キ
ロ
の
肉
、
師
・
５
欲
の
牛
乳
・
乳

製
口
駕
消
費
し
て
い
た
。
そ
れ
が
例
年

に
な
る
と
、
コ
メ
の
消
費
は
船
・
９
キ
ロ

に
激
減
し
、
肉
類
は
弼
・
９
キ
ロ
、
牛
乳

・
乳
製
品
は
弘
・
８
キ
ロ
に
激
増
し
た
。

つ
ま
り
日
本
の
食
料
自
給
率
が
激
減
し

た
の
は
、
１
０
０
％
自
給
の
コ
メ
の
消

費
量
が
急
減
し
た
た
め
だ
。

今
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア

諸
国
は
急
激
に
経
済
成
長
し
て
お
り
、
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四
世
紀
危
機
警
告
委
員
会
、

来
年
２
月
、
東
京
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

毎
日
新
聞
は
内
外
の
知
識
人
、
科
学

者
に
よ
る
「
Ⅲ
世
紀
危
機
警
告
委
員
会
」

（
衷
泉
ク
ラ
ブ
）
を
創
設
し
、
創
刊
１
２

５
年
を
迎
え
る
１
９
９
７
年
２
月
、
東

京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。
委

員
会
は
人
口
急
増
、
食
糧
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
偏
在
、
自
然
破
壊
な
ど
地
球
規

模
の
問
題
を
総
合
的
に
分
析
し
、
新
た

な
世
紀
を
開
く
た
め
の
人
類
の
行
動
指

針
「
皿
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（
東
京

ク
ラ
ブ
宣
言
）
を
取
り
ま
と
め
、
諸
国

語
に
翻
訳
、
国
連
と
世
界
各
国
に
送
り

ま
す
。こ
の
委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
毎
日
新
聞
は
国
内
の
研
究
者
に
よ

る
「
技
術
・
評
価
委
員
会
」
を
別
途
組

織
。
地
球
環
境
の
変
化
を
最
新
の
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
継
続
的
に
分
析
し
、
新
聞

紙
上
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
原
剛
・
毎
日
新
聞
社
編
集
局

か
つ
て
の
日
本
の
よ
う
に
食
の
好
み
が

変
化
し
、
肉
類
を
大
量
生
産
す
る
た
め

穀
物
を
大
量
に
輸
入
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

蕊難
-1995年一-96年一てたよし景経の

特
別
委
員
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
向
け
て

各
分
野
の
科
学
者
、
知
識
人
ら
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
内
容
を
特
集
紙
面
で

紹
介
し
、
”
有
限
の
星
“
地
球
の
か
け

完全失業率と有効求人倍率の推移

函

率
％
弘
麺
巫
則
、

■

失
仁
業
一
率
、
・
過
曰
去
■
最
悪
の
三
・
五
％
二
・

構
己
造
工
的
要
因
を
．
分
析
Ⅱ
へ

七
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
と
な
り
、
急
激
な
高
齢
化
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
る
様
子
が
、
総
務
庁

統
計
局
が
二
十
八
日
付
で
公
表
し
た
国

勢
調
査
二
九
九
五
年
十
月
実
施
）
の
抽

出
速
報
で
浮
か
び
上
が
っ
た
。
お
年
寄

り
人
口
は
千
八
百
六
十
万
人
で
、
九
○

年
の
前
回
調
査
か
ら
約
二
五
％
増
え
、

改
善
し
て
い
く
と
は
楽
観
で
き
な
く

な
っ
て
き
た
」
（
糠
谷
真
平
事
務
次
官
）

と
し
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
や
若
年
層
の

転
職
志
向
、
自
営
業
者
の
動
向
な
ど
、

失
業
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
構
造
変
化

を
探
る
。

５
月
の
有
効
求
人
倍
率
が
０
・
閉
倍

が
え
の
な
い
自
然
と
文
明
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
行
動
計
画
を
読
者
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
六
・
二
十
八
）

園

七
人
に
一
人
、
六
十
五
歳
以
上

急
激
仁
に
｛
自
国
齢
化
。
未
一
婚
も
増

過
去
最
高
の
増
加
率
を
記
録
。
ま
た
、

二
十
歳
代
後
半
の
女
性
の
ほ
ぼ
半
分
が

結
婚
し
て
い
な
い
な
ど
、
男
女
と
も
未

婚
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。

今
回
調
査
に
よ
る
と
、
全
人
口
に
占

め
る
お
年
寄
り
の
割
合
は
一
四
・
八

％
。
フ
ラ
ン
ス
と
同
水
準
だ
が
、
他
の

と
４
カ
月
ぶ
り
に
増
加
、
景
気
回
復
に

伴
い
家
庭
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
主
婦
が

求
職
活
動
を
開
始
す
る
な
ど
、
回
復
期

に
見
ら
れ
る
景
気
循
環
的
な
押
し
上
げ

要
因
も
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
「
非
自

発
的
な
離
職
者
」
が
前
年
同
月
比
９
万

人
増
と
高
水
準
で
、
中
高
年
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
が
緩

む
気
配
は
な
い
。
製
造
業
の
海
外
生
産

の
進
展
な
ど
も
国
内
雇
用
に
は
イ
ン
パ

ク
ト
と
な
り
、
従
来
の
景
気
回
復
期
と

は
異
な
る
雇
用
構
造
の
変
化
を
分
析

し
、
経
済
構
造
改
革
な
ど
を
通
じ
た
是

正
策
を
探
る
方
針
だ
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
六
・
二
十
九
）
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主
要
国
で
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
急

ピ
ッ
チ
の
増
加
傾

向
が
一
層
は
っ
き

り
し
た
Ⅱ
グ
ラ

フ
。各
都
道
府
県
で

も
前
回
調
査
か
ら

二
’
四
・
五
ポ
イ

ン
ト
の
幅
で
す
べ
Ｉ
田
剛
刊
１
１
細

て
上
昇
し
た
。
お

年
寄
り
の
比
率
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た

の
は
島
根
県
（
二
二
・
六
％
）
で
、
七
五

年
調
査
か
ら
五
回
連
続
で
ト
ッ
プ
。
ま

た
、
お
年
寄
り
の
女
性
の
ほ
ぼ
六
人
に

一
人
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。

未
婚
者
の
割
合
は
、
男
性
は
二
十
歳

代
後
半
－
四
十
歳
代
の
世
代
で
、
女
性

は
二
十
歳
代
前
半
’
三
十
歳
代
前
半
の

世
代
で
増
加
傾
向
が
目
立
っ
た
。
特

日
本
の
総
人
ロ
に
占
め
る
砺
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
が
１
９
９
５
年
、
前

回
５
年
前
よ
り
２
．
８
ポ
イ
ン
ト
増
え

■お年寄り人ロ比の推移

弊
戦
野
趣

詫
な
粥
⑭
湖

な
く
。
ｆ
盟
伊

・
哉
財
■
出
＄
ず

露･}:Ｅ
⑬酔訶⑭

に
、
三
十
－
三
十
四
歳
の
男
性
で
未
婚

者
が
三
七
・
三
％
（
前
回
調
査
か
ら
四
・

七
ポ
イ
ン
ト
増
）
、
二
十
五
’
二
十
九

歳
の
女
性
で
四
九
・
○
％
（
同
八
・
八
ポ

イ
ン
ト
増
）
。

抽
出
速
報
は
、
全
世
帯
か
ら
抽
出
し

た
一
％
の
調
査
票
を
も
と
に
、
年
齢
別

の
人
口
構
成
や
産
業
・
職
業
構
成
な
ど

十
七
項
目
に
つ
い
て
推
計
し
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
六
・
二
十
九
）

悪
ｊ
ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
…
霞
「
…
ｌ
…
Ｉ
！
…

…
鰯
・
許
尋
一
註
」
シ
…
，
；
１
回
；
許
三
一
…
斑
像
験
：
：
‐
汁
揖
瞳
・
〈
１
１
，
…
』
｛
…
「
蕊

て
ｕ
・
・
・
％
（
約
１
８
６
０
万
）
に
達

し
、
閉
歳
以
上
の
女
性
の
６
人
に
１
人

は
独
り
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
が
羽
日
、

1５

1０

ｏ１，，，，，，，，，，i蕊蕊蕊
1945年5０６０７０８０９０２０００１０

総
務
庁
統
計
局
が
発
表
し
た
妬
年
国
勢

調
査
の
１
％
抽
出
速
報
集
計
結
果
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
未
婚
率
も
男
女
と
も

前
回
よ
り
上
昇
し
、
帥
～
弘
歳
の
男
性

の
３
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人

が
結
婚
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
持
ち
家

率
は
、
・
０
％
と
前
回
並
み
だ
っ
た

が
、
１
世
帯
当
た
り
の
延
べ
床
面
積
は

師
・
２
平
方
腕
で
、
前
回
に
比
べ
畳
２

畳
分
に
あ
た
る
３
．
３
平
方
肘
だ
け
増

え
た
。

筋
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
前
回
と
比

較
し
て
全
都
道
府
県
で
増
え
た
。
最
も

高
い
の
は
、
市
年
の
調
査
以
来
連
続
し

て
島
根
県
で
配
・
６
％
。
最
も
低
い
の

は
加
年
以
来
連
続
で
埼
玉
県
の
皿
・
４

％
だ
っ
た
。
諸
外
国
と
比
べ
る
と
現
在

は
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
（
ｕ
・
９
％
）

並
み
だ
が
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
人
口
構
成

の
変
化
が
続
く
と
、
近
い
将
来
は
デ
ン

マ
ー
ク
（
姐
・
２
％
）
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
姐

・
９
％
）
の
北
欧
諸
国
と
同
水
準
に
な
る

見
通
し
と
い
う
。

ま
た
筋
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
は
２

２
５
万
世
帯
と
全
体
の
５
％
・
前
回
調

査
に
比
べ
約
㈹
万
世
帯
増
え
た
。

未
婚
率
に
つ
い
て
は
、
加
年
と
比
較

す
る
と
男
性
は
釦
～
弘
歳
が
最
も
顕
著

に
上
昇
し
、
ｎ
．
５
％
か
ら
師
・
３
％

琴二J≦1劃､Bi旨睡jjJJnJJjJjlJ

鑓iiil識顛塾.5鰯Ⅱ

章■口誇.､11Miii鑓１１譲穂.■J1■`JrJ
LJ.；nF(口上ﾙ■ﾌﾞ■､ｉｌ議11鰯i鰯ii虫j達>■
ｺﾞ鰯Ｔｌ：ｻﾞい」〃ｊｊｉ/三三J'くハ｣<f)

へ
。
女
性
の
場
合
は
躯
～
羽
歳
の
変
化

が
最
も
大
き
く
、
皿
・
０
％
か
ら
姐
・
０

％
に
上
昇
。
離
婚
率
は
い
ず
れ
の
年
代

で
も
上
昇
傾
向
だ
が
、
特
に
蛆
～
蛆
歳

の
増
加
割
合
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま

た
、
今
回
の
調
査
で
弱
～
羽
歳
で
も
男

性
の
４
人
に
１
人
、
女
性
の
、
人
に
１

人
は
未
婚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
有
田
浩
子
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
六
・
二
十
九
）

総
務
庁
は
二
十
八
日
、
昨
年
十
月
に

実
施
し
た
九
五
年
国
勢
調
査
の
抽
出
速

報
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以

上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
、
前
回
調
査

（
九
○
年
）
比
で
二
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
の

一
四
・
八
％
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、

高
齢
化
が
一
段
と
す
す
ん
で
い
る
実
態

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
一
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わが国の人ロピラミッド 方
、
十
四
歳
以
下
の
年
少
人
口
は
同
二

・
三
ポ
イ
ン
ト
減
の
一
五
・
九
％
と
過
去

最
低
と
な
っ
た
。

速
報
は
国
勢
調
査
対
象
の
約
一
％
に

あ
た
る
約
四
十
万
世
帯
を
抽
出
し
、
年

齢
別
人
口
や
労
働
力
状
況
な
ど
十
一
項

目
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

老
年
人
口
は
約
千
八
百
六
十
万

人
。
高
齢
化
比
率
は
七
○
年
の
七
二

％
と
比
べ
る
と
四
半
世
紀
で
二
倍
以

上
に
拡
大
し
た
。
年
少
人
口
は
千
九

百
九
十
六
万
人
で
、
二
千
万
の
大
台

を
割
り
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。
人
口
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
も
四
十
代
後
半
と
二
十
代
前

半
に
膨
ら
み
を
持
つ
「
ひ
ょ
う
た
ん

型
」
と
な
っ
た
。

未
婚
率
で
は
、
特
に
顕
著
な
の
が
二

十
五
’
二
十
九
歳
の
女
性
。
八
○
年
の

二
四
・
○
％
が
、
今
回
は
約
二
倍
の
四

九
・
○
％
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
背
景
に

は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う
結
婚
観

の
変
化
な
ど
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
男
性
も
八
○
年
に
二
一
・

五
％
だ
っ
た
三
十
’
三
十
四
歳
の
未
婚

率
が
、
今
回
は
三
七
・
三
％
と
な
っ
て

晩
婚
化
が
進
ん
だ
。

一
世
帯
当
た
り
の
人
数
も
二
・
八
四

人
で
前
回
調
査
よ
り
さ
ら
に
減
少
し

た
。
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
二
四
・
八
％

と
最
も
多
く
、
以
下
二
人
の
一
一
三
・
二

％
、
四
人
の
一
九
・
○
％
と
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
単
独
世

帯
が
二
百
二
十
五
万
世
帯
と
、
九
○
年

百
二
十
五
万
世
帯
と
、
九
○
年

調
査
時
よ
り
三
八
・
八
％
増
と

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た
。
十
五
歳

以
上
の
就
業
者
は
六
千
三
百
九

十
万
人
で
、
第
三
次
産
業
就
業

者
が
六
一
・
九
％
と
今
回
初
め

て
六
割
を
超
え
た
。
第
三
次
産

業
比
率
は
米
国
（
七
三
・
七

％
）
、
カ
ナ
ダ
（
七
三
・
四
％
）
よ

り
低
く
、
イ
タ
リ
ア
（
六
○
・
八

％
）
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞

一
九
九
六
・
六
・
二
十
九
）

一一‐や，ｌｌｌＣｃｌ｜》〉．。．｜｜‐’’一．・・一一：十一一垂》》》密》》》』‐」・・…’’’’’’’’一一‐Ｔ二一一一一ユユ｜Ｌ一一》｝．
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去
最
多
の
千
八
百
六
十
万
人
で
、
総
人

ン
卜
増
加
し
た
。
五
年
前
と
比
べ
た
伸

び
率
も
二
四
・
九
％
と
過
去
最
高
で
、

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
を
裏
付
け
た
。

今
回
の
速
報
は
全
世
帯
の
一
％
を
抽

出
し
て
集
計
し
た
も
の
で
、
確
定
値
は

十
一
月
に
発
表
す
る
。

都
道
府
県
別
の
老
年
人
ロ
比
率
は
、

島
根
県
が
二
二
・
六
％
で
一
番
高
く
、

最
低
は
埼
玉
県
の
一
○
・
四
％
だ
が
、

老
年
人
口
比
率
は
全
都
道
府
県
で
増
加

し
た
。
総
人
口
に
占
め
る
年
少
人
口

（
十
五
歳
未
満
）
は
一
五
・
九
％
で
五
年

前
よ
り
二
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
実
数

千
九
百
九
十
六
万
人
は
、
総
人
口
が
九

五
年
の
四
四
・
六
％
し
か
な
か
っ
た
一

九
二
○
年
の
第
一
回
調
査
の
二
千
四
十

二
万
人
を
も
下
回
る
過
去
最
少
と
な

り
、
老
年
人
口
と
接
近
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、

二
十
代
前
半
と
四
十
代
前
半
に
膨

ら
み
を
持
つ
「
ひ
ょ
う
た
ん
型
」
の

傾
向
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
。

未
婚
率
を
み
る
と
、
男
女
と
も

晩
婚
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
。

男
性
は
三
十
’
三
十
四
歳
で
一
一
一
七
・

三
％
と
五
笙
別
よ
り
四
・
七
ポ
イ
ン

ト
上
昇
○
二
十
五
’
二
十
九
歳
女

性
の
四
九
％
は
前
回
比
八
・
八
ポ
イ

ン
ト
増
で
、
十
五
年
前
（
二
四
％
）
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と
比
べ
る
と
倍
増
し
た
。
た
だ
、
三
十

五
’
三
十
九
歳
女
性
の
未
婚
率
は
九
・

七
％
と
前
回
比
二
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

産
業
別
就
業
者
数
で
は
、
第
三
次
産

業
が
三
千
九
百
五
十
三
万
人
と
六
一
。

国
連
が
推
進
す
る
「
貧
困
撲
滅
の
国

際
年
」
の
今
年
、
毎
日
新
聞
社
と
毎
日

新
聞
社
会
事
業
団
の
「
飢
餓
・
貧
困
・

難
民
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
、
ア
ジ

ア
で
最
も
貧
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ふ
も

と
、
ネ
パ
ー
ル
を
取
材
。
貧
困
故
に
あ

え
ぐ
子
供
や
女
性
た
ち
の
姿
を
っ
ぷ
さ

週■四匹

JFi鬘■■
賛?｣ん■

圏で■（

口毫1J■曾口
寶口J1亭！
■エコママ

ィは■

二J■琵
連L■だ
鎖丁.■

に
見
た
。

そ
の
中
で
、

「
生
き
る

の
に
必
要

な
医
療
・

教
育
環
境

を
整
え
よ

》
２
と
、

数
少
な
い

地
元
の
医

師
ら
が
子

九
％
を
占
め
た
。
第
三
次
産
業
が
六
割

を
超
え
た
の
は
初
め
て
で
、
初
め
て
全

都
道
府
県
で
五
割
を
突
破
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
六
・
六
・
二
十
九
）

供
の
た
め
の
病
院
造
り
に
立
ち
上
が
っ
て

い
た
。

【
文
・
蓮
見
新
也

写
真
・
懸
尾
公
治
】

小
さ
な
５
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
１
階

の
廊
下
に
敷
か
れ
た
布
の
上
に
並
ん
で

い
た
。
し
わ
だ
ら
け
の
手
は
枯
れ
枝
の

よ
う
に
細
い
。

ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
市

に
、
「
女
性
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
売
春
婦
と
し
て

働
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
女
性
た
ち
を

救
う
た
め
の
施
設
だ
。

女
性
寮
長
の
ア
ヌ
ラ
ダ
・
コ
イ
ラ
ラ

さ
ん
（
灯
）
が
、
一
人
の
女
児
を
指
さ
し

た
。
「
こ
の
子
の
名
は
リ
ラ
。
こ
こ
に

住
み
込
ん
で
い
る
子
供
た
ち
が
名
付
け

た
ん
で
す
。
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
」

リ
ラ
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
１
カ
月
半
。

母
親
は
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
で
売
春
を

し
て
い
た
。
実
家
に
帰
っ
て
リ
ラ
ち
ゃ

ん
を
産
み
、
５
日
後
に
エ
イ
ズ
で
死
ん

だ
。
困
っ
た
家
族
が
リ
ラ
ち
ゃ
ん
を
セ

ン
タ
ー
に
連
れ
て
き
た
。
そ
の
泣
き
声

は
、
弱
い
。

「
医
者
も
怖
が
り

寄
り
つ
か
な
い
」

セ
ン
タ
ー
の
寮
の
一
室
で
、
喧
歳
の

少
女
、
サ
リ
タ
・
マ
ガ
ル
さ
ん
が
別
の

赤
ち
ゃ
ん
に
左
手
で
ミ
ル
ク
を
や
っ
て

い
た
。
蒸
し
暑
い
中
、
厚
手
の
長
そ
で

シ
ャ
ツ
、
右
肩
に
は
冬
に
頭
に
巻
く

布
、
ソ
ー
ル
を
巻
い
て
い
る
。

貧
し
か
っ
た
た
め
、
ｎ
歳
の
時
、
母

に
言
わ
れ
て
仕
事
を
探
し
に
カ
ト
マ
ン

ズ
に
一
人
で
出
た
。
子
供
の
世
話
や
皿

洗
い
。
住
み
込
み
の
仕
事
を
始
め
た

が
、
灯
油
ス
ト
ー
ブ
の
事
故
で
大
や
け

ど
を
負
っ
た
。

１
カ
月
前
、
町
を
歩
い
て
い
る
時
、

「
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
に
は
、
も
っ
と

い
い
仕
事
が
あ
る
よ
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
。
着
い
た
先
は
売
春
宿
。
２
万
ル

ピ
ー
（
１
ル
ピ
ー
は
約
２
円
）
で
売
り
飛

ば
さ
れ
た
。
宿
の
主
人
が
や
け
ど
を
診

て
「
こ
れ
は
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
」
と

言
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
放
り
出
さ

れ
、
駆
け
込
ん
だ
警
察
か
ら
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
さ
れ
た
。
「
や
け
ど
の
お
か
げ

で
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ラ
ー
ム
ロ

バ
イ
ョ
（
よ
か
っ
た
ピ

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
毎
年
５
０
０
０
人

か
ら
７
０
０
０
人
の
陥
歳
以
下
の
少
女

が
売
春
目
的
で
イ
ン
ド
の
業
者
に
売
ら

れ
る
。
危
険
覚
悟
で
逃
げ
出
す
か
、
エ

イ
ズ
感
染
が
分
か
っ
た
時
以
外
、
戻
っ

て
こ
な
い
。

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
、
２
２
５

人
の
こ
う
し
た
女
性
を
救
援
し
て
き

た
。
職
業
訓
練
や
就
職
の
世
話
が
主

で
、
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
は
十
分
で
は

な
い
。「
エ
イ
ズ
を
怖
が
っ
て
医
者
が
寄
り

つ
か
な
い
。
い
い
病
院
い
い
医
者
が
必

要
で
す
。
」
マ
ダ
ラ
寮
長
は
、
訴
え
た
。

Ⅱ
◇
Ⅱ

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
に
よ
る

と
、
ネ
パ
ー
ル
の
５
歳
未
満
児
の
死
亡

率
は
１
０
０
０
人
中
１
２
８
人
（
１
９

９
３
年
日
本
は
６
人
）
。
小
児
専
門
病

院
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
一
つ
あ
る
だ

け
。
こ
の
た
め
、
現
地
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
ネ
パ
ー

ル
」
な
ど
が
委
員
会
を
つ
く
り
、
南
西
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にゆうすふぉ－らむ

平
成
七
年
の
一
年
間
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
の
数
は
百
九
十
万
人
と
前
年
よ

り
五
万
人
減
り
、
人
口
千
人
当
た
り
の

出
生
率
が
九
・
五
人
と
史
上
最
低
を
記
録

部
の
ブ
ト
ワ
ル
市
で
子
ど
も
病
院
建
設

に
乗
り
出
し
た
。
「
日
本
か
ら
も
援
助

皿■■川口ｉ■蝋■擢撮鱒川口・…・川
し
た
こ
と
が
六
日
、
厚
生
省
が
ま
と
め

た
「
平
成
七
年
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
」

で
分
か
っ
た
。
女
性
一
人
が
一
生
に
産

む
子
供
の
平
均
人
数
を
示
し
た
合
計
特

の
手
を
」
と
関
係
者
は
話
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

珠
出
生
率
も
一
・
四
三
人
と
過
去

最
低
を
記
録
し
た
。
離
婚
件
数

は
前
年
よ
り
四
千
組
増
加
し
、

史
上
最
高
の
二
十
万
組
近
く
に

達
し
た
。

人
口
動
態
統
計
は
、
役
所
に

届
け
ら
れ
た
出
生
、
死
亡
、
婚

姻
、
離
婚
な
ど
を
厚
生
省
が
集

計
し
て
分
析
す
る
調
査
で
、
厚

生
行
政
の
基
礎
資
料
を
得
る
の

が
目
的
。
昨
年
一
年
間
の
出
生

数
は
百
十
八
万
七
千
六
十
七
人

で
、
二
十
一
年
ぶ
り
の
大
幅
増

と
な
っ
た
前
年
（
百
二
十
三
万

八
千
三
百
二
十
八
人
）
に
比
べ

て
五
万
千
二
百
六
十
一
人
減
少

し
た
。
人
口
千
人
当
た
り
の
出

生
率
は
九
・
五
人
と
前
年
の
一

○
・
○
人
を
下
回
り
、
調
査
を
始
め
た

明
治
三
十
二
年
以
来
、
史
上
最
低
と

な
っ
た
。

十
五
歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
女
性

の
年
齢
別
出
生
率
を
合
わ
せ
た
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
昭
和
五
十
九
年
以
来
の

一
時
的
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
前
年
二
・
五

○
人
）
を
再
び
下
回
り
、
｜
・
四
三
人
。

年
齢
別
で
前
年
と
比
較
す
る
と
、
特
に

二
十
五
’
二
十
九
歳
の
女
性
で
低
下
が

著
し
く
、
十
五
’
十
九
歳
と
三
十
五
’

三
十
九
歳
の
女
性
は
増
加
し
た
。

ま
た
、
最
初
の
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
母

親
の
平
均
年
齢
は
毎
年
上
が
り
、
昭
和

四
十
年
に
二
五
・
七
歳
だ
っ
た
の
が
、

平
成
元
年
以
降
は
二
十
七
歳
を
突
破
、

七
年
は
二
七
・
五
歳
と
な
っ
た
。
女
性

の
平
均
初
婚
年
齢
は
四
年
連
続
で
上
昇

し
、
二
六
・
三
歳
。

厚
生
省
で
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
晩

婚
。
晩
出
産
傾
向
が
出
生
率
低
下
の
大

き
な
原
因
と
み
て
お
り
、
高
齢
化
社
会

が
ま
す
ま
す
進
む
と
分
析
し
て
い
る
。

逆
に
、
死
亡
数
は
九
十
二
万
二
千
六

十
二
人
と
四
十
五
年
ぶ
り
に
九
十
万
人

を
超
え
、
前
年
（
八
十
七
万
五
千
九
百

三
十
三
人
）
よ
り
四
万
六
千
百
二
十
九

人
増
え
た
。
人
□
千
人
当
た
り
の
死
亡

率
も
七
・
四
人
と
前
年
（
七
・
一
人
）
を
上

回
っ
た
。

厚
生
省
で
は
、
阪
神
大
震
災
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
死
亡
数
増
加
の

原
因
と
み
て
い
る
。

一
方
、
三
年
以
降
、
増
加
し
て
い
る

離
婚
件
数
は
七
年
も
十
九
万
九
千
三
十

二
組
と
前
年
（
十
九
万
五
千
百
六
組
）
よ

り
三
千
九
百
二
十
六
組
増
え
た
。
人
口

千
人
当
た
り
の
離
婚
率
も
一
・
六
○
人

と
前
年
二
・
五
七
人
）
を
上
回
り
、
離

婚
件
数
と
と
も
に
人
口
動
態
統
計
史
上

最
高
と
な
っ
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）
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一
九
九
五
年
に
国
内
で
生
ま
れ
た
日

本
人
の
子
供
の
数
は
、
百
十
八
万
七
千

六
十
七
人
に
と
ど
ま
り
、
現
在
の
よ
う

な
統
計
方
法
が
導
入
さ
れ
た
一
八
九
九

年
（
明
治
三
十
二
年
）
以
来
最
低
と
な
っ

た
こ
と
が
、
厚
生
省
が
六
日
付
で
発
表

し
た
人
口
動
態
統
計
の
概
況
で
分
か
っ

た
。
前
年
は
増
加
に
転
じ
、
長
期
低
落

麺■捌口■口上■蝋■鑑■嶋雛■灯
も
一
段
落
か
と
み
え
た
が
、
こ
れ
を
約

五
万
人
も
下
回
っ
た
。
特
に
二
十
歳
代

の
母
親
の
出
産
数
の
減
少
（
前
年
比
約

四
万
四
千
人
減
）
が
響
い
て
お
り
、
厚

生
省
は
「
晩
婚
・
晩
産
化
が
続
く
限

り
、
出
生
数
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
」
と
み
て
い
る
。

出
生
数
は
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

二
九
七
一
’
七
四
年
）
以

降
、
ほ
ぼ
毎
年
減
り
続
け
て

い
る
。
九
四
年
は
前
年
を
約

五
万
人
上
回
り
、
二
十
一
年

ぶ
り
の
大
幅
増
加
と
な
っ
た

が
、
一
時
的
な
現
象
に
終

わ
っ
た
模
様
だ
。
昨
年
の
出

生
数
を
母
親
の
五
歳
ご
と
の

年
齢
階
層
で
み
る
と
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
年
齢
階
層
で
減
少

し
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
供
の
平
均
人
数
を
試

算
し
た
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

も
史
上
最
低
の
一
・
四
三
ま

で
下
が
っ
た
。

六
五
年
に
は
、
初
め
て
出

産
し
た
年
齢
の
平
均
は
二
十
五
・
七
歳

だ
っ
た
の
が
昨
年
は
二
十
七
・
五
歳
ま
で

上
昇
し
て
お
り
、
出
生
減
の
要
因
の
一

つ
と
さ
れ
る
「
晩
産
化
」
の
傾
向
が
依
然

と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

一
方
、
九
五
年
の
死
亡
数
は
九
十
二

万
二
千
六
十
二
人
で
前
年
よ
り
約
四
万

六
千
人
増
え
た
。
出
生
数
か
ら
死
亡
数

を
引
い
た
「
自
然
増
加
数
」
は
二
十
六
万

五
千
五
人
（
前
年
比
約
九
万
七
千
人

減
）
。
自
然
増
加
数
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
た
県
は
秋
田
、
和
歌
山
、
鳥
取
、

島
根
、
山
口
、
徳
島
、
高
知
、
鹿
児
島

の
八
県
で
、
阪
神
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
神
戸
も
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
二

千
五
百
十
人
上
回
っ
た
。

死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で
、
死
亡
者

全
体
の
二
八
・
五
％
を
占
め
た
。
中
で

も
男
性
の
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は

21ｍ
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１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子

供
の
平
均
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
が
昨

年
、
過
去
最
低
の
１
．
蛆
と
な
っ
た
こ

と
が
、
厚
生
省
が
６
日
付
で
発
表
し
た

九
三
年
に
初
め
て
胃
が
ん
を
上
回
り
、

そ
の
差
は
広
が
っ
て
い
る
。
死
因
の
二

位
は
脳
血
管
疾
患
で
一
五
・
九
％
、
三

位
は
心
疾
患
の
一
五
二
％
だ
っ
た
。

婚
姻
件
数
は
七
十
九
万
千
八
百
九
十

二
組
で
前
年
よ
り
約
九
千
組
増
え
た
。

婚
姻
件
数
は
八
八
年
以
降
上
昇
傾
向
に

あ
る
が
、
離
婚
件
数
も
同
時
に
伸
び
続

け
て
い
る
。
九
五
年
は
史
上
最
高
の
十

九
万
九
千
三
十
二
組
で
、
二
分
三
十
八

秒
に
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
破
局
を
迎
え

た
こ
と
に
な
る
。

離
婚
件
数
を
同
居
期
間
別
に
み
る
と

「
五
年
未
満
」
が
最
も
多
く
、
「
五
－
十

年
」
、
「
二
十
年
以
上
」
と
続
く
。
特
に

「
一
一
十
五
－
三
十
年
」
と
い
う
熟
年
カ
ッ

プ
ル
の
離
婚
が
前
年
比
四
・
一
％
と
高

い
伸
び
を
示
し
た
の
が
目
立
っ
て
い

る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

１
９
９
５
年
「
人
口
動
態
統
計
月
報
年

計
」
で
分
か
っ
た
。
出
生
数
１
１
８
万

７
０
６
７
人
（
前
年
比
５
万
１
２
６
１

人
減
）
、
人
ロ
１
０
０
０
人
当
た
り
の

5６
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九
五
年
に
国
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
数
（
出
生
数
）
は
百
十
八
万
七
千
六

女
性
が
初
め
て
子
を
産
む
年
齢
は
平
均

訂
，
５
歳
と
な
り
、
こ
こ
数
年
、
毎
年

上
昇
し
て
い
る
。

出
生
率
９
．
５
（
同
０
．
５
ポ
イ

ン
ト
減
）
も
過
去
最
低
。
厚
生

省
は
「
女
性
の
結
婚
、
出
産
年

齢
の
上
昇
に
加
え
、
未
婚
率
の

上
昇
も
大
き
な
要
因
」
と
分
析

し
て
お
り
、
急
速
な
少
子
化
に

は
歯
止
め
が
か
か
り
そ
う
に
な

い
ｏ合
計
特
殊
出
生
率
は
、
朗
年

の
１
．
蝿
が
最
低
で
拠
年
は
ｌ
・

卯
に
回
復
し
て
い
た
。
出
生
数

は
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
Ⅶ

～
刊
年
）
当
時
は
年
間
２
０
０

万
～
２
１
０
万
人
に
達
し
た

が
、
そ
の
後
減
少
。
叫
年
に

い
っ
た
ん
増
加
に
転
じ
た
が
、

今
回
は
再
び
減
少
に
転
じ
た
。

出
生
数
低
下
の
最
大
の
要
因

は
女
性
の
出
産
年
齢
の
上
昇
。

四回少
産
二
化
・
に
再
び
拍
車

い
：
■
赤
ち
ゃ
ん
■
５
万
人
減

蕊

蕊
議’

十
七
人
で
、
一
人
の
女
性
一
生
に
産
む

子
供
の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
も
一
・

【
尾
中
香
尚
里
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

出
崖
率
や

最
低
の
１
．
州

年
、
十
年

麺
（
万
人
）

ぶ
り
に
上

昇
し
た
が
、
｜
年
で
再
び
下
落
、
人
口

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
ら
な

か
っ
た
。
同
省
で
は
「
晩
婚
・
晩
産
化
」

が
依
然
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
少
子

化
の
要
因
と
み
て
い
る
。
人
口
の
自
然

増
加
数
も
二
十
六
万
五
千
五
人
と
過
去

最
低
だ
っ
た
。

社
会
保
障
費

若
年
層
の
負
担
増
必
至

統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
出

雛翻鱸輪：
翻圏函'赤ちゃんの数とM1生率、■

蕊?蝿
５

４

(jQJf九つ
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禰糊ョ
２95年の人口動態統計

1００

合撒f祷懸趨塗率
《右目盛り）＿

鑿
出生数,
(左目盛り）

０
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》
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実数
平均発
生間隔

出生 1,187,067人 27秒

死亡 ９２２ 062人 34秒

自然増加 265 005人

結婚 791 892組 40秒

離婚 199 032組 2分38秒



生
数
は
、
前
年
に
比
べ
五
万
千
二
百
六

十
一
人
減
で
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三

十
二
）
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
最

低
だ
っ
た
。
第
二
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム

（
七
一
’
七
四
年
）
に
は
年
間
二
百
万
人

以
上
の
出
生
数
が
あ
っ
た
が
、
以
後
毎

年
減
少
し
続
け
、
九
四
年
に
い
っ
た
ん

増
加
し
た
も
の
の
、
再
び
減
少
し
た
。

出
生
数
（
人
口
千
人
に
対
す
る
出
生
数

の
割
合
）
も
前
年
の
一
○
・
○
か
ら
減
少

し
、
九
・
五
で
史
上
最
低
に
な
っ
た
。

ま
た
、
二
・
○
八
以
下
で
人
口
減
に

な
る
と
さ
れ
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

前
年
二
・
五
○
）
に
比
べ
○
・
○
七
ポ
イ

ン
ト
も
減
少
し
た
。
合
計
特
殊
出
生
率

を
欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
ア
メ
リ

カ
（
二
・
○
五
、
九
三
年
）
、
ス
ウ
ェ
１

デ
ン
ニ
・
八
八
、
九
四
年
）
、
イ
ギ
リ

ス
（
一
・
七
六
、
九
三
年
）
、
フ
ラ
ン
ス

（
一
・
六
五
、
九
四
年
）
は
日
本
よ
り
高

い
が
、
ド
イ
ツ
（
一
・
二
八
、
九
三

年
）
、
イ
タ
リ
ア
（
一
・
一
一
一
三
、
九
二
年
）

は
日
本
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

出
生
数
を
母
親
の
年
齢
別
（
五
歳
ご

と
）
に
見
る
と
、
二
十
五
’
二
十
九
歳

で
特
に
減
少
が
大
き
く
、
逆
に
三
十
五

’
三
十
九
歳
の
出
生
率
は
微
増
し
て
い

る
。ま
た
、
初
婚
の
妻
の
平
均
年
齢
は
二

十
六
・
三
歳
、
第
一
子
を
産
む
母
親
の

平
均
年
齢
は
二
十
七
・
五
歳
で
、
と
も

に
過
去
最
高
を
更
新
し
、
「
晩
婚
、
晩

産
」
が
少
子
化
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
裏
付
け
た
。

婚
姻
件
数
は
七
十
九
万
千
八
百
九
十

二
組
で
前
年
よ
り
九
千
百
五
十
四
組
増

加
し
た
。
離
婚
件
数
は
十
九
万
九
千
三

十
二
組
で
前
年
よ
り
三
千
九
百
二
十
六

組
増
、
こ
ち
ら
は
史
上
最
高
に
な
っ

た
。

一
方
、
九
五
年
の
死
亡
数
は
九
十
二

万
二
千
六
十
二
人
で
前
年
よ
り
四
万
六

千
百
二
十
九
人
増
加
し
、
四
十
五
年
ぶ

り
に
九
十
万
人
を
超
え
た
。
厚
生
省
で

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ほ
か
、

阪
神
大
震
災
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と

み
て
い
る
。

死
因
の
第
一
位
は
悪
性
新
生
物
（
が

ん
）
で
二
八
・
五
％
、
第
二
位
は
脳
血
管

疾
患
で
一
五
・
九
％
、
第
三
位
は
心
疾

患
で
一
五
二
％
だ
っ
た
。

出
生
数
が
ま
す
ま
す
減
る
一
方
で
、

高
齢
化
が
一
段
と
進
む
「
少
子
高
齢
化

社
会
」
は
、
社
会
保
障
制
度
の
仕
組
み

や
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

例
え
ば
、
厚
生
省
の
年
金
保
険
料
の
計

算
は
、
九
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
を

一
・
五
○
と
推
計
し
、
そ
れ
ら
を
前
提

圏
弓■Ｆ増・戈続け■６熟・年■離口婚二□。。」
』ローくう■■一・鰄繩■震・・災の。影響、」．・色「鵜・＃一

●
神
戸
の
死
亡
数
突
出

昨
年
の
死
亡
者
数
は
躯
万
２
０
６
２

人
で
、
前
年
比
４
万
６
１
２
９
人
増
。

最
近
は
布
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
が

増
え
て
い
る
が
、
昨
年
は
布
歳
以
上
の

死
亡
率
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

年
齢
層
で
死
亡
率
が
上
昇
し
た
。
厚
生

省
は
「
死
亡
者
の
大
半
が
１
～
３
月
に

集
中
し
て
お
り
、
阪
神
大
震
災
の
影
響

で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

死
亡
者
数
が
出
生
数
を
上
回
っ
た
の

は
秋
田
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
山

６
日
付
で
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
の
１

９
９
５
年
「
人
口
動
態
統
計
月
報
年
計
」

か
ら
は
、
死
亡
者
数
と
阪
神
大
震
災
の

関
係
、
増
え
続
け
る
「
熟
年
離
婚
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
現
象
が
読
み
取
れ

る
。
統
計
か
ら
拾
っ
た
主
な
も
の
は
－

。

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
実
数
値

は
一
・
四
三
と
、
そ
れ
を
下
回
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
傾
向
が
続
け

ロ
、
徳
島
、
高
知
、
鹿
児
島
の
８
県
。

同
省
は
「
若
者
の
流
出
に
よ
る
出
生
数

の
減
少
が
原
因
」
と
み
て
い
る
が
、
政

令
指
定
都
市
で
は
神
戸
市
だ
け
が
、
死

亡
者
数
が
出
生
数
を
２
５
１
０
人
も
上

回
っ
て
お
り
、
震
災
の
悲
惨
さ
を
数
字

の
上
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

●
肺
が
ん
依
然
ト
ッ
プ

原
因
別
の
死
亡
者
数
を
多
い
順
に
み

る
と
①
が
ん
沁
万
２
９
５
２
人
②
脳
血

管
疾
患
ｕ
万
６
５
４
２
人
③
心
疾
患
過

万
９
０
５
７
人
１
．
４
人
に
１
人

は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
る
。

が
ん
に
よ
る
死
者
を
部
位
別
に
み
る

と
、
胃
が
ん
と
子
宮
が
ん
が
や
や
少
な

く
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
増

え
て
い
る
。
特
に
、
男
性
の
場
合
、
肥

年
に
そ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
胃
が

ん
と
入
れ
替
わ
っ
た
肺
が
ん
に
よ
る
死

者
が
３
万
３
３
７
６
人
。
人
口
Ⅲ
万
人

ば
、
若
年
者
の
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な

い
情
勢
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

5８
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都道府県別合計特殊出生率
当
た
り
の
死
者
数
は
弱
・
０
人
で
、
２

位
の
胃
が
ん
と
の
差
は
前
年
の
１
．
９

人
か
ら
２
．
３
人
に
拡
大
し
た
。
厚
生

省
は
「
す
ぐ
に
た
ば
こ
と
の
因
果
関
係

が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い

う
が
、
愛
煙
家
に
は
い
や
な
数
字
と
い

え
そ
う
だ
。

●
２
分
半
に
１
組
離
婚

昨
年
１
年
間
に
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

は
ね
万
１
８
９
２
組
で
、
前
年
比
９
１

５
４
組
増
。
平
均
初
婚
年
齢
が
夫
が
胡

・
５
歳
、
妻
が
泌
・
３
歳
と
な
っ
て
い

る
。
夫
の
方
は
師
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
が
、
妻
の
方
は
妃
年
以
降
、
毎
年
年

六
日
、
厚
生
省
が
ま
と
め
た
「
平
成
七
年
人
口
動
態
統
計
」
は
、
出
生
率
が

図藪

「
産
ま
な
い
」
「
晩
い
婚
」
は
・

男
・
・
に
魅
力
■
■
〃
が

齢
が
上
が
っ
て
い
る
。

一
方
、
離
婚
件
数
は
四
万
９
０
３
２

組
で
前
年
比
３
９
２
６
組
の
増
加
。
２

分
祀
秒
に
１
組
が
離
婚
し
た
計
算
だ
。

人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
離
婚
率
は

１
．
帥
で
、
件
数
、
離
婚
率
と
も
に
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。

離
婚
件
数
の
伸
び
自
体
は
鈍
化
傾
向

に
あ
る
が
、
同
居
期
間
別
に
前
年
比
の

伸
び
率
を
み
る
と
、
伸
び
率
が
大
き
い

の
は
弱
～
加
年
未
満
（
４
．
１
％
増
）
、

卯
～
妬
年
未
満
（
３
．
６
％
増
）
で
、
熟

年
離
婚
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
い
る
。

【
尾
中
香
尚
里
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

Ｇ
●
｜
●

史
上
最
低
、
離
婚
件
数
（
約
二
十
万
組
）

・
離
婚
率
（
一
・
六
○
人
）
が
史
上
最
高

を
記
録
し
た
。
女
性
の
晩
婚
・
晩
出
産

》
■
圏
■
□
□
一

ｂ
旧
－
心
‐
０
６
０
■
■
■
■
ｂ
０
ｂ
０
０
０
０
０
０
Ｕ
ｑ
Ｕ
０
Ｌ

1.70以上

1.60～1.69

1.50～1.59

1.40～1.49

1.40未満

UlliJiii’
□全国値'４３－＄

譲iIh

京
都
府
、
同
▽
大
阪
府
、
同

▽
神
奈
川
県
、
一
・
三
五
▽
千
葉
県
、

｜
・
三
八
▽
埼
玉
県
、
｜
・
三
九
▽
福
岡

県
、
一
・
四
一
▽
兵
庫
県
、
一
・
四
三
▽

傾
向
が
出
生
率
低
下
の
原
因

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
傾
向

は
都
会
ほ
ど
著
し
い
。
老
齢

期
を
前
に
、
「
離
婚
し
て
残

さ
れ
た
自
分
の
人
生
を
楽
し

み
た
い
」
と
い
う
熟
年
カ
ッ

プ
ル
の
離
婚
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。

「
残
さ
れ
た

人
生
楽
し
み
た
い
」

－
熟
年
離
婚
も
増
加
－

合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性

一
人
が
一
生
に
産
む
子
供
の

数
）
の
低
い
都
道
府
県
は
一
・

二
（
人
）
の
東
京
都
を
筆
頭

に
、
北
海
道
、
｜
・
三
一
一
一
▽

一
・
四
三
▽

奈
良
県
、
同

Ｉ
の
順
。
逆

に
、
高
い
の

は
山
形
県
、

一
・
八
七
▽

沖
縄
県
、
一

・
八
五
▽
福

島
県
、
一
・

5９

都道府県 ７年 ６年

全国 1．４８ 1．５０

北海道 １ 3３ １ 3７

青森 １ 6０ １ 6４

岩手 １ 6８ １ 7１

宮城 １ 5０ １ 4９

秋田 １ 6６ １ 6６

山形 １ 8７ １ 7９島福

１ 7５ １ 7７

茨城 １ 5８ １ 5７

栃木 １ 5２ １ 5９

群馬 １ ６１ １ 6２

埼玉 １ 3９ １ 4５

千葉 １ 3８ １ ４１

東京 １ 11 １ 1４

神奈川 １ 3５ １ 4０

新潟 １ 5８ １ 6９

富山 １ 5６ １ 5４

石川 １ 5４ １ 5８

福井 １ 7１ １ 7５

山梨 １ 6３ １ 6９

長野 1 6９ １ ７１

岐阜 １ 4９ １ ５１

静岡 １ 5２ １ 5６

愛知 １ 4７ １ 4９

三重 １ 5４ １ 5３

滋賀 １ 6１ １ 6７

京都 １ 3３ １ 3７

大阪 １ 3３ １ 3６

兵庫 １ 4３ １ 4３

奈良 １ 4３ １ 3７

和歌山 １ 5１ １ 5２

`鳥取 １ 7２ １ 7６

島根 １ 7３ １ 8５

岡山 １ 5７ １ 5９

広島 １ 4７ １ 5５

山口 １ 5２ １ 5５

徳島 １ 5１ １ 4８

香川 １ 5５ １ 5４

愛媛 １ 6３ １ 5５

高知 １ 5３ １ 6１

福岡 １ 4１ １ 4８

佐賀 １ 7５ １ 7３

長崎 １ 5９ １ 7１

熊本 １ 6４ １ 6３

大分 １ 6３ １ 6３

宮崎 １ ７３ 1 7６

鹿児島 １ ７２ １ 7１

沖縄 １ 8５ １ 9６



七
五
▽
佐
賀
県
、
同
▽
島
根
県
、
〒

七
三
▽
宮
崎
県
、
同
Ｉ
な
ど
の
地
方
。

厚
生
省
で
は
、
都
市
部
の
女
性
の
高

学
歴
化
や
就
労
機
会
の
増
加
な
ど
が
晩

婚
・
晩
出
産
に
結
び
付
い
て
い
る
ｌ
と

分
析
し
て
い
る
が
、
専
門
家
の
間
か
ら

は
、
女
性
に
結
婚
の
意
欲
を
起
こ
さ
せ

な
い
ひ
弱
な
男
性
に
も
責
任
が
あ
る
ｌ

と
の
指
摘
も
出
て
い
る
。

離
婚
前
の
同
居
期
間
は
「
五
年
未
満
」

が
七
万
六
千
七
百
十
六
組
と
最
も
多

く
、
次
い
で
、
「
五
’
十
年
」
四
万
千
百

八
十
八
組
▽
「
二
十
年
以
上
」
三
万
千
八

百
七
十
九
組
ｌ
の
順
。
「
二
十
年
以
上
」

の
中
で
も
、
特
に
同
居
「
二
十
五
’
三

十
年
」
の
夫
婦
の
離
婚
の
増
加
率
が
高

く
、
前
年
比
で
四
・
一
％
増
。
女
性
の

社
会
進
出
と
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
、

子
育
て
を
終
え
た
夫
婦
の
関
係
が
、
危

う
く
な
っ
て
い
る
実
態
が
分
か
る
。

死
亡
数
は
四
十
五
年
ぶ
り
に
九
十
万

人
を
超
え
た
が
、
死
因
別
順
位
は
①
が

ん
（
二
十
六
万
二
千
九
百
五
十
二
人
）
②

脳
血
管
疾
患
（
十
四
万
六
千
五
百
四
十

二
人
）
③
心
疾
患
（
十
三
万
九
千
五
十
七

人
）
ｌ
と
依
然
、
三
大
成
人
病
が
ワ
ー

ス
ト
３
．
昭
和
五
十
六
年
以
降
、
死
因

の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
が
ん
は
全
死
亡
者

の
二
八
・
五
％
を
占
め
、
四
人
に
一
人

女
性
の
晩
婚
化
や
、
増
え
る
離
婚
ｌ

ｌ
厚
生
省
が
六
日
発
表
し
た
「
人
口
動

態
統
計
（
概
数
）
」
か
ら
は
、
少
子
化
の

定
着
と
と
も
に
、
女
性
の
職
場
進
出
な

ど
を
背
景
に
現
代
社
会
の
姿
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
高
齢
化
に
少
子
化
の
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
を
受
け
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上

回
っ
た
県
は
九
四
年
の
四
県
か
ら
八
県

は
が
ん
で
死
亡
し
た
計
算
に
な
る
。

が
ん
死
の
内
訳
を
見
る
と
、
男
性
は

肺
が
ん
三
万
三
千
三
百
七
十
六
人
、
胃

が
ん
三
万
二
千
十
六
人
と
肺
が
ん
が
多

■ﾛ＝＝

国少
一
子
化
の
わ
け
…
［
晩
婚
］
■
と
『
晩
産
』
。
。

Ｌ
丁
【
■
・
離
口
・
』
婚
、
・
２
と
分
口
鍋
工
秒
・
に
口
１
組

い
の
に
対
し
、
女
性
は
胃
が
ん
一
万
八

千
五
十
六
人
、
肺
が
ん
一
万
二
千
三
百

五
十
一
人
と
胃
が
ん
が
多
い
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

に
倍
増
し
た
。

【
晩
婚
化
傾
向
続
く
】
男
性
の
平
均

初
婚
年
齢
は
二
十
八
歳
代
前
半
で
安
定

し
て
い
る
が
、
女
性
は
年
々
上
昇
を
続

け
、
九
五
年
は
二
十
六
・
三
歳
と
八
五

年
を
○
・
八
歳
上
回
っ
た
。
地
域
別
に

見
る
と
、
東
京
が
二
十
七
・
三
歳
で
最

も
高
く
、
神
奈
川
（
二
十
六
・
七
歳
）
が

続
く
。
三
十
代
前
半
で
初
め
て
結
婚
し

三
十
代
前
半
で
初
め
て
結
婚
し

た
女
性
も
七
万
二
千
六
百

一
人
お
り
、
前
年
を
八
・

四
％
も
上
回
っ
た
。

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を

産
ん
だ
母
親
の
平
均
年
齢

も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
七

五
年
に
は
二
十
五
・
七
歳

だ
っ
た
の
が
八
五
年
に
は

二
十
六
・
七
歳
、
九
五
年
は

二
十
七
・
五
歳
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
晩
婚
や
出
産

年
齢
の
上
昇
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

引
き
下
げ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
「
結
婚
し
た
女
性
が
産
む
子
供
の

数
は
二
・
二
人
前
後
で
変
化
し
て
い
な

い
。
晩
婚
化
で
若
い
人
の
未
婚
率
が
上

が
っ
た
た
め
に
合
計
特
殊
出
生
率
も
低

下
し
た
が
、
一
生
結
婚
し
な
い
と
い
う

人
が
急
増
し
な
い
限
り
、
い
ず
れ
結

婚
、
出
産
し
合
計
特
殊
出
生
率
も
上
向

く
の
で
は
」
（
厚
生
省
）
と
い
う
。

【
増
え
続
け
る
離
婚
】
離
婚
件
数
は

前
年
よ
り
二
・
○
％
増
え
、
過
去
最
高

の
十
九
万
九
千
三
十
二
組
に
。
二
分
三

十
八
秒
に
一
組
が
破
局
を
迎
え
、
こ
の

間
隔
は
前
年
よ
り
四
秒
短
く
な
っ
た
。

離
婚
件
数
は
八
三
年
を
ピ
ー
ク
に
い
っ

た
ん
減
少
し
た
が
、
九
一
年
か
ら
再
び

増
加
し
て
い
た
。
た
だ
、
伸
び
率
は
前

年
の
三
・
六
％
よ
り
小
さ
く
、
鈍
化
し

て
い
る
。

離
婚
件
数
を
同
居
期
間
別
に
見
る

と
、
「
五
年
未
満
」
が
全
体
の
約
四
割

（
七
万
六
千
七
百
十
六
組
）
と
最
も
多

い
。
一
方
、
「
二
十
年
以
上
」
の
熟
年
離

婚
も
三
万
千
八
百
七
十
九
組
あ
っ
た
。

●
仕
事
と
子
育
て

両
立
す
る
環
境
を

原
ひ
ろ
子
・
お
茶
の
水
女
子
大
教
授
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こゅうすあ､お－らむ

（
女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
）
の
話

「
子
供
を
産
み
た
く
な
い
」
と
い
う
二
十

代
の
女
性
は
少
な
く
な
い
。
子
供
に

ち
ゃ
ん
と
し
た
教
育
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
、
と
い
っ
た
不
安
に
加
え
、
子
育
て

を
始
め
た
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
が
あ

る
た
め
だ
。

「
女
性
が
働
く
の
は
自
己
実
現
の
た

め
」
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
は
多
く
の

女
性
が
、
老
後
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
「
女
性
は
結

婚
し
た
ら
家
庭
に
入
り
、
子
育
て
に
専

念
す
べ
き
だ
」
と
い
う
風
潮
が
強
ま
れ

ば
、
ま
す
ま
す
結
婚
を
遠
ざ
け
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
女
性
が
仕
事
を
し
な

が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
自
然
減
、
８
県
に
倍
増

【
自
然
増
加
数
、
最
低
に
】
出
生
と

死
亡
の
差
で
あ
る
自
然
増
加
数
は
二
十

六
万
五
千
五
人
と
過
去
最
低
を
記
録
し

た
。
厚
生
省
に
よ
る
と
、
過
去
に
三
十

万
人
台
を
割
り
込
ん
だ
の
は
、
〃
ス
ペ

イ
ン
風
邪
〃
と
呼
ば
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行
し
た
一
九
一
八

年
（
約
二
十
九
万
九
千
人
）
以
来
、
七
十

七
年
ぶ
り
と
い
う
。

九
五
年
一
年
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
は
約
百
十
八
万
七
千
人
で
、
一
人
の

女
性
が
生
涯
に
出
産
す
る
子
供
の
数
を

表
す
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
も
一
・
四
三

と
、
と
も
に
一
八
九
九
年
の
調
査
開
始

以
来
の
最
低
を
記
録
し
た
こ
と
が
六

ｆ
Ｍ
Ｉ

日
、
厚
生
省
の
「
九
五
年
人
口
動
態
統

計
（
概
数
）
」
で
分
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

九
四
年
に
は
い
っ
た
ん
上
昇
に
転
じ
て

い
た
が
、
再
び
減
少
。
女
性
の
社
会
進

出
な
ど
を
背
景
と
し
た
少
子
化
傾
向
が

一
段
と
鮮
明
に
な
っ
た
。
ま
た
死
亡
数

が
前
年
を
上
回
っ
た
た
め
、
出
生
と
死

亡
の
差
で
あ
る
自
然
増
加
数
も
過
去
最

低
を
記
録
し
た
。

人
口
が
自
然
減
と
な
っ
た
県
は
こ
れ

ま
で
、
高
知
（
九
○
年
以
降
）
、
島
根

（
九
二
年
以
降
）
、
秋
田
（
九
三
年
以

降
）
、
徳
島
（
九
四
年
以
降
）
の
四
県

だ
っ
た
が
、
九
五
年
に
は
新
た
に
和
歌

山
、
鳥
取
、
山
口
、
鹿
児
島
の
四
県
で

も
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
人
口

が
自
然
減
と
な
っ
た
。

死
亡
数
を
死
因
別
に
見
る
と
、
①
が

囚回出
生
数
。
、
｝
最
・
低
の
畑
万
川
人

生
涯
出
産
数
一
・
四
一
二
少
子
化
鮮
明
に

厚
生
省
は
「
結
婚
し
た
人
が
産
む
子

供
の
数
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な

ん
（
二
十
六
万
二
千
九
百
五
十
二
人
）
②

脳
血
管
疾
患
（
十
四
万
六
千
五
百
四
十

二
人
）
③
心
疾
患
（
十
三
万
九
千
五
十
七

人
）
ｌ
の
順
．
が
ん
で
亡
く
な
る
人

が
増
え
、
全
死
亡
数
に
占
め
る
割
合
は

九
四
年
の
二
七
・
八
％
か
ら
二
八
・
五
％

に
上
昇
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

い
。
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
は
晩
婚

化
に
よ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
大
き
く
落

ち
込
む
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
ば

ら
く
低
い
水
準
で
推
移
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
み
て
い
る
。

九
五
年
の
出
生
数
は
百
十
八
万
七
千

六
十
七
人
で
、
前
年
よ
り
五
万
千
二
百

六
十
一
人
減
少
し
た
。
合
計
特
殊
出
生

率
は
前
年
よ
り
○
・
○
七
下
が
り
、
こ

れ
ま
で
の
過
去
最
低
だ
っ
た
九
三
年
の

一
・
四
六
を
下
回
っ
た
。
最
も
高
い
の

は
山
形
二
・
八
七
）
、
低
い
の
は
東
京

（
一
□
一
一
）
ｏ

最
近
の
欧
米
諸
国
は
米
国
（
二
・
○

五
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
｜
・
八
八
）
、
英

国
（
一
・
七
六
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
一
・
六
五
）

な
ど
が
高
い
が
、
ド
イ
ツ
（
一
・
二

八
）
、
イ
タ
リ
ア
（
一
・
三
一
一
一
）
は
低
い
。

死
亡
数
は
九
十
二
万
二
千
六
十
二
人

で
、
一
九
五
○
年
以
来
四
十
五
年
ぶ
り

に
九
十
万
人
台
に
乗
っ
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
大
流
行
や
、
阪
神
大
震
災
が

影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
自

然
増
の
数
は
前
年
を
十
万
人
近
く
下
回

り
、
過
去
最
低
の
二
十
六
万
五
千
五
人

だ
っ
た
。

｜
方
、
離
婚
件
数
は
過
去
最
高
の
十

九
万
九
千
三
十
二
組
。
婚
姻
件
数
は
前

年
よ
り
一
・
二
％
多
い
七
十
九
万
千
八
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百
九
十
二
組
だ
っ
た
。
平
均
初
婚
年
齢

は
男
性
二
十
八
・
五
歳
、
女
性
二
十
六
・

三
歳
で
、
女
性
の
晩
婚
化
傾
向
は
続
い

て
い
る
。

年
金
や
医
療
に
影
響

九
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
過
去

最
低
の
一
・
四
三
と
な
っ
た
こ
と
は
、

若
い
世
代
が
高
齢
世
代
を
支
え
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
公
的
年
金
な
ど
、
社
会

保
障
制
度
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
そ
う

だ
。
今
後
も
少
子
化
が
進
め
ば
、
若
い

世
代
の
社
会
保
障
負
担
を
一
層
重
く
す

る
か
、
高
齢
世
代
に
対
す
る
年
金
な
ど

の
給
付
水
準
を
一
段
と
引
き
下
げ
る
か

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
の
は
必
至
だ
。

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
は
現
在
、
厚

生
省
人
口
問
題
研
究
所
が
九
二
年
に
ま

と
め
た
推
計
人
口
を
前
提
に
、
将
来
の

保
険
料
や
年
金
額
を
計
算
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
厚
生
年
金
の
保
険
料

は
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
時
（
二
○
二
五
年

以
降
）
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
月
収
の
二

九
・
八
％
（
現
在
は
一
六
・
五
％
、
こ
れ

を
労
使
折
半
）
と
な
る
。

た
だ
、
こ
の
推
計
は
九
五
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
を
一
・
四
九
と
見
込
ん
で

お
り
、
現
実
は
こ
れ
を
○
・
○
六
下

回
っ
た
。
推
計
は
二
○
二
一
年
に
一
・

八
ま
で
回
復
す
る
と
し
て
い
る
が
、

「
楽
観
的
過
ぎ
る
」
と
の
見
方
は
多
い
。

大
蔵
省
所
管
の
財
団
法
人
、
財
政
経
済

協
会
は
二
○
六
○
年
で
一
・
七
五
ま
で

し
か
回
復
し
な
い
と
す
る
独
自
推
計
を

ま
と
め
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
の
保
険
料

が
二
九
・
八
％
を
超
え
て
上
昇
す
る
な

ど
の
恐
れ
は
十
分
あ
る
。

原
則
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療

費
の
大
部
分
を
現
役
世
代
が
負
担
し
て

い
る
老
人
保
健
制
度
や
、
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る
公
的
介
護
保
険
制
度
な
ど

も
、
少
子
化
の
進
展
で
財
政
基
盤
は
不

安
定
に
な
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
七
）

政
府
は
九
日
、
橋
本
首
相
が
リ
ヨ
ン

・
サ
ミ
ッ
ト
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
で
提

唱
し
た
世
界
福
祉
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
構

想
）
の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
、
社
会

■五記魎■■
Ｔｌ－－－ｉｒ－

ＯＤＡのf柱口に

■「橋口■柾」／

病院建識医；i1識術

福
祉
分
野
を
開
発
途
上
国
に
対
す
る
経

済
協
力
、
技
術
協
力
の
柱
に
据
え
る
方

針
を
固
め
た
。

乳
幼
児
や
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
下

や
、
極
端
な
貧
困
世
帯
を
減
ら
す
た

め
、
病
院
・
保
健
所
建
設
、
医
療
・
衛

生
機
材
の
提
供
な
ど
の
無
償
資
金
協
力

や
医
療
技
術
の
提
供
な
ど
現
在
実
施
し

て
い
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
拡

大
蔵
省
は
九
七
年
度
予
算
の
概
算
要

求
基
準
（
シ
ー
リ
ン
グ
）
の
例
外
項
目
で

あ
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
前
年

度
比
伸
び
率
ゼ
ロ
に
抑
え
る
方
向
で
政

府
部
内
や
連
立
与
党
と
調
整
に
入
る
。

欧
米
主
要
国
が
援
助
額
を
圧
縮
し
て
い

る
点
や
厳
し
い
財
政
事
情
に
配
慮
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
も
思
い
切
っ
た
抑
制
姿
勢
を
打
ち

出
す
。
国
際
貢
献
に
積
極
姿
勢
を
示
し

た
い
外
務
省
が
強
く
反
発
す
る
の
は
必

至
だ
が
、
与
党
内
で
も
例
外
項
目
の
経

費
に
ま
で
切
り
込
む
べ
き
だ
と
の
意
見

が
強
ま
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
大
幅

な
伸
び
率
抑
制
で
決
着
す
る
公
算
が
大

き
い
。

函
・
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
〃
伸
咋
び
ゼ
ロ
で
口
調
口
整
．

■
財
政
難
に
配
慮
／
外
務
省
の
反
発
「
必
至

充
・
強
化
す
る
。
外
務
省
は
、
九
七
年

度
予
算
概
算
要
求
に
拡
充
分
を
盛
り
込

み
た
い
考
え
だ
。
こ
の
方
針
は
、
同
日

開
か
れ
た
世
界
福
祉
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
関

係
省
庁
局
長
等
連
絡
会
議
（
座
長
・
平

林
博
内
閣
外
政
審
議
室
長
、
外
務
、
大

蔵
、
厚
生
、
通
産
、
労
働
の
各
省
が
参

加
）
の
初
会
合
で
確
認
さ
れ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
十
）

政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
国
際
貢
献
策
の
柱

と
し
て
シ
ー
リ
ン
グ
対
象
か
ら
除
外
し

て
き
た
。
こ
の
た
め
最
近
五
年
間
の
伸

び
率
は
シ
ー
リ
ン
グ
段
階
で
七
’
九
％

台
、
予
算
で
は
三
・
五
’
七
％
台
の
高
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にゅうすふぉ－らむ

水
準
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
は

九
一
年
に
米
国
を
抜
い
て
以
来
、
九
五

年
ま
で
五
年
連
続
で
世
界
ト
ッ
プ
を
記

録
し
た
。
だ
が
、
財
政
事
情
の
急
速
な

悪
化
や
米
国
を
は
じ
め
欧
米
諸
国
の

「
援
助
疲
れ
」
に
よ
る
援
助
額
圧
縮
の
動

き
を
背
景
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
量
か
ら
質
」

へ
の
転
換
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

大
蔵
省
は
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま

え
、
シ
ー
リ
ン
グ
段
階
か
ら
厳
し
い
態

度
で
臨
む
方
針
。
具
体
的
に
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
「
例
外
事
項
経
費
」
に
と
ど
め
な
が
ら

も
、
前
年
度
比
七
％
だ
っ
た
伸
び
率
を

ゼ
ロ
に
す
る
方
向
で
外
務
省
や
与
党
各

党
と
の
折
衝
に
入
る
。

大
蔵
省
は
投
資
的
経
費
と
経
常
的
経

費
の
伸
び
率
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
縮
す
る
方

針
だ
が
、
例
外
項
目
も
歳
出
抑
制
の
対

象
に
加
え
る
こ
と
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
量
拡

大
か
ら
質
向
上
」
の
転
換
を
鮮
明
に
す

る
と
同
時
に
、
政
府
の
財
政
再
建
に
対

す
る
強
い
決
意
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い

だ
。

一
方
、
外
務
省
は
九
七
年
度
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
予
算
は
最
低
で
も
九
六
年
度
予
算
程

度
の
伸
び
を
確
保
し
た
い
考
え
。
九
三

’
九
七
年
で
七
百
億
’
七
百
五
十
億
が

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
供
与
す
る
中
期
目
標
の
連

全
国
の
高
齢
者
世
帯
数
が
五
百
六
十

万
世
帯
を
突
破
、
自
宅
で
暮
ら
す
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
も

八
十
六
万
人
を
超
え
、
阪
神
大
震
災
で

兵
庫
県
を
調
査
対
象
か
ら
外
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
で

あ
る
こ
と
が
、
厚
生
省
が
十
三
日
ま
と

成
が
厳
し
い
状
況
の
た
め
、
「
国
際
公

約
達
成
」
を
盾
に
容
易
に
譲
ら
な
い
構

え
。
円
安
の
進
行
で
た
だ
で
さ
え
ド
ル

表
示
の
援
助
額
の
目
減
り
が
避
け
ら
れ

圀因少
（
・
子
■
・
■
高
齢
几
化
］
。
・
段
■
と
。
▽
■

。
■
Ｔ
ｌ
世
帯
平
均
２
．
９
１
人
や
□
高
齢
者
世
瀞
５
６
０
万

め
た
「
平
成
七
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

で
分
か
っ
た
。
一
世
帯
の
平
均
人
数
も

二
・
九
一
人
と
過
去
最
低
と
な
り
、
少

子
・
高
齢
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

要
介
護
者
も
最
一
員
妬
万
人

な
い
事
情
も
絡
ん
で
、
調
整
は
難
航
し

そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
六
・
七
・
十
二
）

調
査
は
昨
年
六
月
と
七
月

に
兵
庫
県
を
除
く
全
国
で
実

施
、
世
帯
と
健
康
に
関
す
る

調
査
は
二
十
七
万
世
帯
八
十

万
人
、
所
得
と
貯
蓄
に
関
す

る
調
査
は
四
万
世
帯
十
六
万

人
を
対
象
と
し
、
同
県
を
除

い
て
全
体
値
を
推
計
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
男
性
、
六
十
歳
以

上
の
女
性
、
十
八
歳
未
満
の

未
婚
者
で
構
成
す
る
「
高
齢

者
世
帯
」
は
、
総
世
帯
数
四

千
七
十
七
万
の
一
三
・
八
％
。
そ
の
う

ち
四
六
・
二
％
が
一
人
暮
ら
し
、
四
九
・

三
％
が
夫
婦
だ
け
の
世
帯
だ
っ
た
。

高
齢
化
が
進
ん
だ
の
に
伴
い
、
在
宅

で
介
護
が
必
要
な
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

は
百
十
一
万
二
千
人
に
達
し
、
平
成
四

年
の
前
回
調
査
時
の
百
六
万
五
千
人
よ

り
四
万
七
千
人
増
加
。
そ
の
う
ち
「
寝

た
き
り
」
で
あ
る
人
の
数
も
一
一
一
十
三
万

一
千
人
で
一
万
人
増
。
半
数
以
上
は
三

年
以
上
同
じ
状
態
が
続
き
、
医
療
機
関

へ
の
支
払
い
を
含
め
た
介
護
費
用
は
一

人
あ
た
り
一
カ
月
約
五
万
円
、
介
護
者

の
七
割
が
「
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
」
を
訴
え

る
状
況
だ
っ
た
。

一
方
、
子
供
（
十
八
歳
未
満
の
未
婚

者
）
の
い
る
世
帯
の
割
合
は
、
一
一
一
三
・
三

％
と
全
体
の
約
三
分
の
一
。
「
子
供
二

人
」
が
一
四
・
四
％
で
最
も
多
く
、
二

人
」
が
一
三
・
五
％
、
「
一
一
一
人
」
が
四
・
九

％
、
「
四
人
以
上
」
は
わ
ず
か
○
・
六
％

だ
っ
た
。

一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
所
得
（
平
成

六
年
分
）
は
前
年
比
一
・
○
％
増
の
六
百

六
十
四
万
二
千
円
。
平
均
所
得
を
下
回

る
世
帯
が
全
体
の
六
○
・
九
％
を
占
め

た
。高
齢
者
世
帯
の
平
均
所
得
は
全
体
平

均
の
約
半
分
で
三
百
三
十
二
万
円
、
そ
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の
う
ち
五
五
・
一
％
は
公
的
年
金
と
恩

給
。
高
齢
者
借
箒
の
半
数
は
公
的
年
金

大
蔵
省
は
十
九
日
、
九
七
年
度
予
算

概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ
ン
グ
）
に
つ
い

て
、
一
般
歳
出
の
前
年
度
当
初
予
算
に

対
す
る
伸
び
率
を
、
九
六
年
度
の
四
・

二
％
を
下
回
る
三
％
台
に
抑
制
し
、
一

般
歳
出
総
額
を
四
十
四
兆
円
台
と
す
る

方
針
を
固
め
た
。
政
府
・
与
党
が
同

日
、
シ
ー
リ
ン
グ
の
大
枠
を
決
め
た
の

を
受
け
、
シ
ー
リ
ン
グ
の
例
外
事
項
と

さ
れ
る
個
別
項
目
を
中
心
に
各
省
庁
と

の
折
衝
に
入
る
が
、
焦
点
と
な
る
防
衛

費
の
伸
び
率
は
、
九
六
年
度
当
初
予
算

（
二
・
五
八
％
増
）
を
下
回
る
二
％
台
前

半
に
と
ど
め
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援

助
）
は
伸
び
ゼ
ロ
も
視
野
に
厳
し
く
抑

え
る
方
針
だ
。

防
衛
・
外
務
要
求
と
開
き

こ
れ
に
対
し
、
防
衛
庁
で
は
過
去
に

契
約
し
た
大
型
装
備
に
対
す
る
支
払
い

で
あ
る
歳
出
化
経
費
が
、
前
年
度
比
約

一
千
億
円
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由

園
Ⅱ防Ｐ衛。費伸び２ｈ％省前半■一．・

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
ゼ
「
口
一
も
視
一
丼
野
三
に
一
寸

に
、
四
％
台
後
半
の
伸
び
を
求
め
る
意

向
だ
。
外
務
省
も
、
最
低
で
も
九
六
年

度
当
初
予
算
並
み
の
三
・
五
％
程
度
の

伸
び
は
要
求
す
る
見
通
し
だ
。
最
近
の

円
安
傾
向
が
ド
ル
ベ
ー
ス
の
金
額
の
目

減
り
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
配
慮
を
求

め
る
声
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
交

渉
と
な
り
そ
う
だ
。

人
件
費
も
含
め
た
例
外
事
項
の
伸
び

は
、
九
六
年
度
の
シ
ー
リ
ン
グ
で
は
一

兆
六
千
六
百
億
円
と
、
一
般
歳
出
増
加

額
の
九
割
以
上
を
占
め
た
。
こ
の
た

め
、
大
蔵
省
は
例
外
事
項
の
伸
び
の
抑

制
が
、
九
七
年
度
予
算
を
「
財
政
構
造

改
革
元
年
」
に
ふ
さ
わ
し
い
予
算
と
で

き
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
を
握
る
と
見

て
、
大
幅
な
見
直
し
を
迫
る
。

防
衛
費
に
つ
い
て
は
、
正
面
装
備
の

抑
制
に
加
え
、
人
件
・
糧
食
費
の
見
直

し
も
求
め
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

先
進
各
国
の
対
外
援
助
の
伸
び
が
鈍
っ

て
い
る
中
で
、
日
本
が
世
界
一
の
援
助

・
恩
給
以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
十
四
）

礫－J”iグ

茨蔵３職【
国
と
な
っ
て
い
る
事
情
な
ど
を
指
摘
し

て
抑
制
を
図
る
。

「
聖
域
な
し
」
か
け
声
倒
れ

ｌ
手
腕
闘
わ
れ
る

重
点
配
分
ｌ

政
府
・
連
立
与
党
は
十
九
日
、
九
七

年
度
予
算
の
シ
ー
リ
ン
グ
の
大
枠
を
決

定
し
た
が
、
「
財
政
構
造
改
革
へ
向
け

た
大
胆
な
見
直
し
を
」
と
い
う
当
初
の

務
的
経
費
の
伸

び
を
ど
う
抑
え
、
「
公
共
投
資
重
点
化

枠
」
や
「
経
済
構
造
改
革
等
特
別
措
置
」

の
配
分
で
、
ど
う
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

か
が
今
後
の
課
題
だ
。

大
蔵
省
は
、
過
去
三
年
間
の
シ
ー
リ

ン
グ
で
は
、
景
気
へ
の
配
慮
か
ら
前
年

度
当
初
予
算
比
五
％
増
と
し
て
き
た
投

資
的
経
費
を
、
九
七
年
度
は
伸
び
ゼ
ロ

に
抑
え
る
方
針
だ
っ
た
。
与
党
内
で
も

社
民
党
、
さ
き
が
け
は
こ
れ
に
同
調
し

か
け
声
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
見

直
し
は
小
幅
に

と
ど
ま
っ
た
。

公
共
事
業
の
圧

縮
に
抵
抗
す
る

自
民
党
内
の

”
建
設
族
〃
に

配
慮
し
て
、
投

資
的
経
費
に
消

費
税
増
税
分
を

上
乗
せ
し
て
伸

び
を
確
保
す
る

苦
肉
の
策
も
採

ら
れ
た
。
防
衛

費
は
じ
め
例
外

事
項
の
歳
出
や

人
件
費
な
ど
義

“
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た
が
、
自
民
党
内
で
は
近
づ
く
総
選
挙

へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
反
論
が
強
く
、
結

局
、
「
前
年
度
予
算
と
同
額
だ
が
、
消

費
税
率
増
に
よ
る
国
庫
負
担
増
分
は
別

途
加
算
す
る
」
こ
と
で
妥
協
が
図
ら
れ

た
。投
資
的
経
費
約
十
兆
円
の
う
ち
消
費

税
の
影
響
を
受
け
な
い
用
地
費
、
人
件

費
な
ど
が
約
三
割
を
占
め
、
資
材
費
や

工
事
代
金
な
ど
残
り
の
部
分
へ
の
影
響

額
は
約
千
五
百
億
円
。
こ
の
結
果
、
投

資
的
経
費
の
伸
び
率
は
一
・
五
％
程
度

と
な
る
。

投
資
的
経
費
の
伸
び
率
は
、
今
回
の

シ
ー
リ
ン
グ
の
象
徴
的
な
争
点
だ
っ
た

だ
け
に
、
「
聖
域
な
き
歳
出
見
直
し
」
は

出
は
な
を
く
じ
か
れ
た
形
だ
。

一
方
、
重
要
施
策
に
手
厚
く
配
分
す

る
狙
い
の
公
共
投
資
重
点
化
枠
は
、
前

年
の
三
千
億
円
か
ら
五
千
億
円
に
増
額

さ
れ
た
。
連
立
与
党
内
に
は
、
既
存
の

公
共
事
業
に
大
き
く
切
り
込
ん
で
、
一

兆
円
程
度
を
確
保
す
る
べ
き
だ
と
の
意

見
も
あ
っ
た
が
、
小
幅
に
と
ど
ま
っ

た
。久
保
蔵
相
ら
が
主
張
し
て
い
た
「
二

十
一
世
紀
へ
向
け
た
重
要
施
策
へ
配
慮

す
る
た
め
の
工
夫
」
は
、
前
年
に
設
け

ら
れ
た
「
経
済
発
展
基
盤
・
学
術
研
究

政
府
・
与
党
が
例
外
項
目
の
増
加
額

を
抑
え
る
方
針
を
確
認
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
聖
域
と
さ
れ
て
き
た
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
や
防
衛
費
の
伸
び
率

を
め
ぐ
る
攻
防
は
一
段
と
激
し
く
な
り

そ
う
だ
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
平
成
三
年
度
以
降
、
当
初

予
算
比
で
八
－
三
・
五
％
の
高
い
伸
び

を
確
保
し
て
き
た
。
し
か
し
、
大
蔵
省

は
財
政
事
情
が
悪
化
す
る
中
、
「
大
盤

振
る
舞
い
な
ど
で
き
な
い
」
（
幹
部
）

と
、
伸
び
率
ゼ
ロ
近
く
に
抑
え
た
い
方

針
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
外
務
省
は
「
今

の
国
民
生
活
を
支
え
て
き
た
の
は
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
海
外
と
ス
ム
ー
ズ
な
関

係
を
築
け
た
か
ら
こ
そ
」
（
外
務
省
幹

部
）
と
反
論
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
ド
ル
表
示
の

た
め
最
近
の
円
安
が
直
撃
し
、
「
前
年

度
並
み
の
伸
び
率
を
確
保
で
き
た
と
し

臨
時
特
別
加
算
」
を
衣
替
え
し
た
「
経
済

構
造
改
革
等
特
別
措
置
」
の
新
設
に
と

ど
ま
り
、
金
額
も
三
千
億
円
程
度
に
増

え
た
と
は
い
え
、
一
般
歳
出
全
体
か
ら

見
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
だ
。

園
〃
聖
域
〃
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
防
衛
費
で
攻
防

：
■
へ
外
務
Ⅲ
円
安
目
減
り
、
一
防
衛
Ⅱ
特
殊
性
主
張

て
も
、
実
質
十
数
％
は
目
減
り
」
と
訴

え
る
。
九
年
度
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
第
五
次

中
期
目
標
声
事
業
費
の
実
績
ベ
ー
ス
で

七
百
億
－
七
百
五
十
億
が
）
の
最
終
年

度
に
当
た
り
、
「
目
標
達
成
の
た
め
に

も
伸
び
率
ゼ
ロ
な
ど
の
め
な
い
」
と
外

務
省
は
巻
き
返
し
に
懸
命
だ
。

一
方
の
防
衛
費
は
、
過
去
に
契
約
し

た
大
型
装
備
の
「
つ
け
払
い
」
で
あ
る
歳

出
化
経
費
が
膨
れ
、
大
蔵
省
も
そ
の
点

は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
も
人

件
・
糧
食
費
な
ど
の
見
直
し
で
八
年
度

予
算
の
伸
び
率
二
・
五
％
以
下
に
し
た

い
考
え
だ
。
臼
井
日
出
男
防
衛
庁
長
官

は
「
防
衛
予
算
は
極
め
て
特
殊
性
が
あ

る
」
と
主
張
。
「
シ
ー
リ
ン
グ
の
あ
り
方

そ
の
も
の
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
不

満
を
ぶ
つ
け
て
い
る
。

ま
た
、
農
水
省
は
農
畜
産
物
の
自
由

今
後
、
い
か
に
重
点
配
分
が
で
き
る

か
、
首
相
の
指
導
力
と
大
蔵
省
の
手
腕

が
問
わ
れ
る
。

（
増
田
雅
己
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
二
十
）

化
に
対
応
す
る
ウ
イ
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
関
連
対
策
費
を
シ
ー
リ
ン
グ
の
閣
議

了
解
文
に
「
予
算
編
成
過
程
で
重
点
的

に
検
討
」
と
明
記
す
る
よ
う
要
求
。
事

実
上
、
シ
ー
リ
ン
グ
の
対
象
か
ら
除
外

す
る
方
針
だ
。

同
対
策
費
は
平
成
十
二
年
ま
で
の
六

年
間
で
総
事
業
費
約
六
兆
円
を
投
入
す

る
も
の
で
、
う
ち
予
算
化
が
必
要
な
国

費
分
は
二
兆
八
千
億
円
。
過
去
二
年
間

は
シ
ー
リ
ン
グ
の
例
外
と
さ
れ
、
す
で

に
一
兆
一
千
億
円
の
予
算
を
獲
得
。

今
年
度
も
「
予
算
化
は
既
定
路
線
」

（
幹
部
）
と
楽
観
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
二
十
）

欝塾ＩＩ

姑



【
ロ
ー
マ
皿
日
共
同
】
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
ｎ
日
、
２
０
５
０
年

ま
で
の
食
糧
需
給
見
通
し
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
世
界
の
人
口
は

訂
億
人
（
１
９
９
５
年
）
か
ら
肥
億
人
へ

と
ね
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に

見
合
う
食
糧
を
供
給
す
る
に
は
布
％
の

増
産
が
必
要
と
な
る
。
増
産
割
合
が
最

も
高
い
の
が
ア
フ
リ
カ
の
３
０
０
％
。

次
い
で
中
南
米
加
％
、
ア
ジ
ア
閃
％
、

日
本
の
国
民
負
担
率
（
税
と
保
険
料

の
合
計
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
）

は
、
九
五
年
度
見
込
み
で
三
七
・
七
％

と
な
っ
て
い
る
。
先
進
国
の
中
で
は
ア

メ
リ
カ
の
三
六
・
三
％
（
九
二
年
）
を
上

■沼豊窪圖HIJ
f~互いT-i-

2050琴までに

蝋嚇鱸ｌ１２１震

皿
・－コ・急「増・ず｝■愚国鳧賞遡零口。。．□■
（
■
。
・
・
一
Ｌ
■
。
．
」
高
齢
化
『
の
進
・
褒
彌
一
（
■
層
拍
掌

Ｆ鯛ほれ見通し

北
米
加
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
食
糧
事
情
は
、
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
な

く
ア
ジ
ア
で
も
深
刻
で
、
特
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
な

ど
が
食
糧
不
足
に
苦
し
み
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

な
ど
で
は
慢
性
的
な
栄
養
失
調
状
態
が

続
い
て
い
る
。

一
方
、
先
進
国
で
は
食
糧
供
給
が
必

要
量
を
上
回
る
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

特
に
欧
州
で
は
、
人
口
の
減
少
な
ど
か

ら
今
後
必
要
量
が
減
少
す
る
と
み
ら
れ

る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
飢
餓
根
絶
を
目
指
す

行
動
計
画
の
策
定
に
向
け
、
ｕ
月
田
日

か
ら
ロ
日
ま
で
本
部
の
あ
る
ロ
ー
マ

で
、
初
の
「
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
す
る
予
定
だ
。

（
毎
日
新
聞
夕
刊

一
九
九
六
・
七
・
二
十
二
）

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
六
九
・
八
％
（
九
二
年
）
や
、
フ
ラ
ン

ス
の
六
二
・
六
％
（
九
○
年
）
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
国
民
所
得
に
対
す
る
社
会

保
障
給
付
金
の
割
合

（
九
二
年
度
）
が
、
日

本
は
一
四
・
六
％

と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
五
二
・
五
％
）
、
フ

ラ
ン
ス
（
三
五
・
六

％
）
よ
り
も
は
る
か

に
小
さ
い
こ
と
が
主

因
だ
。
そ
の
背
景
に

は
、
日
本
の
高
齢
化

が
欧
州
に
比
べ
て
進

ん
で
い
な
い
こ
と

や
、
失
業
率
の
低

鯵
岫
艤
鱸
Ⅷ
鯉
躰
刈
判
Ⅳ
ラ
エ
字

、
わ
れ
る
。
し
か
し
、
民
ァ
イ
ブ
功
懲

ヤ
ク
笥
耳
ｑ
ｆ
等
カ
ス
ッ
エ
駒
關

》灘嚇一》騰檸』》鱸鱸｛

篝詞■国民負担率の国際比較；;鍵

鑿日本■Ⅱ'３．

鑿ｱﾒﾘｶ回□１．”
露ｲｷﾞﾘｽm■｡'｡‘

（
注
）
日
本
は
開
年
度
見
込
み
。
諸
外
国
は
蛇
暦
年
実
績

（
フ
ラ
ン
ス
は
卯
暦
年
実
績
）
。
高
齢
者
人
口
比
率
は
開

歳
以
上
人
口
の
総
人
口
に
対
す
る
割
合
で
、
日
本
は
妬

年
、
月
１
日
現
在
。
諸
外
国
は
卯
年
推
計

8０4０ 6０0２０

6６

｜
社
会
保
障
負
担

墨 22.5

■ 28.4
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現
在
、
中
国
は
改
革
開
放
の
進
展
に

よ
る
経
済
の
高
度
成
長
と
い
う
素
晴
ら

し
い
情
勢
に
あ
る
が
、
人
口
、
環
境
、

資
源
の
３
者
は
経
済
の
持
続
発
展
に
か

か
わ
る
重
要
な
課
題
だ
。

家
族
計
画
の
実
施
と
環
境
保
護
の
強

化
は
国
策
の
基
本
で
あ
り
、
す
で
に
大

元
中
国
国
家
統
計
局
人
口
統
計
部
長

の
沈
益
民
・
中
国
人
口
と
環
境
研
究
会

理
事
長
が
こ
の
ほ
ど
来
日
、
毎
日
新
聞

社
人
口
問
題
調
査
会
定
例
会
で
「
中
国

の
人
口
・
環
境
と
経
済
の
持
続
的
発

展
」
と
題
し
講
演
し
た
。
沈
氏
は
中
国

の
人
口
問
題
の
第
一
人
者
で
、
世
界
の

歴
史
で
前
例
の
な
い
大
規
模
な
国
勢
調

査
を
企
画
・
立
案
し
、
１
９
５
３
年
か

ら
過
去
５
回
、
全
土
で
実
施
。
沈
氏
は

講
演
の
中
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
中

国
の
経
済
発
展
は
東
ア
ジ
ア
と
世
界
の

環
境
保
全
に
寄
与
す
る
と
の
認
識
を
示

し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

・
元
中
国
国
家
統
計
局
人
口
統
計

部
長
沈
益
民
氏

國圖人
口
・
環
境
。
：
女
性
が
「
決
定
権
」
ｆ

教
育
水
、
準
の
向
上
・
が
重
要

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

農
村
の
末
端
に
お
い
て
は
家
族
計
画
の

活
動
が
十
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
一
部
の
地
域
で
は
依
然
と
し
て
大
量

投
入
、
大
量
消
費
、
大
量
汚
染
と
い
う

粗
放
的
経
営
モ
デ
ル
を
行
っ
て
い
る
。

新
中
国
が
誕
生
し
て
以
来
、
経
済
は

急
成
長
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
膨
大
な

人
口
規
模
と
そ
の
増
加
の
速
さ
は
国
民

経
済
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
肥
年
末
の
総
人
口
は
皿

億
１
１
２
１
万
人
で
、
新
中
国
が
成
立

し
た
当
時
の
２
．
叫
倍
。
年
間
１
３
０

０
万
か
ら
１
４
０
０
万
人
増
加
し
、
２

０
３
０
年
ご
ろ
に
は
追
憶
人
に
達
す
る

と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
文
化
教
育
レ
ベ
ル
の
低
さ
が

生
態
系
と
環
境
の
保
護
に
不
利
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
教
育
水
準
に
関
す
る

１
９
９
０
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
国
際
比

較
に
よ
る
と
、
高
等
教
育
を
受
け
た
人

口
１
万
人
比
の
割
合
は
ア
メ
リ
カ
１
４

９
２
人
、
カ
ナ
ダ
１
１
９
８
人
、
日
本

６
３
７
人
に
対
し
中
国
は
１
４
２
人

人
口
問
題
協
議
会
な
ど
主
催
の
「
世

界
人
口
デ
ー
」
記
念
・
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
こ
の
ほ
ど
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

で
、
先
進
国
に
は
る
か
に
及
ば
ず
、
一

部
の
開
発
途
上
国
の
レ
ベ
ル
に
も
達
し

て
い
な
い
。
嘔
歳
以
上
の
非
識
字
・
半

非
識
字
率
は
加
年
で
型
・
皿
％
。

さ
ら
に
、
資
源
の
相
対
量
も
人
口
換

算
す
る
と
少
な
く
、
貧
し
い
国
の
一
つ

だ
。
一
人
当
た
り
耕
地
面
積
は
世
界
平

均
の
３
分
の
１
弱
で
あ
り
、
淡
水
資
源

は
４
分
の
１
、
森
林
面
積
は
６
分
の
１

弱
。
主
要
弱
種
類
の
鉱
物
資
源
に
つ
い

E砺司■己而圖雇■

％
卯
印
沁
印
印
扣
卯
如
扣
０

世界全体
開発途上地域

●
世
界
人
ロ
デ
ー
記
念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
対
談
〉
日
本
家
族
計
画
連
盟
・
加
藤
シ
ヅ
エ
会
長

先進工業地域日
本
女
性
に
は
底
力
が
あ
る

タ
ー
で
開
か
れ
、
日
本
家
族
計
画
連

盟
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家
族
計
画
国
際
協

力
財
団
）
会
長
の
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
が

て
は
世
界
平
均
の
印
％
に
過
ぎ
な
い
。

環
境
汚
染
は
相
変
わ
ら
ず
相
当
深
刻

で
あ
り
、
弘
年
中
国
環
境
状
況
公
報
に

よ
る
と
、
全
国
の
排
ガ
ス
総
量
は
ｕ
・

４
兆
立
方
枡
で
、
８
割
以
上
の
都
市
に

酸
性
雨
が
降
っ
て
い
る
。
河
川
の
汚
染

は
都
市
部
で
ひ
ど
い
。
全
体
的
に
中
国

の
現
況
は
、
先
進
諸
国
が
環
境
汚
染
に

直
面
し
た
帥
年
代
の
状
況
に
似
て
お

り
、
環
境
汚
染
に
よ
る
屋
斉
員
夫
ば
国

、
環
境
汚
染
に
よ
る
経
済
損
失
は
国

民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の
約
６

年
市
％
に
相
当
す
る
。

５２
生
態
系
の
破
壊
も
進
行

０２
し
、
砂
漠
化
し
た
土
地
の
面

弱
積
は
１
５
３
．
３
万
平
方
キ
ロ

９１
脳
で
国
土
全
体
の
旧
・
９
％

を
占
め
る
。
こ
れ
は
耕
地
の

０町
総
面
積
を
上
回
り
、
全
国
規

１

模
の
草
原
の
減
少
、
土
地
の

一
砂
漠
化
、
ア
ル
カ
リ
化
の
傾

向
は
依
然
続
い
て
い
る
。
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「
女
性
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
」
の

テ
ー
マ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
小
宮
山

洋
子
さ
ん
と
対
談
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
家
族
計
画
・
女
性
開
放

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
１
世
紀
を
生

き
、
蛆
歳
の
今
も
先
頭
に
立
っ
て
い

る
。
支
え
と
な
っ
た
の
が
、
産
児
制
限

運
動
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
米
国
女
性
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
と
の
き
ず

な
。
加
藤
さ
ん
は
１
９
１
９
年
（
大
正

８
）
年
に
渡
米
。
翌
年
、
サ
ン
ガ
ー
と

出
会
い
、
そ
の
愛
弟
子
と
し
て
皿
（
昭

和
幻
）
年
の
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
ｌ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
）
設
立
に
参
画
し
た
。

「
夫
人
の
哲
学
は
決
し
て
後
に
戻
ら

な
い
こ
と
。
よ
く
戦
わ
れ
ま
し
た
」
。

加
藤
さ
ん
は
「
生
涯
の
師
」
の
思
い
出

と
、
”
日
本
の
サ
ン
ガ
ー
夫
人
“
と
い

わ
れ
た
自
ら
の
生
き
ざ
ま
を
縦
横
に
語

り
な
が
ら
、
「
日
本
の
女
性
の
力
、
底

力
と
い
う
も
の
は
昔
か
ら
根
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
上
手
に
爆
発
さ

せ
れ
ば
日
本
の
女
性
は
本
当
に
頼
も
し

い
」
と
、
同
性
の
若
い
世
代
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

「
巨
大
都
市
は

爆
発
寸
前
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
芦
野
由
利
子
・
日

本
家
族
計
画
連
盟
常
任
理
事
、
草
地
賢

一
・
神
戸
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会
代
表
、
黒
田

俊
夫
・
日
大
人
口
研
究
所
名
誉
駈
長
、

坂
重
具
理
子
・
埼
玉
県
副
知
事
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
な
り
、
「
都
市
化
と
女
性
」
の

テ
ー
マ
で
討
論
を
行
っ
た
。

黒
田
氏
は
「
２
０
２
５
年
に
世
界
は

朋
億
と
い
う
巨
大
人
口
に
達
し
、
都
市

人
ロ
が
印
億
を
超
え
る
。
そ
の
帥
％
に

当
た
る
如
億
が
途
上
国
に
集
中
し
、
途

上
国
の
巨
大
埜
巾
は
爆
発
寸
前
だ
。
都

市
は
代
謝
機
能
が
不
完
全
に
な
る
と
病

理
現
象
を
引
き
起
こ
す
」
と
指
摘
。
女

性
の
ヱ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
ス
地
位
と

能
力
の
向
上
）
が
人
口
・
都
市
問
題
を

解
決
す
る
原
動
力
に
な
る
と
の
考
え
を

示
し
た
。

ま
た
、
芦
野
さ
ん
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府

開
発
援
助
）
の
場
に
、
女
性
の
参
画
が

促
進
さ
れ
る
べ
き
だ
」
、
坂
東
さ
ん
は

「
都
市
で
は
経
済
的
に
自
立
で
き
る
機

会
も
多
い
が
、
女
性
解
放
は
ま
だ
”
未

完
成
交
響
曲
Ｌ
、
草
地
さ
ん
は
「
宗
教

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
権
威
を
も
っ
て
女
性
を
差
別
化
し
、

社
会
進
出
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い

る
」
な
ど
と
意
見
を
述
べ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
七
・
三
十
）

新
華
社
電
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
国
家

統
計
局
は
今
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大

豆
な
ど
の
食
糧
生
産
量
が
昨
年
を
約
一

千
万
少
上
回
り
、
過
去
最
高
の
四
億
七

千
五
百
万
少
前
後
に
達
す
る
と
の
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
た
。
海
外
で
は
今
夏

に
起
き
た
中
国
中
南
部
の
大
洪
水
に
よ

る
被
害
が
懸
念
さ
れ
、
穀
物
相
場
に
も

全
国
の
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
今

月
末
、
過
去
最
高
の
七
千
三
百
七
十
三

人
（
海
外
在
留
邦
人
を
除
く
）
に
達
す
る

こ
と
が
十
日
、
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
厚

.Ｆ耐Ｉ

｢食糧生産は

■過去最高」
洪謝職書くZX騒懲

打ち消し鱈懸命

園百
曰
歳
Ⅱ
以
口
上
（
七
、
一
一
一
七
一
・
三
人

西
高
東
低
今
女
■
■
性
■
Ｂ
」
」
一
割

微
妙
な
影
響
を
与
え
た
が
、
当
局
は
全

国
的
に
は
食
糧
生
産
が
順
調
な
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

統
計
局
は
今
年
の
食
糧
生
産
が
好
調

な
理
由
と
し
て
、
わ
せ
の
作
付
面
積
が

昨
年
よ
り
十
万
七
千
粉
増
え
た
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、
今
秋
の
天
候
が
順
調
な
ら

過
去
最
高
だ
っ
た
昨
年
実
績
を
超
え
る

と
み
て
い
る
。

夏
場
に
収
穫
さ
れ
た
食
糧
は
前
年
比

三
％
増
の
一
・
一
億
少
と
な
っ
た
。
中

南
部
の
洪
水
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
東

北
部
で
夏
場
の
干
ば
つ
の
被
害
が
少
な

か
っ
た
」
（
国
家
計
画
委
員
会
）
こ
と
や

農
業
資
材
の
価
格
安
定
で
農
民
の
生
産

意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
災
害

の
影
響
は
大
き
く
な
い
と
い
う
。

（
北
京
Ⅱ
湯
浅
健
司
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
九
・
三
）

生
省
が
ま
と
め
た
平
成
八
年
度
「
全
国

高
齢
者
名
簿
」
（
長
寿
番
付
）
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
前
年
よ
り
も
九
百
九
十
五

人
も
増
え
、
二
十
六
年
連
続
で
最
高
記

6８



Iこゅうすう5､お一らむ

全国の長寿者上位20人

録
を
更
新
、
初
の
七
千
人
台
に
乗
せ

た
。
平
均
寿
命
も
依
然
世
界
一
で
、
長

寿
国
・
日
本
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

厚
生
省
が
今
月
末
ま
で
に
満
百
歳
以

上
に
な
る
高
齢
者
を
今
月
一
日
現
在
で

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
百
歳
以
上
は
七
千

三
百
七
十
三
人
と
な
っ
た
。
男
性
が
一

千
四
百
人
、
女
性
が
五
千
九
百
七
十
三
人

で
、
女
性
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

年
齢
別
で
は
、
百
歳
が
最
も
多
く
三

千
百
六
十
八
人
。
百
一
歳
が
二
千
三
十

四
人
、
百
二
歳
は
千
三
十
八
人
と
、
年

齢
が
一
歳
上
が
る
ご
と
に
人
数
は
半
減

し
て
い
る
。

名
簿
に
は
来
月
一
日
か
ら
来
年
三
月

末
の
間
に
満
百
歳
に
な
る
高
齢
者
（
海

外
在
留
邦
人
を
含
む
）
も
掲
載
さ
れ
、

掲
載
人
数
は
計
一
万
九
十
四
人
と
、
初

め
て
一
万
人
を
突
破
し
た
。

人
口
十
万
当
た
り
の
百
歳
以
上
の
人

口
は
、
昨
年
よ
り
○
・
七
七
人
増
え
て

五
・
八
七
人
。

都
道
府
県
別
で
は
、
沖
縄
県
が
二
二

二
四
と
今
年
も
ト
ッ
プ
。
以
下
、
高

知
県
（
一
九
・
○
九
人
）
、
島
根
県
二
五

・
五
四
人
）
、
熊
本
県
（
一
二
・
六
三

熊
本
県
（
一
二
・
六
三

人
）
、
鹿
児
島
県
二

Ｊ
二
・
二
一
人
）
－
と
続

藷
い
て
い
る
。

妬
逆
に
低
い
の
は
、

銅
埼
玉
県
の
一
一
。
六
○
人

朧
を
最
低
に
、
千
葉
県

年
三
・
八
一
人
）
、
大
阪

略
府
（
三
・
’
一
一
一
一
人
）
、
滋

赫賀県（三・六五人）、
く
愛
知
県
（
一
一
一
・
七
四
人
）

ｌ
な
ど
の
順
○

老
人
福
祉
法
が
制

定
さ
れ
、
長
寿
番
付

が
初
め
て
公
表
さ
れ

た
昭
和
三
十
八
年
当

時
、
百
歳
以
上
は
わ

ず
か
百
五
十
三
人
だ
っ
た
が
、
五
十
六

年
に
千
人
を
超
え
、
一
昨
年
は
五
千
人

を
突
破
、
昨
年
に
六
千
人
台
、
今
年
は

七
千
人
台
に
乗
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

厚
生
省
が
八
月
十
日
に
ま
と
め
た

「
平
成
七
年
簡
易
生
命
表
」
で
も
、
昨
年

の
日
本
人
の
平
均
寿
命
（
零
歳
児
の
平

均
余
命
）
は
男
性
が
七
六
・
三
六
歳
、
女

性
が
八
二
・
八
四
歳
と
、
過
去
最
高
の

前
年
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
も
の
の
、

男
性
は
十
年
連
続
、
女
性
は
＋
｜
年
連

続
で
世
界
一
だ
っ
た
。

長
寿
日
本
一
は
女
性
で
、
今
年
一
月

十
九
日
に
百
十
二
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
山
口
県
阿
知
須
町
の
寄
川
（
う
た
が

わ
）
ス
エ
さ
ん
。

上
位
四
人
ま
で
が
女
性
で
、
五
位
の

男
性
日
本
一
は
沖
縄
県
沖
縄
市
字
宮
里

の
渡
名
喜
元
完
（
と
な
き
・
げ
ん
が
ん
）

さ
ん
で
百
十
一
歳
。
体
力
の
衰
え
か
ら

現
在
、
老
人
病
院
に
入
院
し
て
い
る
。

厚
生
省
は
来
年
三
月
末
ま
で
に
百
歳

を
迎
え
る
三
千
九
百
二
十
六
人
（
海
外

在
留
邦
人
を
含
む
）
に
対
し
、
都
道
府

県
な
ど
を
通
じ
て
「
敬
老
の
日
【
十
五

日
）
前
後
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝

い
状
と
銀
杯
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
う
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
九
・
十
）

総
務
庁
は
十
四
日
、
「
敬
老
の
日
」
を

前
に
、
日
本
の
高
齢
者
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
、
十
五
日
現
在
の
推

計
で
千
八
百
九
十
九
万
人
（
前
年
比
七

十
八
万
人
増
）
で
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
十
五
・
一
％
（
同
○
・
六
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高

と
な
っ
た
。

男
女
別
で
は
、
男
性
七
百
八
十
四
万

人
に
対
し
、
女
性
は
千
百
十
六
万
人
で

約
一
・
四
倍
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
女
性

の
比
率
が
高
く
な
り
、
八
十
五
歳
以
上

で
見
る
と
、
女
性
百
人
に
対
し
男
性
は

約
四
十
三
人
し
か
い
な
い
勘
定
に
な
っ

て
い
る
。

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に

よ
る
と
、
高
齢
者
人
口
は
今
後
も
増
え

続
け
、
終
戦
直
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た
世
代
が
七
十
歳
代

に
な
る
二
○
二
一
年
に
ピ
ー
ク
が
訪

Ⅵ犀Ｈ
（?～’

651歳｢Ⅱ以上

最高の1899万人

女性林６１人;に１ＭＧ

独りii暮らし~戸
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11項位 氏名 性別 年齢 住所１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
坦
坦
以
嘔
焔
Ⅳ
畑
四
ｍ

エ
ク
サ
セ
完
江
す
け
キ
ツ
ヨ
蔵
き
と
そ
寿
づ
タ
ヱ
志

に》許》》》》鍵』峠》峠搾》準》唯一》》
寄
宮
滝
松
渡
長
秋
早
森
嘉
古
石
北
柿
福
大
小
宇
北
斎

女
女
女
女
男
女
女
女
女
女
女
男
女
女
女
男
女
女
女
女

２１１

２
２
２
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

０
０
０

１
１
１

１
１
１

９
９
９
９
９
９
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

山口県阿知須町
鹿児島県大隅町
広島県倉橋町
東京都江東区

沖縄県沖縄市
名古屋市守山区
静岡県相良町
宮城県白石市
福岡市博多区
沖縄県今帰仁村
福島県jIl俣町
茨城県金砂郷町
岩手県千厩町

鹿児島市稲荷町
滋賀県浅井町
川崎市多摩区
静岡県清水市
沖縄県沖縄市
大阪府堺市

高知県伊野町



れ
、
六
十
五
歳
以
上
が
三
千
二
百
七
十

五
万
人
に
達
す
る
と
い
う
。

一
方
、
昨
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
は
、
二
百

二
十
五
万
人
で
、
九
○
年
の
前
回
調
査

に
比
べ
三
八
・
八
％
増
加
。
高
齢
者
の

中
に
占
め
る
単
身
者
の
比
率
も
、
一
・

外
務
省
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
「
わ

が
国
の
政
府
開
発
援
助
」
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
白

書
）
の
九
六
年
版
の
全
容
が
二
十
一

日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
球
環
境
の
悪

化
防
止
や
輸
出
市
場
の
拡
大
、
わ
が
国

へ
の
食
糧
や
資
源
の
安
定
供
給
な
ど
、

日
本
の
「
国
益
」
に
直
結
し
て
い
る
分
野

を
重
視
す
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

今
年
の
白
書
の
副
題
は
三
十
一
世

紀
に
向
け
た
開
発
戦
略
ｌ
人
間
中
心

の
開
発
を
目
指
し
て
」
。
九
五
年
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
実
績
は
円
ベ
ー
ス
で
一
兆
三
千
八

百
五
十
四
億
円
で
、
対
前
年
比
○
・
六

％
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
ド
ル
。
ベ
ー
ス

で
は
円
高
に
よ
り
、
九
・
三
％
の
大
幅

園
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
国
・
益
三
を
童
・
祝
一
口

・
環
・
境
口
保
而
護
。
｜
や
市
１
場
一
拡
大

二
ポ
イ
ン
ト
増
の
一
二
・
一
％
と
、
拡

大
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
男
女
別
は
、

男
性
四
十
七
万
人
に
対
し
女
性
は
約
四

倍
の
百
七
十
八
万
人
。
女
性
は
六
十
五

歳
以
上
の
ほ
ぼ
六
人
に
一
人
が
独
り
暮

ら
し
と
な
っ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
九
・
十
五
）

な
伸
び
に
な
っ
て
お
り
、
五
年
連
続
世

界
最
大
の
援
助
国
。

昨
年
の
白
書
で
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
国
際

貢
献
の
重
要
な
柱
、
重
要
な
外
交
手

段
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、

今
年
の
白
書
で
は
「
日
本
に
と
っ
て
、

あ
る
い
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
開
発
援

助
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
だ
」
と

「
国
益
」
を
強
調
。
具
体
的
に
は
、
社

会
、
経
済
、
安
全
保
障
の
三
つ
の
観
点

か
ら
、
「
日
本
国
民
に
と
っ
て
も
深
刻

な
脅
威
と
な
る
地
球
環
境
の
悪
化
、
感

染
症
の
発
生
な
ど
、
開
発
途
上
国
の
抱

え
る
問
題
を
克
服
で
き
る
」
「
輸
出
市
場

と
な
る
な
ど
、
日
本
に
経
済
的
利
益
を

も
た
ら
す
途
上
国
の
経
済
発
展
を
促

す
」
「
日
本
が
途
上
国
に
依
存
す
る
食

96年自害‘

糧
、
石
油
な
ど
の
安
定
供
給
に
つ
な
が

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

「
十
二
億
人
市
場
」
「
二
十
一
世
紀
の

経
済
大
国
」
な
ど
と
世
界
の
注
目
を
集

め
る
中
国
は
、
こ
こ
四
年
間
、
年
に
一

○
％
を
超
す
経
済
成
長
が
続
き
、
表
面

的
に
は
豊
か
さ
へ
の
道
を
疾
走
し
て
い

る
。
が
、
そ
の
一
方
、
市
場
経
済
化
政

策
の
結
果
、
国
有
工
場
に
抱
え
込
ま
れ

て
い
た
大
勢
の
余
剰
人
員
の
失
業
問
題

が
生
ま
れ
、
環
境
汚
染
や
貧
富
の
差
も

深
刻
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
問
題

の
根
っ
こ
に
は
「
人
が
多
す
ぎ
る
」
こ
と

が
あ
る
。
隣
国
を
見
つ
め
る
日
本
人
の

意
識
の
中
に
、
中
国
も
日
本
の
よ
う
な

効
率
の
い
い
発
展
形
態
を
た
ど
っ
て
い

る
と
い
う
思
い
込
み
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
中
国
は
い
ま
、
人
口
の
重
圧
と
持

続
的
な
成
長
が
ぶ
つ
か
り
合
う
、
大
き

な
ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
み
始
め
て
い
る
。

（
北
京
支
局
・
永
持
裕
紀
）

四国人
口
。
、
一
口
〈
億
に
苦
・
・
・
し
■
む
■
□
■

．
■
〔
『
二
十
一
一
世
一
一
紀
〆
の
経
八
済
大
一
・
国
』

●
国
有
エ
場
重
い
余
剰
人
員

Ｉ
勤
務
に
偏
り
／
若
寶
不
満
１

選
大
掘
り
の
大
炭
鉱
で
知
ら
れ
る
遼

寧
省
撫
順
市
は
、
東
北
地
方
有
数
の
鉱

工
業
都
市
だ
。
市
の
紹
介
で
訪
れ
た
撫

順
機
械
廠
は
日
本
企
業
と
合
弁
で
、
分

厚
い
鋳
物
を
使
っ
た
高
圧
容
器
な
ど
を

生
産
し
て
い
た
。
日
本
で
は
「
３
Ｋ
職

場
」
と
い
わ
れ
、
人
手
の
確
保
が
難
し

い
鋳
物
工
場
だ
が
、
こ
こ
は
事
情
が
違

う
。
合
弁
工
場
の
金
栄
男
・
工
場
長
は

言
っ
た
。

「
従
業
員
は
百
八
十
人
で
、
適
正
人

数
よ
り
二
割
多
い
。
市
の
指
示
で
、
倒

産
し
た
市
内
の
セ
メ
ン
ト
工
場
の
従
業

員
を
引
き
取
っ
て
い
る
の
で
」

市
場
経
済
化
の
一
方
で
国
有
企
業
の

経
営
悪
化
が
進
み
、
倒
産
が
相
次
い
で

い
る
。
「
倒
産
企
業
の
従
業
員
に
再
就

職
先
を
与
え
る
の
は
市
の
重
要
な
枠
割

だ
」
と
酪
琳
・
撫
順
市
長
は
強
調
し

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
九
・
一
一
十
一
一
）

”



lこゅうすもS､お－らむ

北京のエ事現場で食事を受ける出稼ぎ労働者。働きロのない地方から
大都市へ出稼ぎに出る人は全国で１億人前後という＝24日、永持写す

た
。工
業
部
門
の
国
有

企
業
は
中
国
全
体
で

十
万
社
を
数
え
、
合

わ
せ
て
約
四
千
万
人

が
働
く
。
政
府
の
公

式
見
解
で
は
、
そ
の

う
ち
三
割
の
働
き
手

が
「
余
剰
」
だ
。

政
府
統
計
に
よ
れ

ば
、
’
九
九
四
年
時

点
で
一
億
元
（
約
十

三
億
円
）
の
生
産
高

に
必
要
な
従
業
員
数

は
、
国
有
企
業
で
は

千
六
百
六
十
七
人
。

こ
れ
に
対
し
、
農
村

の
中
小
企
業
な
ど
は

そ
の
三
割
、
外
資
系

や
私
営
企
業
は
二
割

の
人
数
で
同
じ
額
の

生
産
を
達
成
し
た
。

こ
の
計
算
で
い
け

ば
、
国
有
工
場
の
余

剰
人
員
は
全
体
の
半

分
以
上
に
膨
れ
る
こ

と
に
な
る
。

中
国
の
人
口
は
四

九
年
の
建
国
時
に
五

億
四
千
万
人
で
、
す
で
に
仕
事
は
不
足

し
て
い
た
。
と
に
か
く
人
を
雇
用
し
、

低
め
の
給
料
を
平
均
的
に
与
え
る
シ
ス

テ
ム
は
、
国
づ
く
り
に
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
。
だ
が
時
を
経
る
に
つ
れ
、
そ

れ
は
よ
ど
ん
だ
空
気
を
生
み
出
し
た
。

六
年
ほ
ど
前
、
上
海
・
復
旦
大
学
の

人
口
問
題
研
究
所
が
行
っ
た
上
海
の
青

年
労
働
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
参
加
し

た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
国
有
工
場

の
若
い
層
の
不
満
の
強
さ
だ
っ
た
。

「
年
長
者
は
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
て

も
、
僕
よ
り
給
料
が
高
い
」
と
二
十
八

歳
の
男
性
は
ロ
を
と
が
ら
せ
た
。
余
剰

状
態
が
生
み
出
す
「
ブ
ラ
動
」
は
年
配
者

が
多
く
享
受
し
て
お
り
、
し
か
も
、
賃

金
は
年
功
序
列
で
上
が
っ
て
い
た
。

中
央
政
府
の
国
家
計
画
委
員
会
が
委

託
し
た
調
査
だ
っ
た
。
中
国
は
九
二
年

か
ら
分
配
の
平
均
主
義
を
や
め
、
市
場

経
済
に
踏
み
込
ん
だ
が
、
こ
う
し
た
調

査
で
す
く
い
取
っ
た
民
意
も
新
政
策
の

採
用
を
促
し
た
と
み
ら
れ
る
。

実
際
、
市
場
経
済
化
を
機
に
成
長
率

は
上
が
っ
た
が
、
赤
字
企
業
の
閉
鎖
や

倒
産
が
増
え
、
余
剰
人
員
を
あ
ぶ
り
出

し
始
め
た
。
一
方
、
同
委
員
会
の
資
料

に
よ
る
と
、
耕
地
面
積
か
ら
み
て
農
村

部
で
は
日
本
の
人
ロ
並
み
の
一
億
二
千

万
人
以
上
が
余
剰
と
さ
れ
、
そ
の
多
く

は
出
稼
ぎ
で
生
計
を
立
て
る
。

こ
う
し
た
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
、
経

済
シ
ス
テ
ム
を
切
り
替
え
る
試
み
の
中

で
ど
う
安
定
さ
せ
る
か
に
中
国
は
直
面

し
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
な
「
最
少
人

数
で
の
効
率
生
産
」
が
す
ぐ
に
望
め
る

状
況
で
は
な
い
。

●
廃
液
垂
れ
流
し
汚
れ
る
川

ｌ
悪
質
企
業
は
操
業
停
止
Ｉ

国
有
企
業
の
低
迷
を
よ
そ
に
、
農
民

が
出
資
し
た
農
村
の
中
小
企
業
、
「
郷

鎮
企
業
」
の
工
業
生
産
額
は
中
国
の
生

産
総
額
の
五
割
に
達
す
る
。
だ
が
政
府

は
、
彼
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
の

規
制
を
始
め
た
。

黄
河
と
揚
子
江
の
間
を
流
れ
る
全
長

一
千
キ
ロ
の
准
河
（
わ
い
が
）
。
流
域
に
は

千
を
超
え
る
製
紙
工
場
の
ほ
か
、
皮
革

工
場
、
染
料
や
農
薬
な
ど
の
化
学
工
場

が
集
ま
る
。
ほ
と
ん
ど
は
郷
鎮
企
業

で
、
そ
の
大
半
は
排
水
処
理
設
備
が
な

い
。
垂
れ
流
し
さ
れ
た
廃
液
で
流
域
面

積
の
八
○
％
の
水
面
が
変
色
し
た
と
ま

で
い
わ
れ
る
。
異
臭
も
漂
う
。

「
水
が
よ
ど
ん
だ
場
所
は
本
当
に

ま
っ
黒
。
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
濃

い
灰
色
だ
っ
た
」
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
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産
業
蓮
術
総
（
晶
墨
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の

中
井
穀
・
土
星
自
席
代
表
は
、
排
水
処
理

の
協
力
で
現
地
聟
訪
れ
た
感
想
を
話
玄

中
国
社
会
学
会
の
「
人
口
と
環
境
研

究
会
」
の
沈
益
民
・
理
事
長
は
「
人
ロ
で

割
る
と
、
中
国
の
一
人
あ
た
り
の
資
源

量
は
た
だ
で
さ
え
乏
し
い
。
そ
こ
で
の

汚
染
の
深
刻
さ
は
他
国
の
比
で
は
な

い
」
と
憂
え
る
。
中
国
の
人
口
は
世
界

の
そ
れ
の
二
二
％
、
だ
が
淡
水
量
は
世

界
の
八
％
で
、
一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る

と
世
界
平
均
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

水
質
汚
染
は
、
中
国
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
食
糧
増
産
の
足
を
引
っ
張
る
。

政
府
は
准
河
流
域
の
製
紙
工
場
を
強
権

的
に
閉
鎖
さ
せ
た
う
え
、
全
国
的
に

も
、
ひ
ど
い
廃
液
を
出
す
郷
鎮
企
業
は

九
月
末
ま
で
に
操
業
を
停
止
す
る
よ
う

指
示
し
た
。

「
「
中
国
の
環
境
汚
染
は
、
全
体
と
し

て
日
本
な
ど
の
公
害
が
深
刻
だ
っ
た
六

○
年
代
な
み
だ
」
と
沈
理
事
長
は
み

る
。
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
環
境
保

護
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
中

国
で
は
、
公
害
先
進
国
だ
っ
た
日
本
の

保
護
技
術
へ
の
関
心
が
高
い
。
日
本
と

し
て
は
、
官
民
と
も
に
環
境
協
力
へ
の

態
勢
を
本
格
的
に
組
み
直
す
べ
き
時
だ

ろ
う
。

●
貧
富
の
格
差
が

地
域
間
で
拡
大

「
十
二
億
人
市
場
」
の
条
件
は
、
豊
か

さ
が
国
全
体
に
ぷ
厚
く
広
が
る
こ
と

だ
。
し
か
し
現
実
に
は
、
地
域
間
の
貧

富
の
格
差
が
い
び
つ
な
形
で
開
い
て
し

ま
っ
た
。
た
と
え
ば
、
上
海
市
の
一
人

あ
た
り
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
九

○
年
時
点
で
内
陸
の
貴
州
省
の
七
・
三

倍
だ
っ
た
の
に
、
九
四
年
に
は
九
・
九

倍
に
達
し
た
。
政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
中
国
科
学
院
の
グ
ル
ー
プ
の
研

究
結
果
だ
。

こ
う
し
た
格
差
の
拡
大
で
、
遅
れ
た

地
域
に
は
政
府
の
政
策
は
不
公
平
だ
と

の
不
満
が
出
て
い
る
。
一
方
、
豊
か
な

地
域
に
は
、
経
済
効
率
の
低
い
内
陸
へ

の
繍
助
金
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
納
税

額
が
増
え
る
の
は
不
合
理
だ
と
、
す
る

思
い
が
強
ま
っ
て
い
る
－
同
グ
ル
ー
プ

は
こ
う
も
分
析
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
満
を
放
置
し
て
お
く

と
、
「
分
裂
し
た
内
戦
に
陥
っ
た
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
よ
う
な
事
態
が
、

中
国
で
起
こ
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
」

と
グ
ル
ー
プ
の
一
人
、
康
暁
光
・
研
究

員
は
話
す
。

上
海
な
ど
海
沿
い
の
地
域
の
豊
か
さ

峰
外
資
系
企
業
の
進
出
が
も
た
ら
し

た
面
が
大
き
い
。
中
国
政
府
は
沿
海
部

に
外
資
が
集
中
す
る
状
況
を
変
え
よ
う

と
、
一
律
に
外
資
を
優
遇
す
る
政
策
を

修
正
し
、
と
く
に
内
陸
部
に
進
出
す
る

企
業
へ
の
優
遇
策
を
開
始
し
た
。

た
だ
、
所
得
格
差
は
地
域
間
だ
け
で

な
く
、
同
じ
地
域
の
個
人
間
で
も
広

が
っ
て
い
る
。
富
の
平
準
化
を
狙
っ

て
、
九
四
年
か
ら
所
得
の
累
進
課
税
を

本
格
的
に
始
め
た
が
、
自
己
申
告
制
な

の
で
脱
税
す
る
金
持
ち
は
多
く
、
狙
い

通
り
の
税
収
に
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
だ
。

参
政
権
が
実
質
的
に
ほ
と
ん
ど
な
い

中
国
で
、
国
民
に
納
税
の
義
務
だ
け
を

押
し
つ
け
る
こ
と
に
限
界
は
な
い
か
。

「
代
表
な
く
し
て
課
税
な
し
」
が
税
の
原

則
の
は
ず
だ
。

こ
の
疑
問
を
、
欧
米
や
日
本
、
さ
ら

に
途
上
国
の
徴
税
現
場
を
知
っ
て
い
る

税
務
当
局
者
や
知
識
人
た
ち
に
ぶ
つ
け

る
と
、
一
様
に
限
界
を
認
め
る
。
政
治

改
革
の
論
議
は
共
産
党
の
一
党
独
裁
体

制
に
ふ
れ
る
だ
け
に
、
今
は
表
立
っ
て

の
話
題
に
は
で
き
な
い
が
、
富
の
い
び

つ
な
偏
り
に
手
を
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、

い
ず
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
は
ず
だ
。

「
み
ん
な
平
等
に
貧
し
か
っ
た
」
時
代

と
違
い
、
十
二
億
人
の
一
人
ひ
と
り
が

背
負
い
始
め
た
様
々
な
利
害
は
、
中
国

の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
問
い
直
す
巨
大
な

圧
力
に
も
な
り
始
め
た
。

●
江
沢
民
国
家
主
席
・
語
録

ｌ
日
本
の
首
相
に
な
い
鬘
荷
／
生
態

系
損
ね
れ
ば
取
り
返
し
つ
か
ぬ
ｌ

「
私
に
は
、
皿
億
人
に
食
糧
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
日
本
の

首
相
に
な
い
重
荷
が
あ
る
。
（
共
産
党

総
書
記
と
し
て
、
１
９
８
９
年
に
）
私

が
北
京
に
来
て
か
ら
、
す
で
に
１
億
人

増
え
た
」
（
妬
年
ｎ
月
、
日
中
首
脳
会
議

で
、
当
時
の
村
山
富
市
首
相
に
）

「
中
国
で
労
働
力
の
供
給
が
需
要
を

上
回
る
矛
盾
は
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ

て
続
き
、
時
に
よ
っ
て
は
深
刻
に
な
り

か
ね
な
い
。
中
央
、
地
方
と
も
、
政
府

は
一
貫
し
て
就
業
問
題
を
重
視
し
て
い

る
汽
船
年
９
月
、
仏
フ
ィ
ガ
ロ
紙
に
）

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
九
・
二
十
五
）

「
人
口
が
非
常
に
多
く
、
一
人
あ
た

り
の
資
源
が
わ
ず
か
な
わ
が
国
が
、
発

展
の
中
で
環
境
保
護
に
注
意
せ
ず
、
生

態
系
を
損
ね
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
損
失
が
生
じ
る
」
（
船
年
７
月
、
全

国
環
境
保
護
会
議
で
）
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-1ndja-
昭和58年度

１．中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告書

BasicSurveyonPopulationandFamiIyPlanning
inthePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作潤査研究根告苓

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告書

BasicSurvey(Ⅱ）onPopuIatiomand田milyPlanning

inthePeople'sRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作澗査研究扱

告毛（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一インド国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmenlinAsianCountries

-India-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調森

BasicSuweyReportonPopulationandFhmily

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeve

lopmentmSoutheastAsianCountries

-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調森

一データ縄一

SurveyofUrbanization，LivingEnvironmentand

WelfareinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve，

iopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinjapａｎ（英語版）

日本的域市化５人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLivingStandardsinChjnese

RuralAreas-Data-Allthehouseholdsoftwo

villagesiｎＪｉｌｉｎＰ｢ovincesurveyedbyquesUonnaires

（英語版）

美干中国税村的人口生育率与生活水平的澗査扱告

一対干吉林省丙午村迭行全戸面談凋査的培果一

＝焼ift1il-（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調杢報告書

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuraIPopulationand

Ag｢iculturaIDevelopmentinAsianCountries

-Indones】a－（英語版） ５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆Ru｢alDeveI0pmentandPopulation
inJapan（英語版）

日本衣並衣村的茂展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました雪）

昭和60年度

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調森報告響

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentinJapaｎ（英語版） １．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイ国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

５．人口と開発関連統計巣

Demog｢aphlcandSocioEconomiclndicatorson

PopuIationandDeveIopment（英語版）
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６．スライド日本の産業開発と人口

~その原動力・邇気一（日本語版）

Indust｢ialDevelopmentandPopulationinJapan

-ThePrimeMoverElectricity-（英語版）

日本的存止友展与人ロ

ー其原助力－１１気－（中国語版）

PembangunanlndustridankependudukandiJepang

-PenggerakUtama､TengaListrik-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発韮礎調在報告聾

－中華人民共和国一

ReportontheBasicSuweyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一・

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版） ７．ネパール王国人口家族計画第二次基礎調査

ComplementaryBasicSurveyRepor［onPopulation

andFamllyPlannmginthekingdomofNepal５．アジアの人口転換と開発一統計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-OverviewandSLatisticalTables-

（英語版）
昭和62年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一中華人民共和国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏpulationand

AgriculLuraIDevelopmentinAsianCountries

-China--（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan

-AsianExperience-（英語版）

日本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）
２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastASianCountris

-China-（英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調狂

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一バングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRuralPopuIationand

AgriculturalDevelopmenｔ－Bangladesh-

（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告惑

一フィリピン国一

４．日本の人口と農業開発

PopulationandAgriculturalDevelopmentinJapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

PopulationDevelopmentandEnviroｎｍｅｎｔｉｎＮｅｐａｌ

（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigratoTyMovementandEconomicDevelop

mentinJapan（英語版）

日本的人口移功与難済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomi

DjJepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調査研究報告書

－マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-japan'sExperienceinAging-（英語版） 7．トルコ国人ロ家族計画推礎調森

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AgingjnJapan-ChallengesandProspects-
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面'１缶挑戦

一道求具生命意又的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一ネパール国一

ReportontheSuweyofRuraIPopulatlonand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版.）
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３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告響
一中華人民共和国一

TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang
（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinJapan
-TrendsandProspectsinthel990s-

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfOrtheAgriculturalDevelopmem
-ComparativeStrudiesonFiveAsianCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年側日本視聴覚教育協会主雌優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

５．スライド

日本の地域開発と人ロ（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ
（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidijepang
（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

Agricu1turalDevelopmenl－PhilipphTe-
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発避礎調査報告書

一バングラデシュ－

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastASianCounlries

-Bangladesh-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigratjoninAsia（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一マレーシア国一

ReportontheSuwevofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment－Malaysia－
（英語版） ３．アジア諸国からの労働力流出に関する調交研究報告書

一インドネシア国一

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・環境一アジアの繰験一

Population，DevelopmentandEnvironmentin

Japan－AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment，PopulationandDevelopmentin
Japa、（英語版）

日本的坏境・人口・汗友（中国語版）

Lingkungan，PeIldudukdanPembangummJepang
（インドネシア語版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主臘優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTTansitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一

（日本語版）

LivingforTomorrow－Industrial

TransitionandPopuiationinJapan-
（英語版）

生活在明天一日本的声止轄換与人口一

（中国語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStrukt1】T

IndustriDanPopulaSiDiJepang-

（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

ProspectsofU｢banizationinAsia（英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一スリランカ国一一

ReportontheSuweyRuralPopulationand
AgTiculturalDevelopment-Srilanka-

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
一フィリピン国一一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

--Philippines--（英語版）

平成５年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告聾
一一ベトナム国一
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ReportontheSurveyofRura］Populationand

AgricuIturalDevelｏｐｍｅｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

平成７年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調森報告

鱒一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRuraI

DevelopmentbyPmgressStageinAsianCountries

-Pakistan-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告脅
一スリランカ国一

ReportontheBasjcSuweyofPopulationand

DevelopmentmSoutheastAsianCountries
-SriLanka-（英語版）２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告書

－ネパール国一

ReportontheSuweyofUrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-IVepal-（英語版）

３．アジア諸国の人間賓源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChaIlengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustamableDevelopment-
（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調在研究

報告瞥一インド国一

４．アヒジアにおける女性のエンバワーメント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語版） ５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人ロー

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－lmpfovements

intheStatusofWOmenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑繊一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWanita

-EmansipasiWanitadanPopulasiJepang--

（インドネシア語版）

５．アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABrightofGenderEquality

-EmpowerｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目握之路一今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanita

AsiaMerambahJhlan-（インドネシア語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

轡一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DevelopmentbyProgressStageinAsianCountries

-Indja-（英語版）

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告蜜一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調杢研究

報告番一一ペトナム国一

４．アジアの女'膝労働力参加と経済発展

-21世紀の戦略一

Women'sLaborParticipationandEconomicDevelop

mentinAsja-Strategytoward21Century-

（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomenofAsia（英語版）

亜洲姐女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKjnj……（インドネシア語版）
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ＡＰＤＡ日誌

ＡＰＤＡ 誌一-曰

７
月
１
日
本
協
会
主
催
講
演
会
開
催
。

講
師
叩
荏
開
津
典
生
東
京
大
学
名
誉
教
授

テ
ー
マ
”
「
深
刻
な
人
口
と
食
料
ｌ
二
十
一
世
紀
人
類
は
生

き
残
れ
る
か
ｌ
」

会
場
卯
日
本
大
学
会
館
八
○
一
号
室

７
月
即
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

Ｉ
勿
日
村
開
発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
団
を
ラ
オ
ス
国
に
派
遣
。
（
団
長

福
井
清
一
、
楠
本
修
）

７
月
泌
日
ベ
ン
・
デ
レ
ォ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
大
統
領
補
佐
官
来
所
。
広
瀬

次
雄
常
務
理
事
ら
と
懇
談
。

８
月
１
日
労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
間
資

Ｉ
Ⅳ
日
源
開
発
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
研
究
」
調
査
団
を
ラ
オ
ス
国

に
派
遣
。
（
団
長
降
矢
憲
一
、
大
野
昭
彦
、
鈴
木
基
義
、
浜
田
友
恵
）

８
月
４
日
厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
化

Ｉ
Ⅳ
日
と
開
発
調
査
」
調
査
団
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
に
派
遣
。
（
団
長
桐
生

稔
、
大
塚
友
美
、
北
畑
晴
代
）

８
月
詔
日
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
安
藤
博
文

事
務
次
長
来
日
。
中
山
太
郎
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
会
長

ら
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
金
に
つ
い
て
懇
談
。

９
月
１
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

Ｉ
咀
日
村
開
発
基
礎
調
査
」
調
査
団
を
ラ
オ
ス
国
に
派
遣
。
（
団
長
福
井

清
一
、
大
野
昭
彦
、
大
塚
友
美
、
楠
本
修
）

９
月
４
日
本
協
会
理
事
会
開
催
。

平
成
九
年
度
帥
日
本
船
舶
振
興
会
（
日
本
財
団
）
へ
の
助
成
金
及

び
補
助
金
申
請
に
伴
う
平
成
九
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
を
承
認
。

９
月
型
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
開
催

開
催
地
叩
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ

９
月
泌
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
五
回
大
会
ｌ
食
料
安
全
保
障
と
人
口
・
開
発
ｌ
開
催

１
町
日
開
催
地
北
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ

参
加
国
二
一
九
カ
国

「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
宣
一
一
一
一
口
」
を
採
択
。

役
員
改
選
議
長
叩
桜
井
新
（
日
本
）
、
副
議
長
“
コ
リ
ン
・

ホ
リ
ス
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
『
ハ
オ
・
イ
・
チ
ュ

ン
（
中
国
）
、
ウ
ル
ミ
ラ
・
パ
テ
ル
（
イ
ン
ド
）
、
ア

ペ
ニ
サ
・
ク
リ
ス
キ
ラ
（
フ
ィ
ジ
ー
）

事
務
総
長
卯
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
（
タ

イ
『
副
事
務
総
長
卯
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
（
マ
レ

ー
シ
ア
）
、
財
務
担
当
叩
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン

（
ベ
ト
ナ
ム
）
。

一
つ

つ
つぞ

一人口問題は、一一十一世紀の人類生存を左右する地球上の蝋も重要な課題となって一
一

一います。一九九一二年の世界人口は五五億人、一九九八年には六○億人を超えると推計一
一
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
一

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一

一世界人口の大半を占めるアジア人口の行方が、人類生存のカギを握っている－－－一
一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
カ
ニ
根
本
原
因
な
一

つ

一のです。人口増加に伴う食料不足を補うための焼畑農業や、燃料としての薪伐採な一
一
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の
一

一産業公害を引き起こし、地球環境の悪化は、もうこれ以上放澄できないギリギリの一
一
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日
一

一
本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ
一

一とがもたらす高齢化現象に伴う労働力不足や福祉費の増大など、さまざまな重大な一
一
社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
一
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
”
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一

一ＡＤｊＤＡ（アプダ）は、官民及び国際機関の協力を得て、これらの問題を有効に一
一
解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
・

つ一

一何芋、あすの人類の明るい未来と、共存のために皆些（」まの尊いご協力を心からお一
一
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
つ

一
つ

‐－－￣－－つ‐

－１

１

」

露
鞭

如
偏
塾
濤
』
聯

公戎露命蝿野・〈二匹繍叱『卵鶴

－－－￣￣￣－－
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１，.彫..,-...

iiみ;､蜂-コ-－ ◇
第
五
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
か
ら
ｌ

「
地
雷
を
除
去
し
て
下
さ
い
。
恩
い
つ

き
り
食
料
を
作
り
た
い
の
で
す
。
支
援

し
て
下
さ
い
」
。
田
畑
が
弾
薬
庫
に
な

っ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
婦
人
議
員
の

悲
痛
な
訴
え
が
胸
に
刺
さ
っ
た
。

◇
「
政
府
は
コ
メ
を
高
く
買
い
上
げ

て
ほ
し
い
。
零
細
農
家
に
農
協
や
金
融

機
関
も
、
ポ
ス
ト
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
乾

に
功
１
斗
此
｜
卍
・
深
’
１
６
錠
打

躯
操
施
設
も
…
…
」
（
途
上
国
の
声
）
。

〃
逆
ザ
ヤ
“
で
保
護
さ
れ
、
ズ
サ
ン

経
営
で
農
協
、
系
統
金
融
の
統
廃
合
を

迫
ら
れ
、
ど
の
地
方
に
行
っ
て
も
目
に

つ
く
立
派
な
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
。
ど
ち
ら
の
農
家
が
恵
ま
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

◇
桜
井
新
氏
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
に

再
選
さ
れ
た
。

〃
人
口
の
父
“
と
い
わ
れ
た
岸
信
介
、

福
田
超
夫
両
元
首
相
の
直
弟
子
だ
っ
た

故
佐
藤
隆
氏
（
元
農
水
大
臣
）
が
Ａ
Ｆ

｜：

静かで、美しく、自然に溢れたオーストラリ哩

ア。首都、キャンベラのシンボルともいえる国議

会議事堂(表紙写真)は､アメリカの建築家ウ'１１
オルター.ブーレイ．グリフィンのﾃﾞｻﾞｲﾝをｉ
もとに、1988年新しく建設されたもの｡その建ｈ

ｋ：

築には様々な工夫が凝らされ、キャピタル・上！:ダ
ルという丘の輪郭を崩さずに芝生で覆い、その

内部に建物を建設している。入口のホールは、

白とエメラルドグリーンの大理石が美しいコン

トラストでユーカリの木々をイメージさせてい

る。

緑に包まれた明るいイメージの国会議事堂は、

オーストラリアの国柄をうまく表現しているよ

うである。

Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
設
立
し
た
の
が
一
九
八
二
年

二
月
。
一
一
一
期
連
続
議
長
を
つ
と
め
、
志

半
ば
に
し
て
倒
れ
た
先
駆
者
、
佐
藤
氏

の
後
を
継
い
だ
桜
井
氏
は
、
三
年
間
に

人
口
関
係
の
三
大
国
際
議
員
会
議
を
相

次
い
で
開
き
、
成
功
の
原
動
力
と
な
っ

た
。
ア
ジ
ア
の
同
僚
議
員
か
ら
〃
人
口

問
題
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
余
人
を
も
っ

て
代
え
難
い
〃
と
の
高
い
評
価
を
う
け

た
こ
と
に
大
き
な
拍
手
を
お
く
り
た
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

人ロと開発･秋季号く通刊56号〉
1996年10月１日発行く季刊〉

鍵
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／ 、
新しい空の旅をめざして､「うれしいことから｣ＪＡＬはスタートしたいと考えています。

その第１;ii(として､｢ＪＡＬフリータ゛イヤル(１匹1際線･国内線)｣を､i)M蛤いたしました。

ご･]F約いただくお電話を無料といたします北かも､全1王|どこでもl可じ電話番号で便利になりました｡
今年45周年を迎えるJALのこれからの｢うれしいこと｣にご期待ください。

ＪＡＬフリーダイヤル

／国際線予約Ｘ国内線予約､

し函o,辺o諾ご=ろ墓i又函o12o諾百三鍋ノ
ニッコーコクサイ

ロ麺Ｏ１ＺＯ－ｚＳ－Ｓ９３１
二ツコーコクナイ

画罰Ｏ１ｚＯ－ＺＳ－Ｓ９ア１

※今までの予約センターの番号はご利用頂けません

、 ノ
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ＮＥＣがいっしょなら、

あなたが望むマルチメディアにきっと出会えます６

たとえば､インダーオ､ツトで木'フイトハウスにアクセスする。

バーチャルオフィスで迩胸向会談をする“

ビデオ･オン･デマンドでALたい映像をと()'1)す…”

マルチメデイアは人U)｢…したい｣にしっかI)と応えてくれま戈

さあ､あなたも知性と盛'''１iをふくらませてください。

マルチメデイアの雌先端にいるＮＥＣカミもてるチカラをあなたu)ために栃かしま戒

私たちは､あなたの｢…したい｣をいっしょにカタチにしていくハート十一・

燦らしに､ビジネスに､もっとマルチメディアを`刃Ｉ３Ｃがいっしょな（>、

あなたの｢…したい｣１１tｿiLがもっともっと拡が()謝る

ＮＥＣグループ


